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表
紙

サ
ー
フ
ィ
ン
と
生
き
る
町
。Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ

7２０２２-

（
千
葉
県
一
宮
町
）

千
葉
県
一
宮
町
は
、九
十
九
里
浜
の
南
端
に
位
置
し
、

町
の
東
側
に
は
美
し
い
海
岸
線
が
広
が
り
、
西
側
に
は

丘
陵
台
地
を
ひ
か
え
た
、
風
光
明め

い

媚び

で
温
暖
な
気
候
の

地
域
で
す
。
古
く
は
上
総
一
宮
１
万
３
０
０
０
石
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
も
ち
、
そ
の
後
は
、
日
本

一
と
い
わ
れ
る
ガ
ラ
ス
温
室
団
地
な
ど
、
ハ
ウ
ス
栽
培

を
中
心
と
し
て
、
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
、
梨
の
産
地
と
し

て
農
業
を
基
幹
産
業
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
宮

町
の
海
は
、
年
間
を
通
じ
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
の
に

適
し
た
波
が
打
ち
寄
せ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
屈
指
の

サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
年
間
約
60
万
人
の
サ
ー

フ
ァ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
２
０
２
１
年
７
月
に
開
催
さ
れ

た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
と
な
る
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
釣
ヶ

崎
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
達
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
一
宮
町
の
「
波
」
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
４
月
に
会
場
跡
地
に
観

光
案
内
所
、
芝
生
広
場
や
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
ぜ
ひ
一
宮
町
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
一
宮
町
企
画
広
報
課

（
０
４
７
５
‐
４
２
‐
２
１
１
３
）

（
写
真
提
供
＝
一
宮
町
観
光
協
会
）

●岩手県紫波町	 地域への愛着、プライドを高める取り組み� 須川翔太
●神奈川県真鶴町	 「つながり」大切に移住や企業誘致推進� 卜部直也
●兵庫県淡路市	 「あわじ環境未来島構想」を推進� 谷口紗矢香
●島根県江津市	 起業人材を呼び込む� 田中理恵
●島根県雲南市	 ゆるやかな他者への依存が育む豊かな暮らし� 總山　萌
●岡山県新庄村	 「社会増」達成へ等身大の移住定住施策� 稲田大知
●徳島県神山町	 まちを将来世代につなぐプロジェクト� 松田一輝
●長崎県五島市	 アナログ・デジタル双方からアプローチ� 平野　梓
●沖縄県うるま市	 地域のみんなの「やってみたい」を後押し� 田中啓介

【特集編では基調論文、全 12 事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

移住・定住・交流推進支援事業　徳島県阿南市
マリンスポーツ振興からＳＤＧｓ×観光へ
� 岩浅壮泰

地域づくりは人づくり
地域で経験を積み世の中変えるリーダーを育成
� 小松洋介

国内調査報告①
広島県竹原市、秋田県大館市・北秋田市・小坂町・上小阿仁村

動物×インバウンド観光による地方創生

国内調査報告②　秋田県、新潟県、神奈川県横浜市
地域活性化とIT企業誘致

16

18

20

22

地域づくりの現場から
有限会社シュシュ　長崎県大村市
６次産業による地域の活性化
� 山口成美

センター通信
ふるさとの魅力発信を応援します！

首長の思い
未来へつなぐまちづくりを市民とともに
� 高木晴雄（山梨県山梨市長）

朝の一宮海岸

グラビア

27 都道府県漫遊� 【大分県】
手前みそですが…�【大阪府千早赤阪村】

1		 巻頭エッセー／人と環境、活力が調和したアジアのリーダー都市� 高島宗一郎（福岡県福岡市長）

特  集 社会減克服の取り組みで地域を元気に
日本の人口は2008年をピークに減少傾向にある。地方では大都市圏に先行して減少が進み、これに歯止めをかけるこ
とは極めて重要な課題だ。域外からの転入促進など人口の社会減克服に向けた各地の取り組みを特集する。

2	 基調論文 	 人口減少の克服をコミットする地域づくり� 金岡省吾（熊本大学熊本創生推進機構・教授
地域連携部門長 富山大学名誉教授）

6	 北海道東川町	 豊かでゆとりある「適疎な町」� 村中　豪

8	 埼玉県北本市	 シティプロモーション「&green」を展開� 林　博司

10	 愛媛県西条市	 「移住×プロモーション」が生む好循環� 田邊智将

12	 副基調論文 	 東京一極集中の是正に向けた取り組みについて　�石切山真孝（静岡県浜松市財務部長（前総務省地域力
創造グループ地域政策課理事官）　　　 ）

24

26

28



福
岡
市
は
、
海
に
育
ま
れ
た
歴
史
や
文
化
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
充
実
し
た
都
市
機
能
、
多
彩
な
人
材
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
人
口
増
加
数
・
増
加
率
と
も
に
政
令
市
で
１

位
な
ど
、
元
気
な
ま
ち
、
住
み
や
す
い
ま
ち
と
し
て
国
内
外
か
ら

高
く
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

福
岡
市
は
古
来
、
大
陸
と
の
交
流
の
窓
口
で
あ
り
、
人
や
物
が

交
流
す
る
こ
と
で
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
第
３
次
産
業
が
９

割
を
占
め
る
福
岡
市
に
お
い
て
、
人
の
交
流
は
、
ま
さ
に
福
岡
市

の
成
長
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
交
流
人
口
の
回
復
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
不
可

欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
は
注
視
が
必
要
で
す
が
、
不

確
実
な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
し

た
た
か
さ
と
、
変
化
を
恐
れ
な
い
し
な
や
か
さ
を
持
つ
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド
を
持
て
る

よ
う
、
福
岡
市
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
も
対
応
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
や
開
催
支
援
の
ほ
か
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
抑
制
や
環
境
保
全
に
資
す
る
観
光
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。
令
和
５
年
の
「
世
界
水
泳
選
手
権
福
岡
大
会
及
び
世
界
マ

ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
九
州
大
会
」
に
つ
い
て
は
、
大
会
成
功
に

向
け
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

街
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
エ
リ
ア
ご
と
に
個
性
が
あ
る
福
岡
市

の
特
徴
を
い
か
し
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
都
心
部
で
は
、
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
、
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ

ド
に
よ
り
、
民
間
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
、
今
後
、

ビ
ル
の
建
て
替
え
が
目
に
見
え
る
形
で
一
気
に
進
み
ま
す
。
そ
こ

に
高
付
加
価
値
な
企
業
が
入
居
し
、
新
た
な
雇
用
や
ビ
ジ
ネ
ス
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
、
福
岡
市
は
優
秀
な
人
材
や
若
者
が
自
己
実
現

で
き
、
夢
を
か
な
え
る
こ
と
の
で
き
る
街
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
博
多
部
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
際
立
た
せ
る
「
博
多

旧
市
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
「
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
構
想
」、
身
近
な
自
然
の
魅
力
を
高
め
る
「Fukuoka 

East &
 W

est  Coast

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
油
山
市
民
の
森
・
油

山
牧
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
な
ど
、
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中

で
す
。
そ
し
て
、
福
岡
市
美
術
館
や
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
彩
り
に
あ
ふ
れ
た
ア
ー

ト
の
ま
ち
を
め
ざ
し
、「Fukuoka A

rt N
EX

T

」
を
推
進
し
ま
す
。

身
近
に
ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
都
市
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
、
新
し
い
価
値
の
創
造

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
成
長
し
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
国
内
外
へ
の
魅
力
発
信
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
が
直
面
す
る

大
き
な
課
題
で
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
誰
も
取
り
残
さ

な
い
、新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

福
岡
市
で
は
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
２
０
２
２
年
度
末
に
は
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
率
を
90
％
以
上
に
引
き
上
げ
ま
す
。ま
た
、

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
で
は
、
未
来
に
誇
れ
る
モ
デ
ル

都
市
実
現
を
目
指
す「Fukuoka Sm

art EA
ST

」を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
誰
も
が
心
身
と
も
に
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
福
岡
１
０
０
」

も
産
学
官
民
オ
ー
ル
福
岡
で
推
進
し
ま
す
。

世
界
で
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
脱
炭
素

と
い
っ
た
「
人
」
や
「
環
境
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
、
経
済
的
な

価
値
以
外
の
要
素
が
意
思
決
定
の
重
要
な
判
断
基
準
と
な
り
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
人
や
組
織
の
行
動
変
容
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
人
と
環
境
と
都
市
活
力
の
調
和
が

と
れ
た
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
都
市
で
あ
り
続
け

る
た
め
、「
人
」「
環
境
」「
都
市
活
力
」
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
さ

ら
に
高
い
次
元
で
調
和
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人と環境、活力が調和した
アジアのリーダー都市

高島　宗一郎福岡県福岡市長
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特 集
基調論文「

地
方
創
生
と
は
？
」
と
講
演
や
講
義
で
尋
ね
る
と
多

く
が
的
確
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
創
生
会
議（
注
１
）

が
地
域
消
滅
の
回
避
に
「
地
方
の
人
口
流
出
を
変
え
る
」

を
示
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
注
２
）
が
、

地
方
創
生
と
し
て
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
よ
り
人
口

減
少
に
立
ち
向
か
う
」を
示
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、

「
社
会
減
克
服
へ
が
ん
ば
る
地
域
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
深
耕
す
る
た
め
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
地
方

創
生
セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
２
０
年
10
月
）」
の
講
義
内
容
を

新
た
に
原
稿
と
し
て
書
き
起
こ
し
紹
介
す
る
こ
と
で
、「
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
」「
人
口
流
出
を
変
え
る
」「
人
口
減

に
立
ち
向
か
う
」
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
の
地
域
づ
く
り
と
は

従
来
の
地
域
づ
く
り
は
、
経
済
成
長
期
に
お
け
る
人
口

増
加
・
産
業
発
展
を
目
指
し
、
全
国
総
合
開
発
計
画
（
以

下
「
全
総
」）
の
も
と
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
企
業
誘

致
を
目
標
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
域
、
拠
点
開
発
に
代
表
さ

れ
る
成
長
極
の
理
論
（
注
３
）
を
ベ
ー
ス
と
す
る
、
新
産

業
都
市
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
、
中
核
工
業
団
地
な
ど
の
地
域

開
発
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
、
６
次
産
業
、
農
商
工
連
携
、
地

域
資
源
活
用
な
ど
の
集
積
の
形
成
・
活
用
に
資
す
る
地
域

活
性
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
蓄
積
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
人
口
減
少
基
調
の
地
域
づ
く
り
へ
考
え
方
を
大
き
く

転
換
し
、「
21
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
５

全
総
）」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」「
国

土
形
成
計
画
／
第
１
次
、
第
２
次
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
新

た
な
地
域
づ
く
り
の
戦
略
・
戦
術
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
活
力
あ
る
人
口
減
少
時
代
の
地

域
づ
く
り
は
、
人
口
増
加
時
代
に
培
っ
た
従
来
の
地
域
開

発
、
地
域
づ
く
り
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
生
か
し
、
人
口
減
少
時

代
の
新
た
な
地
域
づ
く
り
と
し
て
示
さ
れ
た「
新
た
な
公
」

「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
」「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
通
価
値
の
創
造
）」「
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
産
学
官
金
連
携
」「
起
業
増
加
町
」

「
小
さ
な
拠
点
」「
関
係
人
口
」
な
ど
、
新
し
い
考
え
方
を

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

人
口
減
少
の
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
域
づ
く
り

―
地
域
に
若
者
を
惹
き
つ
け
人
口
流
動
を
変
え
る
！
―

金
岡
　
省
吾

熊
本
大
学
熊
本
創
生
推
進
機
構
・
教
授
／
地
域
連
携
部
門
長

富
山
大
学
名
誉
教
授

筆者プロフィール

金岡 省吾氏
（かなおか・しょうご）

千葉大学大学院でランドスケープ研究を、都市銀行系シンク
タンクで国土・地域政策、経済社会領域の学際的調査研究に従
事しつつ、室蘭工業大学大学院で工学博士取得。2006 年、縁
故のない富山大学に I ターンし、地域再生人材育成／ CSV（共
通価値の創造）創出塾、地域定着教育／ COC ＋（地（知）の
拠点大学による地方創生推進事業）、それらナレッジの高校移
転に取り組む。2021 年より熊本大学にて、熊本・和歌山・富
山7拠点での産学官金共創によるCSV創出塾を基軸とするロー
カルプロジェクトアカデミーを展開中。
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融
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
口
減
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
処
方
箋

各
自
治
体
は
、
地
方
創
生
戦
略
立
案
の
際
に
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
を
検
討
し
、
目
標
人
口
達
成
へ
人
口
流
出
入
や
出
生

状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
Ａ
市
を
事
例
に

人
口
の
変
化
要
因
を
考
え
る
と
、
①
人
口
維
持
に
必
要
な

合
計
特
殊
出
生
率
２
・
07
（
人
口
置
換
水
準
）
と
の
対
比

は
ど
う
か
②
時
系
列
の
年
齢
階
級
別
純
移
動
数
（
図
１
）

に
示
す
、Point1

＝
大
学
卒
業
時
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

状
況
、Point2

＝
子
育
て
層
・
20
～
30
歳
代
の
社
会
移
動
、

Point3-1

、3-2

＝
中
学
・
高
校
卒
業
時
の
社
会
移
動
―

―
が
人
口
減
少
に
関
与
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
口
減
少
要

因
の
克
服
の
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」（
注
２
）
は
、
地
方
創
生
と
し
て
「
人
口
減
少
を

和
ら
げ
る
」「
地
域
内
経
済
循
環
」「
人
口
減
少
に
適
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
地
方
に
住
み
た
い
、
地
方
と
つ

な
が
り
、
稼
ぐ
地
域
を
つ
く
る
こ
と
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
目
標
達
成
／
社
会
減
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
（
約
束
）
す
る

こ
と
を
地
域
に
求
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
に
立
ち
向
か
う 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
は
？

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
、
日
用
品
を
買
う
店
舗
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
閉
店
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
、
山
間
部

ば
か
り
で
な
く
都
市
中
心
部
で
の
限
界
集
落
の
出
現
に
よ

る
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下

に
よ
る
子
育
て
環
境
の
喪
失
な
ど
、
人
口
減
少
に
よ
る
生

活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
崩
壊
を
予
見
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
困
り
事
に
対
し
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
、
住
民
出
資
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
運

営
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
、

廃
校
舎
調
理
室
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

の
改
装
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
、「
新
た
な
公
」「
小
規
模
多

機
能
自
治
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
地
域
を
支
え
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
の

展
開
に
は
、
人
口
増
加
時
代
に
取

り
組
ま
れ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
、
農
商

工
連
携
、
地
域
資
源
活
用
等
の
各

政
策
展
開
に
よ
り
蓄
積
し
た
ナ
レ

ッ
ジ
と
と
も
に
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
、
産
学
金
連
携
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
応
用
し
、
消
失
し
た
日
常
生

活
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
発
ロ
ー
カ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
共
創

し
、
地
域
の
稼
ぐ
力
を
つ
く
り
出

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が
地

方
創
生
と
し
て
人
口
減
、
社
会
減

克
服
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
地
域

づ
く
り
で
あ
り
、
国
と
し
て
目
指

す
べ
き
目
標
で
す
。
第
２
次
国
土

形
成
計
画
に
お
い
て
も
、
将
来
人

口
が
ど
う
な
る
の
か
を
地
域
で
考
え
、
従
来
の
企
業
城
下

町
で
は
な
く
、
地
域
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
〝
起
業

増
加
町
〟
を
目
指
し
、
資
金
調
達
の
方
法
を
変
え
、
地
域

の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
提
唱
し
、
泉
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
噴
出

す
る
共
創
の
場
づ
く
り
を
地
域
に
求
め
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が 

湧
き
起
こ
る
共
創
の
場

熊
本
大
学
と
和
歌
山
県
田
辺
市
は
、
産
官
学
金
連
携
に

よ
る
実
践
的
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
人
材
育
成
塾
「
た

な
べ
未
来
創
造
塾
」（
14
回
、
８
カ
月
）
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
座
学
で
修
了
証
を
授
与
す
る
こ
と
が
目
的
で

図 1 　年齢階級別純移動数の時系列分析（熊本県 A 市）

【出典】�総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成 
https://resas.go.jp/populationsociety/#/movement/43/43210/2/1/1/2020/5.333900736553437/ 
41.42090017812787/142.29371418128918

【注】リーサスから転用した図表を，一部，筆者が加工・加筆

特 集
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は
な
く
、
地
域
の
若
手
経
営
者
が
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
出
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
学
習
）

を
行
い
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と
し
て
塾
生

の
稼
働
率
60
％
を
設
定
し
、
地
方
創
生
の
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
能
動
的
に
地
域
が
動
き
出
す
、
人
口
減
少
時
代
の
地
域

活
性
へ
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
に
大
学
と
市
役
所
が
取

り
組
む
も
の
で
す
。
人
材
育
成
塾
に
参
加
し
た
小
さ
い
企

業
が
取
り
組
む
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

農
家
発
の
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
と
連
鎖

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大

が
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
鳥
獣
被
害
→
農
作
物
収
入

の
不
安
定
化
→
さ
ら
な
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
と
の
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
み
、
流
出
す
る
若
者
の
地
域
や
農
業
へ

の
魅
力
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
連
鎖
を

断
ち
切
ろ
う
と
、
若
者
衆
（
図
２
）
が
鳥
獣
捕
獲
に
の
り

だ
し
、
こ
の
動
き
に
共
鳴
し
て
、
県
外
流
出
し
て
い
た
ジ

ビ
エ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
若
手
シ

ェ
フ
が
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
山
の
中
に
開
店
。
こ
の

活
動
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
共
鳴
し
始
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
の
資
金
調
達
、
わ
く
わ
く
す
る
仕
事
を
作
っ

て
こ
こ
に
住
み
た
い
と
プ
ロ
ボ
ノ
（
専
門
知
識
等
を
生
か

し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
関
係
人
口
と
い
わ
れ

る
若
い
人
も
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。
立
ち
上
が
っ
た
若
者

衆
は
、
何
人
も
の
若
手
を
地
区
に
戻
し
、
地
域
の
小
さ
な

経
済
が
回
る
た
め
の
稼
ぐ
力
と
し
て
、
商
品
開
発
、
農
作

業
代
行
、
農
地
回
復
な
ど
の
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
り
だ

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
成
長
の
極
に
よ
り
経
済

を
回
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
、
農
商
工
連
携
の
考
え
を
肌

感
覚
で
動
か
す
も
の
で
、
現
在
は
地
域
商
社
機
能
を
形
成

す
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

地
方
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
価
値
連
鎖

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
塾
生
が
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
食
害

を
受
け
た
ア
カ
ネ
材
に
注
目
し
た
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

を
提
案
す
る
と
、
同
期
塾
生
の
家
具
屋
さ
ん
が
相

乗
り
案
を
、
苗
木
生
産
す
る
林
業
家
の
後
輩
塾
生

も
同
調
、
さ
ら
に
は
塾
生
外
の
製
材
所
、
一
級
建

築
士
も
呼
応
し
、
入
り
口
か
ら
出
口
ま
で
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
、
経
営
学
用
語
の
価
値
連
鎖
と

し
て
つ
な
が
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
先
駆
け
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
図
３
）
が
稼
働
し
ま
し
た
。
山

を
守
る
商
品
づ
く
り
が
、
今
ま
で
入
り
込
め
な
か

っ
た
企
業
へ
の
新
た
な
営
業
ツ
ー
ル
に
な
る
な

ど
、
地
域
の
壁
を
乗
り
越
え
る
新
た
な
企
業
行
動

が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
頭
脳
立
地
法
」
で
地
方
集
積
が
企

図
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
業
は
、
安
い
単
価
、
見
知
ら
ぬ
企
業

を
受
け
入
れ
づ
ら
い
雰
囲
気
等
、
地
方
で
は
開
業
し
に
く

い
実
態
も
あ
り
ま
す
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
塾
生
は
６
次
産

業
化
、
ク
ラ
ス
タ
ー
化
な
ど
の
従
来
型
地
域
づ
く
り
と
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
実
践
と
い
っ
た
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
理
論
を
融

合
す
る
新
た
な
武
器
を
手
に
入
れ
、
無
意
識
に
、
肌
感
覚

で
人
口
減
少
時
代
の
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
、
デ
ザ
イ
ン

業
の
地
域
定
着
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
稼
げ
る
地
域
づ
く
り

紹
介
事
例
は
、
地
域
課
題
解
決
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
受

動
的
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
）
と
し
て
で
は
な
く
、
取
り

組
む
企
業
が
、
自
社
の
強
み
や
本
業
を
生
か
し
た
地
域
課

題
解
決
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
り
始
め
、
地
域
の
将
来
が
ど

う
な
る
か
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
す
べ
て
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
課
題
と
地
域
課
題
の
双
方

を
解
決
す
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
稼
働
さ
せ
る
も
の
で
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
「
三
方
よ
し
」
を
実
践
し
、
事
業
承
継

す
る
、
第
二
創
業
に
よ
る
起
業
増
加
町
づ
く
り
で
す
。
あ

の
塾
生
と
こ
の
塾
生
が
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
こ
の
塾
生
と

こ
の
塾
生
が
つ
な
が
る
な
ど
、
全
総
時
代
の
６
次
産
業
、

ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
の
考
え
方
が
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。
事

業
承
継
に
興
味
を
示
す
地
域
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
地
域

の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
直
感
的
に
み
ん
な
で
感
じ
合

い
な
が
ら
動
い
て
い
ま
す
。
田
辺
で
は
５
期
58
人
の
塾
生

を
送
り
出
し
、
稼
働
率
71
％
、
41
の
地
域
課
題
解
決
ビ
ジ

ネ
ス
が
稼
働
し
、
さ
ら
に
塾
生
同
士
の
ク
ラ
ス
タ
ー
化
、

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
が
連
動
す
る
共
創
の
場
の
形
成
な

ど
、「
自
分
た
ち
が
動
け
ば
地
域
は
変
わ
る
！
」
と
い
う

自
治
体
が
作
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
通
り
に
、
読
者
の

方
は
地
域
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
直
感
的

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
多
様
な
ス
テ
イ
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
、
見
え
ざ
る
手
に
促
さ
れ
、
自
ら
の
た
め
に

図 2　自分たちの畑は自分たちで守る。若手農家で「チーム HINATA」結成

図 3　虫食い材（アカネ材）に光を！「BokuMoku」プロジェクト

一級建築士

家具屋（１期生）

植栽・管理業者（２期生）

グラフィック
デザイナー
（１期生）

製材所 木工所
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そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

地
方
で
活
躍
す
る
の
が
格
好
い
い

あ
る
大
手
企
業
は
「
地
元
が
大
好
き
な
〝
あ
な
た
〟
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
せ
ん
か
」「
地
方
創
生
と
い
う

言
葉
に
わ
く
わ
く
す
る
。
社
会
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
仕

事
を
し
た
い
方
」
就
職
し
ま
せ
ん
か
と
、
地
方
創
生
を
リ

ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
の
武
器
に
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

地
方
企
業
に
は
こ
う
し
た
採
用
行
動
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
人
材
育
成
塾
の
関
係
者
が
大
学
で
共
創
の
場
や

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
例
を
講
義
す
る
と
、
学
生
か
ら
「
こ
ん
な
の

知
ら
な
か
っ
た
」「
地
方
創
生
は
面
白
い
」と
の
声
が
あ
が
り
、

就
職
先
と
し
て
の
県
内
魅
力
度
が
統
計
的
に
有
意
に
向
上

（
注
４
）
し
、
前
述
の
大
手
企
業
の
よ
う
に
、
地
方
創
生
に

取
り
組
み
た
い
と
の
若
者
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
職
業
選
択
の

受
け
皿
と
し
て
の
雇
用
創
出
の
必
要
性
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
実
際
に
、
田
辺
の
塾
生
企
業
を
自
ら
探
し
出
し

就
職
す
る
大
都
市
学
生
も
現
れ
、
社
会
減
克
服
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
稼
げ
る
地
域
づ
く
り
は
、
単
な
る
売
上
げ
増
で
な

く
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
（
価
値
）
を
向
上
さ
せ
、
若
者
を
ひ

き
つ
け
人
流
を
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
意
識
変
化
の
ナ
レ
ッ
ジ
移
転
を
、
魚
津

市
の
私
立
高
校
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
学
・
市
役
所
が

協
働
す
る
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
図
４
）
と

し
て
、
塾
生
Ｏ
Ｂ
が
協
力
し
、
生
徒
が
地
域
の
良
さ
や
地

域
課
題
を
理
解
す
る
と
と
も
に
課
題
解
決
能
力
を
身
に
付

け
、「
地
域
に
残
り
、
地
域
を
支
え
る
若
者
の
育
成
」
を

目
指
す
も
の
で
す
。
取
り
組
み
の
結
果
、
近
隣
の
公
立
高

校
が
定
員
割
れ
す
る
な
か
、
激
減
し
て
い
た
専
願
数
、
入

学
者
数
が
回
復
し
ま
し
た
。
専
願
者
の
増
加
要
因
を
理
事

長
・
校
長
は
、
受
験
生
や
親
御
さ
ん
の
高
校
に
対
す
る
見

方
が
変
化
し
、
進
学
校
で
は
な
い
高
校
が
地
域
の
中
で
存

在
感
を
示
し
、
高
校
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
塾
生
以
外
の
企

業
も
費
用
負
担
を
伴
う
地
域
連
携
教
育
へ
の
協
力
の
申
し

出
も
あ
り
、
取
り
組
み
の
輪
が
拡
大
中
で
す
。

社
会
減
克
服
に
何
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
か

社
会
減
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
域
づ
く
り
は
、
ま
ず

は
大
学
の
敷
地
で
試
作
シ
ス
テ
ム
を
動
か
し
、
サ
テ
ラ
イ

ト
と
な
る
共
創
の
場
を
魚
津
市
に
、
次
に
大
学
と
魚
津
市

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
高
岡
市
に
、
さ
ら
に
、
大
学
・
２
自

治
体
に
よ
り
移
動
距
離
６
時
間
を
要
す
る
県
外
の
田
辺
市

へ
と
ナ
レ
ッ
ジ
移
転
し
た
結
果
、
３
地
域
で
塾
卒
業
生
１

６
５
人
、
１
０
９
人
稼
働
、
稼
働
率
66
・
１
％
（
２
０
２

０
年
６
月
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
辺
市
→
南
砺

市
、
熊
本
県
八
代
市
へ
の
ナ
レ
ッ
ジ
移
転
、
さ
ら
に
筆
者

の
熊
本
Ｉ
タ
ー
ン
に
伴
い
、
熊
本
県
４
カ
所
（
阿
蘇
広
域

地
域
、
天
草
市
、
玉
名
市
、
菊
池
市
）
へ
拡
大
し
、
地
域

課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
泉
の
形
成
へ
、

自
治
体
の
枠
、
県
域
の
枠
を
超
え
、
相
互
に
協
力
し
合
い
、

熊
本
・
和
歌
山
・
富
山
の
広
域
７
拠
点
で
知
の
対
流
を
促

す
共
創
の
場
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
で
開
発
し
た
共
創

の
場
は
、
従
来
、
重
視
さ
れ
て
き
た
目
利
き
力
で
動
か
す

の
で
は
な
く
、
価
値
連
鎖
に
よ
り
地
域
が
能
動
的
に
自
走

し
始
め
る
仕
組
み
に
加
え
、
将
来
、
大
学
生
や
高
校
生
が

関
係
人
口
と
し
て
地
域
外
か
ら
関
わ
り
た
い
、
あ
る
い
は

地
域
に
戻
り
た
い
、さ
ら
に
は
子
供
が
事
業
継
承
し
た
い
、

地
方
で
の
活
躍
が
格
好
い
い
と
思
わ
せ
、
若
者
を
ひ
き
つ

け
人
の
流
れ
を
変
え
る
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。こ
の
た
め
、

熊
本
で
人
材
育
成
塾
を
展
開
す
る
地
域
の
高
等
学
校
が
、

稼
げ
る
地
域
づ
く
り
と
連
動
す
る
高
校
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
興
味
を
示
し
始
め
て
い
ま
す
。

社
会
減
克
服
へ
の
地
域
の
取
り
組
み
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
に
よ
り
、
地
方
に
住
み
た
い
、

地
方
と
つ
な
が
り
た
い
と
の
意
識
変
化
を
生
じ
さ
せ
、
人

口
減
少
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
方
創
生
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
で
は
な
く
、
ス

テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
各
々
が
自
ら
汗
を
か
き
、
ナ
レ
ッ
ジ
を

蓄
積
す
る
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
共
創
の
場
を

大
学
と
各
自
治
体
が
提
供
し
て
い
ま
す
。
共
創
の
場
形
成

に
よ
る
地
域
再
生
塾
と
大
学
生
・
高
校
生
の
意
識
変
化
の

連
関
は
、
全
国
各
地
の
多
様
な
場
所
で
応
用
可
能
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
自
治
体
、
高
校
関
係
者
の
読
者
の
方
々
、

社
会
減
克
服
に
む
け
一
緒
に
共
創
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

注
１　

http://w
w

w
.policycouncil.jp/pdf/prop03/prop03.pdf

「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地
方
元
気
戦
略
」
日
本
創
生
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討

分
科
会 2014/5/8　

p13

～15

注
２　

https://w
w

w
.chisou.go.jp/sousei/info/pdf/r1-12-20-senryaku.pdf

「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
内
閣
府　

2019/12/20　

p21

～23

注
３　

国
土
計
画
の
変
遷
―
効
率
と
衡
平
の
計
画
思
想 2008/4/1

、
川
上
征
雄

（
著
）、1151

ペ
ー
ジ
、
鹿
島
出
版
会　

p53

～54

注
４　

尾
山
真
・
金
岡
省
吾
・
塩
見
一
三
男
・
小
松
亜
紀
子
・
市
村
恒
士
（2021

）：

富
山
大
学
に
お
け
る
地
域
の
担
い
手
教
育
に
よ
る
地
域
定
着
意
識
の
変
化
に
関

す
る
研
究
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究84

（5

）、645-650

、
日
本
造
園
学
会

図 4　 高校へのノウハウ移転
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特 集
適
疎
な
町
と
は

東
川
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
町
内
東

部
に
は
北
海
道
の
自
然
を
代
表
す
る
旭
岳
を
始
め
と
す
る

大
雪
山
連
峰
を
有
し
て
お
り
、
大
雪
山
か
ら
の
伏
流
水
が

豊
富
で
町
内
に
は
上
水
道
が
な
く
、
住
民
す
べ
て
が
良
質

な
地
下
水
で
生
活
し
て
い
る
人
口
約
８
４
０
０
人
の
町
で

す
。
か
つ
て
は
人
口
減
少
が
進
み
、
一
時
は
７
０
０
０
人

を
割
り
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
お
よ
そ
30
年
で
20
％
増

加
し
て
い
ま
す
。

町
づ
く
り
で
中
心
と
な
る
考
え
方
が
「
適
疎
な
町
」
で

す
。
町
で
は
、
令
和
４
年
１
月
機
構
改
革
に
よ
り
、「
適

疎
推
進
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。「
適
疎
」
と
い
う
言
葉

は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、「
適
疎
」
を
過
密
で
も
な
い
過
疎
で
も
な
い
「
適

当
に
疎
が
あ
る
」
状
態
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
自

然
豊
か
な
場
所
で
、「
疎
」、
つ
ま
り
間
（
ま
）
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
都
市
と
は
違
う
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
と
時
間
、

そ
し
て
顔
の
見
え
る
仲
間
と
の
関
係
性
が
あ
り
、
し
っ
か

◆◆◆

り
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
中
で
の
暮
ら

し
が
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
づ
く
り

の
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
が

目
指
し
て
い
る
「
適
疎
な
町
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。写

真
の
町
事
業

取
り
組
み
の
一
つ
目
は
、
写
真
の
町
事
業
で
す
。
東
川

町
は
、
昭
和
60
年
、
当
時
全
国
の
市
町
村
が
「
一
村
一
品

運
動
」
に
よ
り
地
域
お
こ
し
を
図
ろ
う
と
す
る
中
、
あ
る

企
画
会
社
か
ら
「
写
真
」
を
軸
と
し
た
町
づ
く
り
を
提
案

さ
れ
、「
写
真
の
町
」宣
言
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
日
に
至
る
ま
で
30
年
以
上
の
長
き
に
渡
り
さ
ま
ざ
ま
な

写
真
の
町
事
業
を
展
開
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
数
多
い
事

業
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
が
写
真
甲
子
園
で
す
。

写
真
甲
子
園
は
、
全
国
の
高
校
の
写
真
部
や
写
真
サ
ー

ク
ル
か
ら
共
同
制
作
に
よ
る
作
品
を
募
集
し
、
応
募
作
に

よ
っ
て
優
秀
な
高
校
を
選
抜
し
た
う
え
で
東
川
町
に
招

◆◆◆

き
、
同
一
条
件
の
も
と
、
全
国
一
を
決
定
す
る
大
会
で
す
。

写
真
甲
子
園
に
は
多
く
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
町
づ
く

り
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
と
き
に
重
要
な
点
は
、
町
民
を

含
む
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
大
会
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

東
川
町
に
来
た
高
校
生
は
ま
ず
、町
内
の
自
治
振
興
会
、

農
協
や
商
工
会
の
女
性
団
体
が
中
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
お
い
し
い
ご
は
ん
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
開
会
式
直
後
に
は
、
町
民
の
家
に
一
晩
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
一
層
の
歓
迎
を
受
け
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
写
真
甲
子
園
を
始
め
と
す
る
写
真
の
町
事

業
は
、
多
く
の
町
民
参
加
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
内
に
「
顔
が
見
え
挨
拶
が
あ
る
仲
間
」
と
い

う
関
係
性
が
あ
り
、
適
疎
な
町
を
目
指
す
東
川
町
な
ら
で

は
の
文
化
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
町

民
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
継
続
性
が
担
保
さ

れ
、
今
日
ま
で
続
く
「
写
真
の
町
」
東
川
町
が
あ
る
の
で

す
。長

年
実
施
し
て
き
た
写
真
の
町
事
業
に
よ
り
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

以
前
か
ら
、
町
は
写
真
業
界
や
写
真
甲
子
園
に
出
場
す
る

学
校
、
高
校
生
た
ち
と
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
写
真
甲
子
園
へ
の
出
場
経
験
者
の
中
に
役
場
職
員

に
な
る
人
が
い
る
な
ど
、
町
の
魅
力
発
信
に
お
け
る
重
要

な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
に
と
っ

て
も
「
写
真
の
町
」
で
あ
る
こ
と
が
東
川
町
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
の
認
識
が
深
ま
り
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
写
真
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
写
真
少
年
団
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
活
動
の
み
な
ら
ず

町
の
魅
力
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
東
川
町

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

―「
写
真
の
町
」
東
川
町
が
実
践
す
る
町
づ
く
り
―村

中
　
豪

東
川
町
適
疎
推
進
課
適
疎
推
進
室 

主
任

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
「
適
疎
な
町
」
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町
立
日
本
語
学
校
の
開
設

続
い
て
、
日
本
語
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
事
業
の
き
っ
か
け
は
、
町
内
の
専
門
学
校
の
卒
業

生
で
あ
る
韓
国
の
方
か
ら
、
卒
業
後
来
町
し
た
際
に
「
韓

国
の
学
生
に
こ
の
町
で
日
本
語
を
勉
強
さ
せ
た
い
」
と
提

案
を
受
け
、
平
成
21
年
か
ら
日
本
語
研
修
生
の
受
け
入
れ

を
始
め
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
初
は
数
カ
月
の

期
間
で
日
本
語
を
学
ん
で
も
ら
う
と
い
う
事
業
で
し
た

が
、
長
期
の
日
本
語
研
修
に
つ
い
て
も
需
要
が
あ
る
こ
と

を
把
握
し
た
こ
と
で
、
６
カ
月
か
ら
１
年
間
と
い
う
期
間

で
日
本
語
教
育
を
行
う
町
立
日
本
語
学
校
を
平
成
27
年
に

開
校
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
異
な
る
文
化
圏
か
ら
き
た
多
く
の
留
学
生
に

対
す
る
町
民
の
戸
惑
い
の
声
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
留
学
生
と
、
適
度
な
「
疎
」
の
中
に
存
在

◆◆◆

す
る
町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
、
そ
う
し
た
声
は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
留
学
生
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
芸
能
発
表

会
に
出
演
し
、
美
し
い
民
族
衣
装
を
着
て
踊
り
を
披
露
し

て
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、
と
あ
る
町
内
で
商

店
を
営
む
方
が
、
多
く
の
留
学
生
に
対
し
分
け
隔
て
な
く

手
助
け
し
、
相
談
を
受
け
、
あ
た
た
か
な
サ
ポ
ー
ト
で
留

学
生
の
不
安
や
寂
し
さ
を
取
り
除
き
、
留
学
生
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
生
み
出
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
夫
婦
で
協
力
し
、
留
学
生

を
自
宅
に
招
き
悩
み
を
聞
い
た
り
手
料
理
を
ふ
る
ま
っ
た

り
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
留
学

生
と
町
民
と
の
交
流
に
よ
り
、
東
川
町
の
日
本
語
学
校
運

営
は
継
続
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
本
語
学
校
事
業
も
東
川
町
の
価
値
向
上
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
東
川
町
に
滞
在
し
た
留
学

生
が
母
国
に
帰
り
、
町
の
宣
伝
を
し
て
く
れ
る
こ
と
で
さ

ら
な
る
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

る
ほ
か
、
多
い
時
で
３
０
０
人
ほ
ど
の
留
学
生
が
町
に
滞

在
す
る
こ
と
は
町
に
と
っ
て
か
な
り
大
き
な
経
済
効
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取
り
組
む
適
疎
な
町

東
川
町
は
、
令
和
４
年
３
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取

り
組
む
適
疎
な
町
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２

０
５
０
年
に
向
け
適
疎
な
町
を
目
指
し
な
が
ら
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
を
達
成
す
る
と
い
う
旨
の
方
針
を
宣
言
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
と
お
り
、
適
度
な
「
疎
」

が
あ
り
、「
顔
の
見
え
る
仲
間
と
の
関
係
性
」
が
あ
る
こ

と
が
東
川
町
の
魅
力
で
す
。
そ
の
魅
力
が
よ
り
一
層
深
化

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
た
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
今
の
東
川
町
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
で
す
。

◆◆◆

ゼロカーボンに取り組む適疎な町宣言文

町立日本語学校での授業の様子

豊かな自然と共存する東川町の町並み
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特 集
市
外
か
ら
の
移
住
増
を
目
指
さ
な
い

北
本
市
は
埼
玉
県
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約
６
万
５
０

０
０
人
の
小
さ
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
す
。

２
０
１
９
年
時
点
で
人
口
減
少
が
他
近
隣
自
治
体
と
比

し
て
も
進
ん
で
お
り
、
消
滅
可
能
性
都
市
の
一
つ
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
特
に
若
年
層
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め 

、
２
０
１
９

年
４
月
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
（
２
名
）
が
新

設
さ
れ
、
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
改
め
て
人
口
減
少
対
策
と
し
て
自
治
体
が
何
を

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

当
時
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
定
住
・
移
住
促
進

事
業
と
い
う
と
、
転
入
や
子
育
て
に
関
す
る
補
助
金
を
創

設
し
、
制
度
面
か
ら
他
自
治
体
と
差
別
化
を
図
る
、
ま
た

は
大
手
広
告
代
理
店
に
委
託
料
を
払
っ
て
、
打
ち
上
げ
花

火
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
い
、
一
時
的
に
ま
ち

◆◆◆

の
知
名
度
を
上
げ
る
と
い
う
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

私
は
そ
う
し
た
状
況
に
強
い
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
お
金
を
か
け
て
便
益
を
提
供
し
て
い
く
、
宣
伝
し
て

い
く
方
法
は
、
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
た
場
合
に

は
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
で
呼

び
込
む
方
法
で
本
当
に
ま
ち
を
愛
す
る
人
た
ち
に
来
て
も

ら
え
る
の
か
。
そ
も
そ
も
外
か
ら
人
を
連
れ
て
く
る
と
い

う
手
法
は
単
に
人
口
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
日

本
全
体
を
見
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、北
本
市
で
は
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、

①
今
住
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
た
ち
（
特
に
転
出
が
著

し
い
20
～
40
代
半
ば
の
若
い
世
代
）
に
、
ま
ち
に
愛
着
を

持
ち
住
み
続
け
て
も
ら
う
②
仮
に
人
口
が
減
っ
た
と
し
て

も
、多
く
の
人
が
ま
ち
の
活
動
に
参
加
し
関
わ
る
こ
と
で
、

ま
ち
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
―
―
こ
の
二
つ
の
状
況
を

生
み
出
す
こ
と
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
核
と

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

成
果
指
標
「m

G
A

P

」
の
採
用

ま
ち
へ
の
愛
着
と
い
う
と
、
ど
こ
か
曖
昧
で
成
果
指
標

に
設
定
す
る
に
は
客
観
性
が
欠
け
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、人
口
増
減
に
代
わ
る
成
果
指
標
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
出
会
っ
た
の
が
、
東
海
大
学
河
井
孝
仁
教

授
の
提
唱
す
る
、
ま
ち
へ
の
①
推
奨
②
参
加
③
感
謝
―
―

の
三
つ
の
意
欲
を
成
果
指
標
と
す
るm

GA
P

（
エ
ム
ギ

ャ
ッ
プ
・
修
正
地
域
参
画
総
量
指
標
）
で
す
。

m
GA

P

で
は
、
仮
に
人
口
が
減
少
し
て
も
意
欲
を
高

め
る
こ
と
で
、
成
果
を
プ
ラ
ス
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
のm

GA
P

を
全
国
で
初
め
て
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
正
式
な
成
果
指
標
と
し
、
河
井
教
授

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
庁
内
研
修
を
受
け
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
３
０
０
０

人
に
対
す
る
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
でm

GA
P

を
測
っ
た
と
こ
ろ
、

−

１
０
１
９
と
大
幅
に
マ
イ
ナ
ス
に

振
れ
、
特
に
推
奨
意
欲
（
他
の
人
に
自
分
の
住
む
ま
ち
を

お
薦
め
す
る
気
持
ち
の
程
度
）
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

「&
green

」

ま
ち
へ
の
推
奨
意
欲
が
低
い
状
況
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
北
本
市

に
暮
ら
す
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
を
知
る

た
め
に
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
き
た
も
と
暮
ら
し
研

究
会
」
や
、
市
役
所
若
手
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
き
た
も
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
」
を
立
ち

上
げ
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

埼
玉
県
北
本
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

林
　
博
司

パ
ブ
リ
シ
ン
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役

前
北
本
市
産
業
観
光
課
商
工
労
政
・
観
光
担
当 

主
査

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

�

「&
green

」
を
展
開

―「
三
つ
の
意
欲
」
で
測
る
新
た
な
指
標
が
奏
功
―
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特 集

そ
の
中
で
、
暮
ら
し
て
い
く
上
で
の
ま
ち
の
魅
力
を
改

め
て
整
理
し
た
と
こ
ろ
、

・
首
都
圏
近
郊
の
小
規
模
で
平
地
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り

な
が
ら
、
荒
川
沿
い
の
里
山
空
間
は
全
国
で
も
屈
指
の

動
植
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
、
市
街
地
に
も
適
度
に

雑
木
林
が
残
さ
れ
緑
被
率
は
約
50
％
を
保
持
し
て
い
る

・
緑
を
生
か
し
た
「
き
た
も
と
緑
の
森
め
ぐ
り
」
や
「
秋

の
収
穫
祭
」
と
い
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
屋
外
仮
設
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
開
か
れ
て
い
る

・
市
内
に
70
カ
所
以
上
農
産
物
の
直
売
所
が
あ
り
、
地
産

地
消
が
進
ん
で
い
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
今
後
統
一
的
に
発
信
し
、

高
め
て
い
く
た
め
に
、「&

ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン

green 

―
豊
か
な
緑
に
囲
ま

れ
た
、 

ゆ
っ
た
り
と
し
た
街
の
中
で
、 

あ
な
た
ら
し
い
暮

ら
し
を
―
」
と
い
う
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
を
定
め
、
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

17
年
ぶ
り
の
人
口
社
会
増

「&
green

」
の
魅
力
を
伝
え
る
冊
子
の
発
行
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
動
画
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

▽
農
業
体
験
な
ど
日
々
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
体
感
す
る
ツ

ア
ー
「&

green

暮
ら
し
の
学
校
」
を
実
施
▽
「&

green

」

デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
市
封
筒
・
名
刺
等

発
行
媒
体
へ
印
字
▽
北
本
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を

「&
green food

」
と
し
て
展
開
▽
公
設
民
営
の
カ
フ
ェ

名
を
「&

green cafe

」
と
す
る
―
―
な
ど
２
０
１
９
年

か
ら
２
０
２
１
年
度
の
３
年
間
で
、「&

green

」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
庁
内
外
に
横
串
を
さ
す
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
現
在
最
も
効
果
的
と
捉
え
、
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
が
屋
外
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
で

す
。
屋
外
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
機
能
す
る

売
り
買
い
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、&

green

の
魅
力

◆◆◆

を
知
り
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
つ
な
が
れ
る

場
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
北
本
に
暮
ら
す
人
や
関
わ

る
人
が
ま
ち
を
知
る
・
好
き
に
な
る
・
参
加
し
た
く
な
る

き
っ
か
け
と
な
る
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
北
本
で
日
常
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
価

値
と
展
開
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

学
校
」
を
実
施
。
そ
の
実
践
の
場
と
し
て
月
１
回
市
役
所

芝
生
広
場
で「&

green m
arket

」を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
を
通
し
、
成
果
指
標
で
あ

るm
GA

P

は
２
０
２
１
年
に

−

６
１
８
と
な
り
２
０
１

９
年
か
ら
４
０
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
人
口

増
減
で
の
実
績
を
み
る
と
、
２
０
２
０
年
は
17
年
ぶ
り
の

社
会
増
、
２
０
２
１
年
は
若
年
層
世
代
（
20
代
か
ら
40
代

前
半
）
で
も
社
会
増
に
転
じ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
補
助
金
や
広
告
で
外
か
ら
人
口
を
引

っ
張
っ
て
く
る
こ
と
を
目
指
さ
ず
と
も
、
着
実
に
ま
ち
の

魅
力
を
見
つ
け
、
内
側
か
ら
発
信
し
、
高
め
て
い
く
こ
と

を
続
け
て
い
け

ば
、
お
の
ず
と
外

部
か
ら
も
評
価
さ

れ
選
ば
れ
る
ま
ち

に
な
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
北

本
市
が
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
、
一
歩
一

歩
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

屋外仮設マーケット（市役所芝生広場）の様子

市内の里山空間を利用したイベント（撮影：北本自然観察公園）

市内の雑木林を活用したイベント
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特 集
移
住
全
国
１
位
の
ま
ち

愛
媛
県
西
条
市
は
、
宝
島
社
が
発
行
す
る
『
田
舎
暮
ら

し
の
本
』
で
発
表
さ
れ
た
「
２
０
２
２
年
版 

住
み
た
い

田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
若
者
世
代
部
門
に
お
い
て
、

全
国
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
若
者
世
代
が
住
み
た
い
田

舎
部
門
は
２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
に
引
き
続
い
て
の

１
位
で
あ
り
、
３
連
覇
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
い
う
結
果
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

強
力
な
〝
呼
び
水
〟
と
な
り
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌

や
新
聞
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
な
ど
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
露
出

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
一
連
の
「
移
住
施

策
を
軸
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
移
住
検
討
者
だ

け
で
な
く
、
西
条
市
民
に
と
っ
て
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
出
来
事
と
し
て
、
西
条
の
良
さ
や
ま
ち
づ
く
り
を
見
つ

め
な
お
し
、
語
り
合
う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
８
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
西
条
市
へ
の
移
住
者
数
は
、
２
０
１
７
年
度

１
０
６
人
、
２
０
１
８
年
度
２
８
９
人
、
２
０
１
９
年
度

◆◆◆

３
４
６
人
、
２
０
２
０
年
度
３
５
８
人
、
そ
し
て
２
０
２

１
年
度
は
、
前
年
度
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
伸
び
悩
ん
だ
反

動
で
１
１
７
７
人
と
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
約
８

割
が
若
者
世
代
で
す
。
本
市
が
２
０
１
７
年
に
策
定
し
た

「
西
条
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
中
、
ア
ウ
タ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
ヒ
ト
」
を
呼
び
込
む
た

め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
、「
首
都
圏
や
関
西
圏
な
ど
人
口
集

中
地
域
在
住
の
若
者
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
結
果
は

ま
さ
に
狙
い
通
り
と
言
え
ま
す
。

徹
底
し
た
「
見
せ
る
化
」

私
た
ち
の
チ
ー
ム
で
は
、「
見
え
る
化
」
に
似
た
「
見

せ
る
化
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。「
見
え
る

化
」
と
「
見
せ
る
化
」
に
は
、「
自
分
が
見
た
い
も
の
を

見
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
意
味
と
、「
常
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
違
い

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
「
見
せ
る
化
」
を
使
う
際

に
は
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
好
印
象
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
徹

底
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
」
と
い
う
意
味
も
含
め
て

◆◆◆

使
っ
て
い
ま
す
。
西
条
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
移
住
施
策
に
集
中
し
て
こ
の
「
見

せ
る
化
」
を
徹
底
し
て
き
ま
し
た
。

移
住
検
討
者
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や

体
験
ツ
ア
ー
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用

な
ど
、
移
住
施
策
そ
の
も
の
は
移
住
推

進
課
が
担
当
し
、
移
住
推
進
課
と
連
携

し
な
が
ら
情
報
発
信
面
で
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
私
た
ち
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
で
す
。
私
た

ち
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
（
自
己
管

理
媒
体
）
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、Y

ouT
ube

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、
移
住
に
関

愛
媛
県
西
条
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

田
邊
　
智
将

西
条
市
経
営
戦
略
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　

専
門
員
兼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
係
長

―
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
―

「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」が
生
む
好
循
環

宝島社発行『田舎暮らしの本』の「住みたい田舎ベストランキング」で
３連覇を達成

西条市の移住者推移（出典：西条市作成）
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心
の
高
い
方
々
（
若
い
子
育
て
世
代
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
関
東
圏
や
関
西
圏
の
ロ
ー

カ
ル
テ
レ
ビ
番
組
を
企
画
・
制
作
、
都
内
で
の
移
住
検
討

者
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ま
た
、
そ
の
後
開
催
予
定
の

移
住
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
し
た
。

「
移
住
全
国
１
位
」
を
言
え
る
わ
け

私
た
ち
は
今
、
移
住
の
文
脈
で
「
全
国
１
位
」
と
評
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う
言
え
る

根
拠
に
つ
い
て
取
材
を
受
け
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
１
位
」
と
い
う
外
か
ら
の
評
価
も
理
由
の
ひ
と
つ
で

す
が
、
私
た
ち
は
西
条
市
の
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
が
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
も
あ

◆◆◆

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

移
住
推
進
課
が
実
施
し
て
い
る
体
験
ツ
ア
ー
は
、
複
数

の
家
族
に
同
じ
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
い
わ
ゆ
る
「
団
体
パ

ッ
ク
型
」
の
ツ
ア
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徹
底
し
た
移
住

者
目
線
に
よ
り
生
ま
れ
た
の
が
、
現
在
も
実
施
し
て
い
る

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
」
の
無
料
個
別
移
住
体
験
ツ
ア
ー

で
す
。
こ
の
体
験
ツ
ア
ー
は
、往
復
の
交
通
費
や
宿
泊
費
、

食
費
も
全
て
無
料
、
し
か
も
土
、
日
、
祝
日
大
歓
迎
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
で
あ
れ
ば
、

他
の
自
治
体
で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
珍
し
い
取

り
組
み
と
は
言
え
ま
せ
ん
。こ
の
ツ
ア
ー
最
大
の
特
徴
は
、

場
所
へ
の
案
内
で
は
な
く
、「
人
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
を
優

先
し
、
参
加
し
た
移
住
検
討
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
関
心
事
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
先
輩
移

住
者
や
地
元
農
家
、
企
業
の
社
員
や
学
校
の
先
生
な
ど
、

人
と
人
を
つ
な

ぐ
と
い
っ
た

「
密
着
軸
」（
差

別
化
の
観
点
の

一
つ
）
で
実
施

す
る
こ
と
で
、

移
住
後
の
生
活

を
し
っ
か
り
イ

メ
ー
ジ
し
て
も

ら
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
う

し
た「
密
着
軸
」

に
よ
る
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
市
民

と
の
連
携
が
不

可
欠
で
す
。
効
率
を
度
外
視
し
、
足
し
げ
く
何
度
も
通
う

と
い
う
、「
ア
ナ
ロ
グ
」
で
築
き
上
げ
た
市
民
と
の
信
頼

関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
「
移
住
全
国
１
位
」

を
堂
々
と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ハ
ー
ト
フ
ル
な
「
密
着
軸
」
戦
略
は
、「
広

報
さ
い
じ
ょ
う
」
に
も
生
か
さ
れ
、
人
に
寄
り
添
い
、
人

の
表
情
や
思
い
を
形
に
し
て
、
読
者
の
心
を
動
か
し
て
行

動
に
つ
な
げ
る
「
伝
え
る
」
広
報
紙
を
目
指
し
た
結
果
、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら 

「
事
業
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
へ

西
条
市
で
は
、「
地
方
移
住
と
い
え
ば
西
条
市
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
、「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
徹
底
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
「
相
手
の
目
線
に
立
っ

た
施
策
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
メ

デ
ィ
ア
が
メ
デ
ィ
ア
を
呼
ぶ
」
好
循
環
に
加
え
、
移
住
者

が
自
身
の
体
験
を
（
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
）
広
く
発
信
し
、

検
討
層
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
、「
移
住
者
が
移
住
者
を

呼
ぶ
」
と
い
う
二
つ
の
好
循
環
が
生
ま
れ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
好
循
環
は
さ
ら
に
、
西
条
市
民
、
市

内
企
業
や
団
体
、
関
係
人
口
と
も
つ
な
が
り
合
い
、「
活

動
の
好
循
環
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
成
果
や
好
循
環
を
生
ん
だ
成
功
体
験
と
し
て
、
庁
内

す
べ
て
の
部
署
に
広
く
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
各
担
当
者
が
自
身
の
業
務
遂
行
に
あ
た
り
、「
事

業
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
「（
そ
の
事
業
が
）

誰
の
た
め
か
、
何
の
た
め
か
、
ど
の
よ
う
な
行
動
変
容
を

促
す
た
め
か
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
成
功
す
る

事
業
が
増
え
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

◆◆◆

全国広報コンクールで総務大臣賞を受賞（広報紙市部門で特選：全国１位）

移住推進課が実施する体験ツアーの様子
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調
査
に
お
い
て
も
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
に
関
し
、
20
歳

代
の
関
心
は
高
く
、
さ
ら
に
東
京
都
23
区
に
お
い
て
は
、

東
京
圏
全
体
よ
り
も
そ
の
傾
向
が
強
い
（
資
料
２
）。
実

際
の
人
の
流
れ
の
変
化
の
背
景
に
、
こ
う
し
た
意
識
の
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

同
調
査
に
お
い
て
は
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
の
理
由
に

つ
い
て
も
、「
人
口
密
度
が
低
く
自
然
豊
か
な
環
境
に
魅

力
を
感
じ
た
」
と
い
う
点
と
と
も
に
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
地
方
で
も
同
様
に
働
け
る
と
感
じ
た
た
め
」
と
い

う
回
答
が
多
く
み
ら
れ
、
実
際
、
同
調
査
に
お
い
て
、
テ

レ
ワ
ー
ク
経
験
者
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
地
方

移
住
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
た
割
合
が
高
い
と

い
う
傾
向
も
示
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
人
口
集
中

の
リ
ス
ク
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
る
と
と
も
に
、
テ
レ

ワ
ー
ク
が
新
し
い
働
き
方
・
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く

認
知
さ
れ
、
活
用
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
よ
り
現
実
的
に
移

住
を
考
え
る
土
壌
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
要
因
の
一

つ
で
あ
ろ
う
。

総
務
省
に
お
け
る
取
り
組
み

⑴
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
等
の
推
進

前
述
の
通
り
、
地
方
で
の
暮
ら
し
に
対
す
る
関
心
が
一

層
高
ま
っ
て
い
る
機
を
捉
え
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、
都

市
部
人
材
が
地
方
へ
移
住
・
定
住
す
る
具
体
的
な
行
動
へ

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
回
帰
支
援

施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
推
進

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地

本
年
１
月
28
日
、
令
和
３
年
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
移

動
報
告
の
結
果
が
総
務
省
よ
り
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、令
和
３
年
の
１
年
間
に
お
い
て
、東
京
圏（
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
埼
玉
県
及
び
千
葉
県
）
へ
の
転
入
超
過
は
引

き
続
き
続
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
超
過
幅
は
２
年
連
続

の
縮
小
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
東
京
都
特
別
区
部

に
つ
い
て
は
、
外
国
人
を
含
む
集
計
を
開
始
し
た
平
成
26

年
以
降
、
初
め
て
男
女
と
も
に
転
出
超
過
と
な
っ
た
。

過
度
な
東
京
一
極
集
中
に
つ
い
て
は
、災
害
リ
ス
ク
や
、

過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お
け
る
地
域
社
会
の
担
い

手
不
足
な
ど
の
点
か
ら
、
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
是
正
に

向
け
て
各
種
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
た
結
果

と
し
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
国
民
の
意
識
調
査
等
を
も
と
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
踏
ま
え
た
、
都

市
部
と
地
方
の
間
の
人
の
流
れ
の
現
状
や
そ
の
背
景
を
考

察
す
る
と
と
も
に
、
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
た
施
策
に

つ
い
て
、
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
取
り

組
み
を
中
心
に
解
説
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
る
こ
と
を
、予
め
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
。

地
方
へ
の
移
住
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
国
民
の
生
活

意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
し
て
は
、
内
閣
府
が
累
次
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

冒
頭
、「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」
に
お
い
て
、

東
京
都
特
別
区
部
に
お
け
る
転
出
超
過
の
動
き
が
み
ら
れ

た
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
内
閣
府
の
令
和
２
年
６
月
の
調

査
で
も
、
年
代
別
で
は
20
歳
代
、
地
域
別
で
は
東
京
23
区

に
住
む
者
の
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
（
資

料
１
）。

ま
た
、
同
じ
く
内
閣
府
が
令
和
２
年
11
月
に
実
施
し
た

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
た

�

取
り
組
み
に
つ
い
て
　

特 集
副基調論文

―
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
の
施
策
を
中
心
に
―

石
切
山
　
真
孝

静
岡
県
浜
松
市
財
務
部
長

（
前
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

地
域
政
策
課
理
事
官
）
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域
等
に
住
民
票
を
異
動
し
、生
活
の
拠
点
を
お
い
た
者
を
、

地
方
公
共
団
体
が
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

地
域
お
こ
し
活
動
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
の

生
活
の
維
持
の
た
め
の
支
援
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
地

域
協
力
活
動
」
に
従
事
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
に
は
隊
員
数
が
５
５
６
０
人
ま
で
増
加
し

て
い
る
が
、
約
６
割
が
任
期
終
了
後
も
活
動
地
と
同
じ
地

域
に
定
住
す
る
な
ど
、
人
の
流
れ
の
創
出
と
あ
わ
せ
、
地

方
へ
の
定
着
と
い
う
観
点
か
ら
も
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

「
令
和
６
年
度
ま
で
に
隊
員
数
８
０
０
０
人
」
を
目
標

に
掲
げ
、
引
き
続
き
、
隊
員
の
な
り
手
の
掘
り
起
こ
し
、

未
導
入
団
体
等
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
女
性
隊
員
の
活

躍
促
進
、
現
役
隊
員
・
自
治
体
職
員
双
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
推
進

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
見
据
え
、
地
方
公
共
団
体
が

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く

う
え
で
は
、
現
場
責
任
者
と
し
て
、
外
部
専
門
人
材
、
地

域
、
行
政
お
よ
び
民
間
な
ど
の
多
様
な
関
係
者
間
を
橋
渡

し
し
つ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な

人
材
を
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て

任
用
し
、
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
市
町
村
に
対

し
て
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

③
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
の
推
進

「
地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派
遣
制
度
）」
は
、

地
方
公
共
団
体
が
、
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業

等
の
社
員
を
一
定
期
間
受
け
入
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知

見
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ

な
が
る
業
務
に
従
事
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、
所
要
の

経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
市
町
村
の
求
め
る
人
材
ニ
ー
ズ

を
総
務
省
が
定
期
的
に
照
会
し
て
と
り
ま
と
め
公
表
す
る

取
り
組
み
を
開
始
し
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業
人
材
の
参
加

を
促
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
制
度
の
活
用
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

④
「
移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」
の
運
営
等

東
京
駅
八
重
洲
口
至
近
に
平
成
27
年
３
月
に
開
設
し
た

「
移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」
に
お
い
て
、
地
方
移
住

に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
の
ほ
か
、
関
係
省
庁
（
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
）
と
も
連
携
し
、
仕
事
情
報
や
就
農

支
援
情
報
に
対
応
で
き
る
専
門
の
相
談
員
が
常
駐
し
て
い

る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
移
住
相
談
会
や
セ
ミ

ナ
ー
、
フ
ェ
ア
な
ど
を
随
時
開
催
し
て
い
る
。

今
後
も
、
各
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
夜
間
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
取
り
組
み
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

⑤
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
推
進
事
業

都
市
部
の
子
ど
も
の
農
山
漁
村
宿
泊
体
験
活
動
（「
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）
に
つ
い
て
、
農

林
水
産
省
等
の
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
る
。

総
務
省
で
は
、
受
入
側
の
農
山
漁
村
に
お
け
る
地
域
資

源
を
効
果
的
に
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と
、

送
り
側
の
学
校
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
受
入
側
の
計
画
策
定
支
援
や
送
り
側
・
受
入

側
双
方
が
連
携
し
て
行
う
実
施
体
制
構
築
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
の
体
験
交
流

機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
は
、
感
染
防
止
対
策
や
対
面
で
の
交
流
の
効
果
を
高

め
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
も
対
象
と
し
て
い
る
。

⑥
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
推
進
事
業

「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
は
、
主
に
都
市

部
の
人
た
ち
が
一
定
期
間
（
２
週
間
～
１
カ
月
程
度
）
地

域
に
滞
在
し
、
働
い
て
収
入
を
得
な
が
ら
地
域
住
民
と
の

交
流
や
学
び
の
場
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
暮
ら
し
を
体

感
す
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
参
加
者
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
や
、
地

方
に
お
け
る
人
手
不
足
の
解
消
や
移
住
・
定
住
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
す
べ
く
、
令
和
４
年
度
も
、
企
業
向
け
説
明

会
の
開
催
や
、
経
験
者
を
交
え
た
座
談
会
等
の
情
報
発
信

に
よ
り
、
裾
野
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑦
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

近
年
、
雇
用
機
会
の
創
出
や
移
住
定
住
の
促
進
等
に
向

け
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
・
誘
致
に
取
り
組

む
地
方
公
共
団
体
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
地
方
公

共
団
体
か
ら
は
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
に
関
心

の
あ
る
企
業
の
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
」「
誘
致
に
向

け
た
支
援
策
を
企
業
に
情
報
発
信
し
た
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
設
置
に
関
心
の
あ
る
企
業
と
、
誘
致
に
取
り
組
む
地

方
公
共
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
、
令

和
４
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
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中
で
も
、特
定
の
分
野
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
重
点
支
援
」
の
対
象
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

補
助
額
に
対
す
る
国
費
交
付
率
の
か
さ
上
げ
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、「
生
産
性
向
上
に
資
す
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
関
連
す
る
事
業
」（
補
助
率
10

分
の
10
）
を
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
地
域
に
お
け
る
脱

炭
素
の
取
り
組
み
を
強
力
に
支
援
す
べ
く
、「
脱
炭
素
に

資
す
る
地
域
再
エ
ネ
の
活
用
に
関
連
す
る
事
業
」（
補
助

率
４
分
の
３
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
加
え
て
い
る
。

②�

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

推
進

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
電
力
を
は
じ
め
、
化
石
燃

料
な
ど
外
部
資
源
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。こ
の
た
め
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
ほ
ど
に
地
域
経
済
の
原
動
力
で
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
部
か
ら
購
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
地

域
の
資
金
が
域
外
に
流
出
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
構
造
か
ら
脱
却
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
間
伐
材
や
家
畜

糞
尿
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

立
ち
上
げ
る
べ
く
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
地
方

公
共
団
体
を
、
資
金
面
か
ら
支
援
す
る
と
と
も
に
、
情
報

提
供
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
を
財
源
と
し
、
引
き
続

き
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
支
援

（
上
限
２
０
０
０
万
円
、
交
付
率
原
則
２
分
の
１
〈
財
政

力
に
応
じ
た
か
さ
上
げ
あ
り
。
ま
た
、
新
規
性
・
モ
デ
ル

性
の
極
め
て
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
交
付
率
10
分
の
10
〉）

⑵
自
立
分
散
型
地
域
経
済
の
構
築

過
度
な
東
京
一
極
集
中
の
是
正
の
た
め
に
は
、
前
述
し

た
、都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
と
あ
わ
せ
、

地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
の
拡
大
、
そ
し
て
地
方
に
お
け
る

経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
内
で
資
源
・
資

金
が
循
環
す
る
、「
自
立
分
散
型
地
域
経
済
」
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
の
経
済
環
境
の
変
化
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
を
世
界
規
模

で
生
じ
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て
い
る
多
く
の
日
本

企
業
に
も
当
然
な
が
ら
大
き
な
影
響
が
及
ん
だ
こ
と
で
、

そ
の
製
造
工
場
等
が
立
地
す
る
国
内
の
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
も
、
地
元
雇
用
や
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が

見
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重
要
性
は
一
層
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

①
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進

総
務
省
で
は
、
平
成
24
年
度
以
降
、「
ロ
ー
カ
ル
１
０
、

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
関
係
各
省
庁
が
連
携

し
、
産
学
金
官
の
地
域
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
基
盤
に
、

全
国
各
地
に
お
け
る
地
域
密
着
型
事
業
（
①
地
域
金
融
機

関
の
融
資
を
伴
う
も
の
、②
雇
用
吸
収
力
の
大
き
な
も
の
、

か
つ
③
地
域
の
資
源
を
活
用
す
る
も
の
）
の
立
ち
上
げ
を

支
援
し
て
き
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
密
着
型
企
業

の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
必
要
な
初
期
投
資
額
と
金
融
機

関
の
融
資
可
能
限
度
額
と
の
差
額
を
補
助
し
て
支
援
を
行

っ
た
場
合
に
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
国
費
（
地
域
経
済

循
環
創
造
事
業
交
付
金
）
を
交
付
（
原
則
、
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
補
助
額
の
２
分
の
１
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資

金
面
か
ら
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実

現
可
能
性
の
向
上
や
、
事
業
化
に
向
け
た
課
題
解
決
に
資

す
る
助
言
等
も
行
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
専
門
的
な
知
見
・
人

材
が
不
足
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
脱
炭
素
の

取
り
組
み
に
係
る
各
分
野
の
外
部
専
門
家（
学
識
経
験
者
、

先
行
自
治
体
の
職
員
、エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
企
業
の
社
員
等
）

を
招
へ
い
す
る
際
の
費
用
を
新
た
に
補
助
対
象
と
し
、
人

材
面
の
支
援
に
つ
い
て
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
現
状
と
そ

の
背
景
、
そ
し
て
そ
の
流
れ
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
べ

く
進
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
の

施
策
を
中
心
に
紹
介
し
た
が
、
移
住
支
援
や
地
方
創
生
テ

レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
内
閣
官
房
・
内
閣
府
に
お
け

る
地
方
創
生
関
連
施
策
等
、
関
係
府
省
庁
に
お
い
て
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

●
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_

gyousei/c-gyousei/
https://w

w
w
.chisou.go.jp/sousei/policy_index.

htm
l

特 集
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都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
都

市
住
民
を
受
け
入
れ
る
事
業
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
令
和
３
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
徳
島
県
阿
南
市
の
事
業
に
つ
い
て
、

同
市
の
岩
浅
壮
泰
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
ブ
）

四
国
の
右
下
最
東
端
の
ま
ち

阿
南
市
は
、
四
国
の
最
東
端
に
位
置
す

る
海
に
面
し
た
ま
ち
で
、
海
、
山
、
川
な

ど
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
が
ら
、

市
内
に
は
、
大
手
の
み
な
ら
ず
中
小
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
が
立
地
し
、
自
然
と
調
和

し
た
産
業
都
市
と
し
て
県
南
部
圏
域
に
お

け
る
中
核
的
な
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

阿
南
市
が
あ
る
徳
島
県
は
、
全
国
的
に

み
て
「
観
光
後
進
県
」
で
あ
り
、
宿
泊
者

数
は
５
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
で
あ
る

上
、
阿
南
市
を
含
む
徳
島
県
南
部
は
そ
れ

な
り
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る
も
の

の
県
内
で
も
観
光
客
数
の
少
な
い
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
観
光
で

も
う
け
る
」
意
識
は
希
薄
で
あ
り
、「
観

光
地
」
を
包
括
的
経
営
体
と
し
て
の
視
点

か
ら
捉
え
る
「
観
光
地
経
営
」
の
面
で
は

立
ち
遅
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

阿
南
Ｓ
Ｕ
Ｐ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

阿
南
市
で
は
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
」（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ

プ
パ
ド
ル
）
を
活
用
し
て
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
・
深
化
に
取
り
組
み
、
地
域
経

済
の
拡
大
及
び
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
阿

南
Ｓ
Ｕ
Ｐ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
タ
ウ
ン
阿
南
」
と

し
て
の
認
知
度
向
上
に
伴
う
波
及
効
果
と

し
て
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
グ
ッ
ズ
販
売
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
新
規
開
業

の
ほ
か
、
パ
ド
ラ
ー
同
士
の
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
参
画
に
よ
る
地
域
住
民
と
の
関
わ
り

が
土
台
と
な
っ
て
「
関
係
人
口
」
に
対
す

る
地
元
意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
な
ど
、

経
済
的
、
社
会
的
効
果
が
現
れ
て
き
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
業
種
・
地
域
は
限
定

的
で
あ
り
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
他
地
域
に
も
横

展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
事
業
内
容
を

さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
普
及
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ

で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
は
、
環
境
問
題
に
対
す
る

意
識
が
高
く
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ラ
イ
フ
」

を
実
践
し
て
い
る
人
が
多
い
傾
向
に
あ

り
、
環
境
問
題
に
対
し
て
意
識
の
高
い
関

係
人
口
を
「
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ　

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ　

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
」（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）

と
し
て
認
定
・
登
録
す
る
一
方
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ａ
を
「
お
も
て
な
し
」
す
る
事
業
者
や
環

境
に
配
慮
し
た
経
済
活
動
を
行
う
事
業
者

等
を
「
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ　

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｒ　

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
」（
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
）

と
し
て
認
定
・
登
録
し
た
上
で
、
登
録
し

た
事
業
者
の
み
が
「
阿
南
市
版
ふ
る
さ
と

納
税
」
の
返
礼
品
調
達
事
業
者
と
し
て
参

入
で
き
る
仕
組
み
と
し
、「
環
境
保
全
」

と「
地
域
経
済
の
好
循
環
」の
両
立
を
図
っ

て
い
ま
す
。
地
域
と
事
業
者
双
方
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、
環
境
配
慮
活
動
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
で
「
環
境
意
識
の
高
い
層
か
ら
支

持
さ
れ
、
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
令
和

３
年
度
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

か
ら
始
ま
る
循
環
型
経
済
創
造
事
業
」
を

企
画
し
、
環
境
意
識
が
高
い
方
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
観
光
を
掛
け

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
徳
島
県
阿
南
市
）

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
観
光
へ

―
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
始
ま
る

�

循
環
型
経
済
創
造
事
業
―

岩
浅
　
壮
泰

阿
南
市
企
画
部
ふ
る
さ
と
未
来
課

移
住
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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合
わ
せ
な
が
ら
２
泊
３
日
で
阿
南
市
を
巡

る
「
ア
ー
ス
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

路
線
バ
ス
に 

折
り
た
た
み
自
転
車
で
移
動

「
ア
ー
ス
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
環
境
負
荷
の
低
減
を
軸
と
し
た

「
地
域
課
題
解
決
型
観
光
」
と
設
定
し
ま

し
た
。

①
ツ
ア
ー
参
加
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ

ボ
ト
ル
、
マ
イ
箸
を
使
用

②
ツ
ア
ー
中
の
移
動
は
、
公
共
交
通
機
関

と
自
転
車
を
利
用

③
ツ
ア
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
に
環
境

美
化
活
動
を
取
り
入
れ
る

④
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る

⑤
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
登
録
事
業
者
で
の
宿
泊
、
飲

食
、
体
験
、
土
産
物
の
優
先
的
購
入
等

以
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
を

取
り
入
れ
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
・

催
行
し
ま
し
た
。

本
ツ
ア
ー
は
、
公
共
交
通
機
関
（
路
線

バ
ス
）
に
折
り
た
た
み
自
転
車
を
載
せ
て

移
動
（
輪
行
）
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

企
画
段
階
か
ら
運
行
事
業
者
に
要
望
し
、

輪
行
を
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
」
は
、
イ

コ
ー
ル
「
人
（
参
加
者
）
に
負
担
を
か
け

る
」
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
無
理
な
く
続

け
る
範
囲
の
負
荷
が
ど
の
程
度
な
の
か
、

観
光
関
連
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る

と
と
も
に
、
参
加
者
が
楽
し
み
な
が
ら
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
の
本
質
を
理
解
で
き
る
よ
う

な
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

２
泊
３
日
の「
ア
ー
ス
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
」

の
初
日
は
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
が
メ
イ
ン
で
、
自

転
車
と
バ
ス
を
使
っ
て
海
水
浴
場
ま
で
移

動
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
少
し
波
が
あ
り
、

や
や
難
易
度
の
高
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

し
た
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は

初
め
て
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
。
２
日
目
以
降
も
、
阿
南
の
食
材

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
廃
材
を
活
用
し
た
Ｄ

Ｉ
Ｙ
や
農
園
見
学
を
と
お
し
て
ツ
ア
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
登
録
事
業
者

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
思
い
に
も
触
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
の
反
響
と
そ
の
後

ツ
ア
ー
終
了
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
（
回
答
者
５
名
、
未
回
答
２
名
）

に
よ
る
と
「
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
か
」
と
の

問
い
に
対
し
、
５
名
中
４
名
が
「
そ
う
思

う
」
と
回
答
し
た
こ
と
か
ら
、「
楽
し
み

な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
に
触
れ
る
観
光

モ
デ
ル
」
と
し
て
の
方
向
性
や
コ
ン
テ
ン

ツ
に
大
き
な
課
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
で

き
ま
し
た
。

な
お
、
ツ
ア
ー
参
加
者
７
名
の
内
、
１

名
が
大
阪
府
か
ら
阿
南
市
に
移
住
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
１
名
は
、
阿
南
市
の
取
り
組

み
に
共
感
し
、「
阿
南
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
協
力
し
た
い
」
と
の
意
向

か
ら
、
複
業
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｋ
Ｓ
」
を
介
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
本
市

の
地
域
情
報
の
発
信
や
東
京
都
内
で
開
催

し
た
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
無
報
酬
で
携
わ
り
ま
し
た
。

本
市
の
関
係
人
口
登
録
制
度「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
」

に
も
登
録
す
る
な
ど
、
事
業
終
了
後
に
お

い
て
も
本
市
と
継
続
的
に
関
わ
っ
て
お

り
、
阿
南
市
が
目
指
す
「
環
境
配
慮
活
動

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
市
と
し
て
の
価

値
を
高
め
、
環
境
意
識
の
高
い
層
か
ら
選

ば
れ
る
ま
ち
を
創
造
す
る
」
こ
と
に
関
し

て
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

みんなで阿南市をポタリング（のんびりと自転車で散歩すること）

廃材を使って自転車ラックを作成中

阿南市で催される SUP TOWN ANAN CUP
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地域づくり は人づくり

震
災
か
ら
の
復
興
を
後
押
し
し
た
い

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
宮
城

を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
湧
き
、
２
０
１
１
年

に
宿
泊
施
設
の
立
ち
上
げ
の
話
が
あ
っ
て
女
川
町
に
来
ま

し
た
。
地
元
の
方
々
が
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
い
て
、
私
は
事
業
者
の
再
建
や
起
業
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
業
務
の
増
加
で
私
だ
け
で
は
手
が
回
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
や
同
じ
思
い
を
持
っ
た
仲
間
が
い
た
こ
と
も
あ

り
、
２
０
１
３
年
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ

（
以
下
「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
」）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

復
興
に
向
け
た
事
業
か
ら 

地
域
を
つ
く
る
事
業
へ

―
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

前
職
時
代
の
先
輩
、
部
下
や
大
手
の
メ
ガ
バ
ン
ク
に
勤

め
て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
計
４
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
設
立
か

ら
２
０
１
６
年
ま
で
の
３
年
間
は
、
事
業
者
の
再
建
や
起

業
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
の
会
議
へ
の
参
加
、
関
連
す
る
式

典
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
北
前
船
を
迎
え
入
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
な
ど
、
復
興
支
援
の
た
め
に
何
で
も
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
、今
後
の
事
業
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
、

復
興
と
い
う
よ
り
地
域
を
つ
く
る
目
的
で
事
業
を
考
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
起
業
や
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
、

地
域
に
関
わ
り
た
い
人
と
の
関
係
を
作
り
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
、
企
業
と
の
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
復
興
後
も

必
要
だ
と
考
え
、
現
在
は
主
に
三
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

一
つ
目
は
活
動
人
口
創
出
事
業
で
、
お
試
し
移
住
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
創
業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
企
業
研
修
等
を
通
じ

て
、
女
川
で
活
動
す
る
人
口
を
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業
で
、
町
内
外

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
や
立
場
、
世
代
の
方
が
集
ま
る
機
会
や

場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

事
業
（
以
下
「
Ｖ
Ｆ
Ｊ
」）
で
す
。
将
来
起
業
し
た
い
と

考
え
て
い
る
新
卒
や
第
二
新
卒
の
若
者
が
、
２
年
間
と
い

う
期
間
限
定
で
地
方
の
中
小
企
業
や
地
方
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

経
営
者
直
轄
の
事
業
責
任
者
と
し
て
働
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
私
た
ち
は
若
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
若
者
へ
の

セ
ミ
ナ
ー
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
等
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

就
職
で
も
な
い
起
業
で
も
な
い 

新
た
な
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
を
提
供

―
Ｖ
Ｆ
Ｊ
で
得
ら
れ
る
も
の
や
参
加
者
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ｖ
Ｆ
Ｊ
は
、
地
域
の
企
業
で
新
規
事
業
、
既
存
事
業
拡

大
や
人
事
部
立
ち
上
げ
と
い
っ
た
、
経
営
者
直
轄
の
新
し

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
取
材
し
、
そ

の
熱
い
思
い
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
の
理
事
で
、
就
職
で
も
起

業
で
も
な
い
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
事

業
「
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
運
営

し
て
い
る
小
松
洋
介
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

地域で経験を積み
世の中変えるリーダーを育成

◉小松 洋介 氏プロフィール
1982年宮城県仙台市生まれ。大学卒業後、（株）リクルートへ
入社。
東日本大震災をきっかけに同社を退職し、2011年から女川町

で活動。2013年にNPO法人アスヘノキボウ（同町）を立ち上げ
代表理事に就任。国内外、セクターを越えてチームを作り、起
業、事業開発、移住促進、人材育成、ヘルスケアなど多岐にわた
る事業を展開する。2022年3月末に代表理事を次世代の若手リー
ダーに任せ、現在は理事として活動中。

NPO 法人アスヘノキボウ 理事

小
こ

松
ま つ

 洋
よ う

介
す け

 氏
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い
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。「
将
来
、
起
業
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
が
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
」「
や
り
が

い
が
あ
り
、
成
長
で
き
る
環
境
で
働
き
た
い
」
と
考
え
て

い
る
若
者
に
最
適
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
経
営
の
意
思
決

定
に
立
ち
合
っ
て
コ
ミ
ッ
ト
す
る
か
ら
こ
そ
、
セ
ミ
ナ
ー

と
は
違
っ
た
、
生
き
た
経
営
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
経
営
者
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｖ
Ｆ
Ｊ
に
参
加
し
た
同

期
、
先
輩
、
後
輩
、
メ
ン
タ
ー
陣
な
ど
、
年
齢
も
業
種
も

得
意
分
野
も
異
な
る
多
く
の
人
々
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
で
き
る
こ
と
や
、
専
門
の
メ
ン
タ
ー
に
よ
る
月
１
回
の

メ
ン
タ
リ
ン
グ
で
、
人
生
を
か
け
て
取
り
組
み
た
い
テ
ー

マ
は
何
か
な
ど
自
己
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
１
年
度
ま
で

で
10
人
お
り
、
主
に
東
京
都
内
の
大
学
、
地
方
国
立
大
学

や
ア
メ
リ
カ
の
大
学
な
ど
の
卒
業
者
で
す
。
学
生
時
代
か

ら
高
校
生
向
け
ス
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
動
い
て
い
た
学
生
が
多
い
印
象
で
す
ね
。
参
加
者
か
ら

は
、
新
規
事
業
を
任
せ
て
も
ら
え
、
経
営
者
と
一
緒
に
仕

事
が
で
き
る
の
で
、
事
業
の
作
り
方
や
経
営
者
と
し
て
の

在
り
方
な
ど
起
業
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
を
直
接
学
べ
、

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

向
か
な
い
人
に
は
他
の
選
択
肢
提
示
も

―
受
入
企
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
進
路
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

水
産
、
衣
料
品
、
医
薬
品
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
受
入
企
業
に
つ
い
て
は
、
他
の

企
業
か
ら
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
私
た
ち
が
経
営

者
と
話
を
し
、
Ｖ
Ｆ
Ｊ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
い
た

上
で
募
集
し
ま
す
。
２
０
２
２
年
５
月
末
時
点
で
は
15
社

で
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｆ
Ｊ
を
終
了
し
た
第
１
期
生
の
２
人
は
、
い
ず
れ
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
２
年
経
過
後
も
会
社
に
残
り
ま
し
た
。
１

人
は
携
わ
っ
た
新
規
事
業
を
拡
大
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
も
う
１
人
は
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い
中
で
辞

め
て
は
責
任
を
果
た
せ
な
い
か
ら
軌
道
に
乗
る
ま
で
や
り

切
り
た
い
と
い
う
理
由
で
し
た
。

前
者
は
今
も
継
続
し
て
働
い
て
お
り
、
後
者
は
事
業
が

軌
道
に
乗
り
黒
字

化
し
た
段
階
で
退

職
し
、
現
在
は
大

手
企
業
で
挑
戦
を

し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

―
小
松
さ
ん
が
Ｖ

Ｆ
Ｊ
の
運
営
で
大

切
に
し
て
い
る
こ

と
な
ど
教
え
て
く

だ
さ
い
。

特
に
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
挑
戦
が
し
た

い
か
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
築
き
た
い
か
を
聞
き
取

っ
て
、
そ
の
人
に
合
う
進
路
を
提
示
し
て
し
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｆ
Ｊ
に
向
か
な
い
人
に
は
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め

に
も
他
の
選
択
肢
を
伝
え
る
な
ど
誠
心
誠
意
そ
の
人
と
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。

意
欲
あ
る
人
材
を
育
て
流
動
性
高
め
る

―
小
松
さ
ん
に
と
っ
て
の
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
づ
く
り
」

「
人
づ
く
り
」
に
は
何
が
必
要
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

主
に
大
事
な
こ
と
が
二
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
、
地
域
で

経
験
を
積
ん
で
世
の
中
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。
Ｖ
Ｆ
Ｊ
で
起
業
し
た
い
と
か
社

会
を
変
え
た
い
と
考
え
る
若
者
は
、
Ｖ
Ｆ
Ｊ
終
了
後
、
外

に
飛
び
出
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
若
者
と
企
業
が
２
年
経
過
後
も
継
続
し
て
つ

な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
事

業
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
地
域
を
支
え
る
若
者
の
育
成
で
す
。
２
年

間
と
い
う
期
限
に
関
係
な
く
、
地
域
に
密
着
し
て
地
方
の

企
業
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
維
持
し
て
仕
事
を
す
る

人
材
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

強
い
意
欲
を
も
っ
て
活
躍
し
て
く
れ
る
人
材
を
育
て
な

が
ら
、
先
ほ
ど
の
リ
ー
ダ
ー
も
含
め
て
流
動
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
や
地
域
の
企
業
は
よ
り
よ
く
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

�

●
塚
本 

悠
太
（
熊
本
県
上
天
草
市
よ
り
派
遣
）

VFJ の活動としての勤務の様子

経営者と打ち合わせをする参加者

VFJ の研修の様子
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定
し
、
市
内
紹
介
も
含
め
た
観
光
ガ
イ
ド

の
多
言
語
化
、
市
内
で
の
外
国
人
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
グ
ル
メ
、
お
土
産
品
な
ど
の

開
発
、
そ
し
て
、
竹
原
市
内
か
ら
大
久
野

島
へ
の
週
末
限
定
の
航
路
「
う
さ
ぎ
の
思

い
出
」
の
開
設
な
ら
び
に
近
隣
の
県
と
連

携
し
て
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
巡
る
観
光
船

「
シ
ー
ス
ピ
カ
」
を
就
航
さ
せ
、
市
内
回

る
う
さ
ぎ
島
」
と
し
て
大
久
野
島
の
動
画

を
配
信
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

竹
原
市
で
は
、
大
久
野
島
の
う
さ
ぎ
島

と
し
て
の
知
名
度
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
さ
ら
な
る
訪
日
外
国
人
観
光
客
の

誘
客
と
観
光
消
費
の
拡
大
を
目
指
し
、
２

０
１
５
年
度
に
「〝
外
国
人
目
線
で
作
る
〟

竹
原
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
訪
日
外
国
人
の
滞
在

中
の
満
足
度
向
上
の
た
め
、
無
料W

i-Fi

を
始
め
と
し
た
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

取
り
組
ん
だ
。
こ
の
取
り
組
み
も
相
ま
っ

て
、
２
０
１
３
年
に

３
７
８
人
で
あ
っ
た

訪
日
外
国
人
観
光
客

は
２
０
１
６
年
に

は
、
１
万
８
１
５
７

人
に
急
増
し
た

（
図
）。

一
方
で
、
こ
れ
ら

の
観
光
客
が
竹
原
市

内
に
訪
れ
て
い
な
い

こ
と
や
大
久
野
島
の

急
激
な
観
光
客
増
加

に
よ
り
、
餌
の
与
え

す
ぎ
に
よ
る
個
体
数

の
激
増
と
い
っ
た
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
課
題
が
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
２

０
１
７
年
度
に
「
観

光
消
費
戦
略
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策

う
さ
ぎ
島
を
中
心
と
し
た 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
施
策

広
島
県
竹
原
市
の
大
久
野
島
に
は
、
毎

年
、
多
く
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。
大
久
野
島
が
訪
日
外
国
人
観
光

客
の
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
２
０
１
４
年

に
大
久
野
島
に
来
島
し
た
外
国
人
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
う
さ
ぎ
と
触
れ
合
え

２
０
２
１
年
度
国
内
調
査
報
告 

①

広
島
県
竹
原
市
、
秋
田
県
大
館
市
・

北
秋
田
市
・
小
坂
町
・
上
小
阿
仁
村

―ターゲットに応じた情報発信の工夫と効果―
動物×インバウンド観光による地方創生

近年、動物が訪日外国人観光客の集客コンテンツとして注目を浴び始めている。しかしながら、日本
には珍種や希少種の動物は少ないことから、訪日外国人観光客は単純に動物を求めて訪日しているので
はなく、別の要因も含まれているのではないかと考えた。そこで、訪日外国人観光客の消費動向がモノ
消費からコト消費に移行しているとされ、また、出発前の情報収集ツールとして個人が情報発信する
SNSやブログを重視する傾向にあるとみられることがこの要因と仮定し、先進事例地を調査・検証す
ることで、他地域での活用可能性について分析した。

図　大久野島の外国人観光客数の推移（単位：人、竹原市からの情報提供により筆者作成）

大久野島のうさぎ（筆者撮影）
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人
団
体
客
は
動
画
公
開
の
翌
２
０
１
７
年

に
初
の
１
万
人
を
突
破
し
、
そ
の
内
訳
は

全
３
９
９
団
体
の
う
ち
２
団
体
を
除
き
、

す
べ
て
が
台
湾
か
ら
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

現
在
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
大
打
撃
を
受
け
て

い
る
が
、
い
ず
れ
到
来
す
る
「
リ
ベ
ン
ジ

旅
行
」
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
た
め
、

現
在
は
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強

化
、
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
複
数
回
農
泊
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、
常
に
回
復
期
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
を
意
識
し
「
フ
ァ
ン
」
を
増
や

し
つ
つ
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
、
旅
行

商
品
の
充
実
を
推
進
し
て
い
る
。

動
物
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

両
事
例
か
ら
、
動
物
は
言
葉
を
用
い
ず

と
も
視
覚
的
に
魅
力
が
伝
わ
る
こ
と
が
強

み
で
あ
り
、
視
覚
は
音
声
や
文
字
よ
り
も

い
ち
早
く
伝
わ
る
こ
と
か
ら
、
言
語
の
壁

の
あ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
関
心
を
向
か
せ

る
た
め
の
フ
ッ
ク
と
し
て
、
動
物
の
活
用

は
と
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
情
報
発
信
に
お
け
る
、

コ
ア
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
、
情
報
の
流
通

経
路
の
構
築
と
い
っ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
動
に
活
用
で
き
る
大

き
な
学
び
で
あ
っ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

　

�

●
小
菅 

旭
央

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

　

�

●
柚
原 

孝
平

イ
ド
ル
の
体
に
秋
田
犬
の
顔
を
持
つ
史
上

初
の
秋
田
犬
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「M
O
FU

 M
O
FU

☆D
O
GS

」（
モ
フ
モ

フ
ド
ッ
グ
ズ
）
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
デ
ビ

ュ
ー
曲
「W
aiting4U

〜
モ
フ
モ
フ
さ

せ
て
あ
げ
る
～
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ

オ
を
制
作
し
た
。

親
日
的
で
あ
る
台
湾
人
の
特
徴
と
し

て
、
日
本
で
流
行
っ
て
い
る
も
の
を
好
む

傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
動
画
発
信
に
お

い
て
最
大
限
「
話
題
化
」
を
図
る
た
め
、

ま
ず
は
日
本
で
話
題
と
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
台
湾
へ
「
輸
出
」
す
る
情
報
の
流
通

経
路
を
設
計
し
た
。
日
本
で
は
２
０
１
６

年
「
犬
の
日
」
の
11
月
１
日
、
午
前
11
時

１
分
（
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
）
に
合
わ
せ
「
日

本
初
!? 

秋
田
犬
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
が

デ
ビ
ュ
ー
！
」
と
い
う
、
見
出
し
と
と
も

に
配
信
。

Y
ouT

ube

動
画
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

新
聞
な
ど
で
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
公

開
し
て
わ
ず
か
２
週
間
で
再
生
回
数
が
１

０
０
万
回
を
突
破
し
た
。
そ
し
て
１
０
０

万
回
と
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
１
０
０

万
回
再
生
！ 

今
、
日
本
で
話
題
の
動

画
！
」
と
し
て
台
湾
へ
情
報
を
リ
リ
ー
ス

し
た
。

そ
の
結
果
、
台
湾
内
で
も
多
く
の
反
応

を
獲
得
し
、
国
内
外
の
２
９
９
件
の
メ
デ

ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と

か
ら
「PR

 A
w
ards A

sia 2017

」
を

は
じ
め
三
つ
の
国
際
的
な
Ｐ
Ｒ
業
界
賞
を

受
賞
し
た
。

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
利
用
し
た
外
国

さ
れ
て
い
る
。

秋
田
犬
を
活
用
し
た 

最
大
限
の
話
題
化

秋
田
県
北
部
の
大
館
市
、
北
秋
田
市
、

小
坂
町
、上
小
阿
仁
村
の
４
市
町
村
で
は
、

国
内
外
の
観
光
客
か
ら
観
光
地
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
共
通
課
題
と
し

て
抱
え
て
い
た
。

こ
の
た
め
４
市
町
村
は
、
観
光
交
流
人

口
を
増
や
し
、
稼
げ
る
仕
組
み
を
創
出
し

て
地
域
経
済
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
２

０
１
６
年
４
月
に
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
一

般
社
団
法
人
秋
田
犬

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
設

立
し
た
。
秋あ

き

田た

犬い
ぬ

が

世
界
的
に
知
名
度
が

高
い
こ
と
か
ら
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
着
目

し
、
海
外
へ
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

効
果
的
な
発
信
を

狙
い
、
秋
田
県
へ
の

訪
日
観
光
客
の
中
で

も
８
割
が
リ
ピ
ー
タ

ー
で
あ
る
と
い
う

「
台
湾
人
観
光
客
」

を
コ
ア
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
定
め
た
。

コ
ン
テ
ン
ツ
を
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
ア

遊
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
解
消
す
る
た

め
、
２
０
１
８
年
度
に
大
久
野
島
未
来
会

議
が
発
足
し
、
観
光
マ
ナ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
や
船
で
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
、
大
久
野
島
の
ゴ
ミ
拾
い
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
を
担
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

後
に
は
、
市
内
回
遊
の
促
進
や
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
よ
る
う
さ
ぎ
に
も

人
に
も
環
境
に
も
良
い
観
光
地
化
が
期
待

秋田犬と秋田県ツーリズムの公式ロゴ（出典：秋田犬ツーリズム令和 3 年度活動報告）
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誘
致
企
業
が 

県
内
大
学
に
講
師
派
遣

秋
田
県
は
、
県
内
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
就
職

を
促
進
す
る
た
め
、
県
の
職
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

相
談
員
と
し
て
秋
田
県
出
身
学
生
が
多
く

在
籍
す
る
大
学
を
訪
問
す
る
ほ
か
、
Ａ
タ

ー
ン
フ
ェ
ア
、
関
連
企
業
が
主
催
す
る
転

職
フ
ェ
ア
な
ど
に
参
加
し
、
県
内
Ｉ
Ｔ
企

業
の
Ｐ
Ｒ
や
就
職
相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
通

り
に
採
用
で
き
な
い
環
境
の
中
、
ニ
ー
ズ

や
状
況
に
沿
っ
た
支
援
制
度
を
提
供
し
、

き
め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
り
事

業
計
画
の
変
更
な
ど
に
も
柔
軟
に
対
応
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
研
究
や
人
材
確
保
の
面
で
企

業
と
大
学
に
協
力
関
係
を
築
い
て
も
ら
う

た
め
、
県
の
各
課
室
が
連
携
し
、
大
学
に

誘
致
企
業
を
紹
介
し
て
い
る
。
株
式
会
社

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
実

際
に
複
数
の
誘
致
企
業
が
秋
田
大
学
や
秋

田
県
立
大
学
に
講
師
を
派
遣
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
進
出
後
、
継
続
的
な
人
材
確
保

を
行
う
た
め
に
も
企
業
と
大
学
を
つ
な
ぐ

こ
と
は
有
効
な
手
段
と
な
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
整
備

新
潟
県
は
、
産
業
の
活
性
化
と
魅
力
的

な
企
業
誘
致
に
よ
り
若
年
層
の
Ｕ
・
Ｉ
タ

２
０
２
１
年
度
国
内
調
査
報
告 

②

秋
田
県
、
新
潟
県
、
神
奈
川
県
横
浜
市

―若年層に魅力ある地域産業の創出に向けて―
地域活性化と IT 企業誘致

若年層における東京圏・地方圏への移動に関する意識調査では、３割の学生が「進学、就職をするために東京圏へ移
動した」というデータが出ている。なぜ、地方の若年層が東京圏へ移動・定住してしまうのか。
就職活動を行う学生を対象にしたアンケートによると、志望業界の第１、第２希望ともにIT業界がトップだった。IT業

界が就職先として選ばれる背景には「成長性がある」「専門スキルが身に付く」といった理由が挙げられる。学生を中心
とした若年層にとって魅力ある働き口であるIT業界。地方圏でのその立地が若年層の流出抑制につながると考えられる。
今回はIT企業誘致に取り組む地方自治体を対象とし、助成金をはじめとする誘致までの支援制度と誘致後の取り組み

について調査した。

新潟市の NINNO
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と
っ
て
魅
力
的
な
地
方

で
働
く
と
い
う
選
択
肢

が
増
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
補
助
・
助
成
制

度
に
よ
る
企
業
の
取
り

合
い
で
は
な
い
、
こ
れ

か
ら
の
地
方
創
生
の
姿

と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。ま

た
、多
様
な
補
助
・

助
成
制
度
を
効
果
的
に

運
用
す
る
た
め
に
は
、

地
方
自
治
体
職
員
の
ス

キ
ル
や
知
識
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
職
員
同
士

で
の
横
断
的
な
連
携
、

若
年
層
の
視
点
を
持
つ

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

若
手
職
員
が
企
業
の

取
り
組
み
や
雰
囲
気
を

体
感
す
る
た
め
に
も
、

人
事
交
流
制
度
等
を
活

用
し
て
Ｉ
Ｔ
企
業
に
出

向
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ

と
も
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。

地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
副
参
事

�
●
友
松 

宏
和

●
野
坂 
茉
未　
　
　

移
住
・
交
流

推
進
機
構
参
事

�

●
尻
無
浜 

貴

ラ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
、
専
門
家
に
よ
る

個
別
相
談
、
交
流
・
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

市
は
、
横
浜
経
済
圏
の
強
み
を
生
か
し

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
業
種
や
企
業
規

模
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
参
加
者
同
士
の

連
携
を
実
践
す
る
場
）
を
二
つ
運
営
し
て

い
る
。

一
つ
は
、
も
の
づ
く
り
・
Ｉ
Ｔ
産
業
の

集
積
を
生
か
し
た
「
Ｉ
・
Ｔ
Ｏ
Ｐ
横
浜
（
Ｉ

ｏ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
横
浜
）」
で
あ
る
。
参
加
者
同
士

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、IoT

や
Ａ
Ｉ
な

ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
や
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産

業
の
集
積
を
生
か
し
つ
つ
、
単
な
る
底
上

げ
で
は
な
く
若
年
層
を
ひ
き
つ
け
ら
れ
る

よ
う
な
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的

と
し
た
「
Ｌ
Ｉ
Ｐ
横
浜
（
横
浜
ラ
イ
フ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」

で
あ
る
。　

Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
秋
田
県
で
は

企
業
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
新
潟
県
で

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
整
備
、
横
浜

市
で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
注

力
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
後
、
国
や
企
業
の
動
向
を
踏
ま
え
、

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
や
Ｙ
Ｏ
Ｘ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
よ
う

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
で
施
策
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
都
心
の
若
年
層
に

ー
ン
を
促
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

新
潟
市
内
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
や
地
元
企
業
、
行
政
、
教
育
機
関
な
ど

が
入
居
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
施
設

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
が
あ
り
、
首
都
圏
か
ら
県
内

に
進
出
し
た
企
業
の
多
く
が
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ

に
拠
点
を
置
い
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
は
、
市
内
に
本
社
を
置
く

株
式
会
社
木
山
産
業
が
令
和
２
年
10
月
に

整
備
し
た
も
の
で
、
オ
フ
ィ
ス
に
加
え
、

入
居
企
業
が
自
由
に
使
用
で
き
る
共
用
ス

ペ
ー
ス
や
、
使
用
料
を
払
え
ば
誰
で
も
利

用
で
き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
幅

14
メ
ー
ト
ル
の
大
規
模
ス
ク
リ
ー
ン
、
カ

フ
ェ
、
会
議
室
、
テ
レ
ブ
ー
ス
な
ど
が
設

置
さ
れ
、
入
居
企
業
や
利
用
者
が
共
創
し

て
新
た
な
事
業
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

横
断
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で 

交
流

横
浜
市
は
平
成
31
年
１
月
、
研
究
者
・

技
術
者
や
起
業
家
、
市
内
の
30
大
学
の
学

生
等
が
組
織
を
越
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
横
浜

市
か
ら
創
出
す
る
た
め
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
都
市
・
横
浜
」
を
宣
言
し
、
交
流
を
生

み
出
す
拠
点
と
し
て
Ｙ
Ｏ
Ｘ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

（
よ
く
ぞ
ボ
ッ
ク
ス
）
等
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

Ｙ
Ｏ
Ｘ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
、
令
和
元
年
に
関

内
周
辺
地
区
に
市
が
整
備
し
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
成
長
支
援
拠
点
で
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
に
対
し
て
、
成
長
支
援
プ
ロ
グ

横浜市の YOXOBOX
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活
動
の
経
緯

シ
ュ
シ
ュ
が
あ
る
長
崎
県
大
村
市
は
、

約
40
年
前
か
ら
『
フ
ル
ー
ツ
の
里
ふ
く
し

げ
』（
福
重
地
区
）
を
中
心
に
ナ
シ
狩
り

や
ブ
ド
ウ
狩
り
の
観
光
農
業
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
ナ
シ
や
ブ

ド
ウ
の
収
穫
期
は
８
月
か
ら
９
月
と
期
間

が
短
い
た
め
、
一
年
中
観
光
客
が
訪
れ
る

よ
う
な
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
構
想
へ
と
夢

が
膨
ら
み
ま
し
た
。
手
始
め
に
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
農
産
物
直
売
所
を
開
設
、
翌

年
に
地
元
の
牛
乳
や
卵
、
フ
ル
ー
ツ
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
『
手

作
り
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ュ
シ
ュ
』
を
オ
ー
プ

ン
し
、
そ
の
後
、
農
業
交
流
拠
点
施
設
を

建
設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
地
元
専
業
農
家
８
戸
が
集

ま
り
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
的
に
農

業
生
産
法
人
を
設
立
し
、
平
成
12
年
４
月

に
自
分
た
ち
の
農
地
を
切
り
開
き
総
額
４

億
円
を
投
じ
て
農
業
交
流
拠
点
施
設
『
お

お
む
ら
夢
フ
ァ
ー
ム
シ
ュ
シ
ュ
』
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
17
年
４
月
に
直
売
所
の

増
設
お
よ
び
洋
菓
子
工
房
の
新
設
を
し
、

さ
ら
に
平
成
20
年
度
に
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
年
間

に
約
49
万
人
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

新
商
品
で 

農
家
所
得
の
大
幅
増
加
に
寄
与

現
在
、
農
業
の
６
次
産
業
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。シ
ュ
シ
ュ
で
は
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
一
番
人
気
の
商
品
で
す
。

パ
ン
工
房
で
は
、
地
元
小
学
生
と
大
学
生

が
考
案
し
た
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
『
夢

ド
リ
ー
ムサ

ン

ド
』
が
、
洋
菓
子
店
で
は
、
地
元
の
牛
乳

や
卵
、
野
菜
、
果
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
ス
イ
ー
ツ
が
人
気
で
す
。
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
、
地
元
産
の
旬
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
や
、

長
崎
和
牛
、
豚
肉
、
鶏
肉
を
使
用
し
た
焼

肉
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
結
婚
式

や
法
要
ま
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
元
で
生
産
さ
れ
た
規
格
外
の
農
産
物
を

商
品
化
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
地
元
農
家

か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ

ャ
ム
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
焼
き
肉
の
た
れ
、

ジ
ュ
レ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ジ
ュ
レ
de
ミ

ル
ク
等
の
商

品
化
を
行

い
、
農
家
所

得
の
大
幅
な

増
加
に
寄
与

し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら

の
商
品
は
、

長
崎
県
特
産

品
新
作
展
で

過
去
５
回
最

高
賞
の
知
事

賞
を
受
賞
す

る
等
、
高
い

評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

現店舗全景オリジナル加工品の数々

６
次
産
業
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

―
多
彩
な
商
品
開
発
と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
―

山
口　

成
美

有
限
会
社
シ
ュ
シ
ュ
代
表
取
締
役

団体プロフィール
設立＝1998年
代表者＝山口成美
会員数＝70名

〈連絡先〉
〒856-0005
長崎県大村市弥勒寺町486
TEL　0957-55-5288
E-mall　info@chouchou.co.jp
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こ
の
ほ
か
、
イ
チ
ゴ
狩
り
、
ブ
ド
ウ
狩
り

が
楽
し
め
る
体
験
農
園
、
農
泊
等
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
食
育
体
験
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
県
内
外
の
小
中
学
生
の

親
子
を
中
心
に
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
や
ピ

ザ
作
り
、イ
チ
ゴ
大
福
作
り
等
を
通
し
て
、

食
の
大
切
さ
や
作
る
喜
び
と
感
動
を
体
験

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者
の
方
々
か
ら

も
大
変
好
評
で
す
。
ま
た
、
農
業
塾
の
実

践
や
行
政
と
連
携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
、
新
規
就
農
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

地
域
連
携
で 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
村
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
と
連
携
（
事
務
局
に
シ
ュ
シ
ュ
職
員

が
常
駐
）
し
て
、
フ
ル
ー
ツ
狩
り
（
イ
チ

ゴ
狩
り
、
ナ
シ
狩
り
、
ブ
ド
ウ
狩
り
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
）
等
を
通
年
で
行
っ
て

お
り
、
国
内
の
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
最
近
で
は
農
泊
を
含
め
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
お
客
様
に
も
大
変
好
評
を
頂
き
、

年
間
利
用
者
約
２
万
人
に
上
り
ま
す
。

食
育
体
験
や
フ
ル
ー
ツ
狩
り
等
の
体
験

活
動
の
利
用
者
は
、
従
来
、
子
ど
も
や
家

族
中
心
で
し
た
が
、
最
近
で
は
、
企
業
等

の
家
族
交
流
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
利
用
者
の

増
加
が
見
込
め
ま
す
。

長
崎
県
大
村
市
は
大
産
地
で
は
な
く
少

量
多
品
目
の
産
地
で
あ
り
、
そ
の
長
所
を

生
か
し
て
事
業
を
拡
大
し
、
農
業
者
の
所

得
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
的

に
も
長
崎
県
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
進

む
中
、
大
村
市
は
県
下
で
唯
一
、
人
口
が

増
加
し
て
お
り
、
農
業
後
継
者
も
積
極
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

６
次
産
業
に
お
い
て
は
、農
家
が
生
産
・

加
工
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
う
の
は
加

工
技
術
面
や
労
力
的
に
難
し
い
た
め
、
最

近
で
は
県
内
外
か
ら
委
託
加
工
の
依
頼
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
依
頼
者
の
要
望
に
沿

う
に
は
、作
業
の
効
率
化
が
必
要
な
た
め
、

加
工
機
械
器
具
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
に
つ
れ

て
雇
用
が
生
ま
れ
、
現
在
で
は
約
70
人
を

雇
用
す
る
な
ど
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
し
て
お
り
、
令
和
３
年
２
月
に
６
次
産

業
化
ア
ワ
ー
ド
で
最
高
賞
の
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
業
員

の
約
８
割
の
58
人
は
女
性
社
員
で
あ
り
、

女
性
活
躍
社
会
の
模
範
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
令
和
３
年
11
月
に
は
農
林
水
産

祭
多
角
化
経
営
部
門
に
お
い
て
天
皇
杯
を

受
賞
し
ま
し
た
。

農
業
を
成
長
産
業
に

天皇杯受賞時の様子

グリーンツーリズムでイチゴの収穫を楽しむ旅行客

食育体験でウインナーづくりをする子どもたち

今
後
、
農
産
物
の
販
売
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
農
産
物

を
使
用
し
た
商
品
開
発
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
農
業
が
成
長

産
業
と
言
わ
れ
る
産
業
に
な
る

こ
と
を
夢
見
て
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
に
は
西
九
州

新
幹
線
が
い
よ
い
よ
開
通
す
る

た
め
、
観
光
客
も
増
加
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

ふるさとの魅力発信を応援します！
― 日本全国ご当地情報満載 ―

　地域活性化センターでは、全国の都道府県・市区町村の旬な情報を気軽に見つけることのできる WEB
サイト「ふるさと情報コーナー」を運営しています。観光・イベント・物産など、地域の気になる情報が
満載！　また、東京都内の自治体アンテナショップ巡りに便利なデジタルマップを作成しましたので、ぜ
ひご活用ください。
　さらに、ふるさとの魅力を発信するプロモーションを支援するため、今年度も「地域プロモーションアワード」を開催します。地域
プロモーションアワードの入賞作品は、ふるさと情報コーナーの WEB サイトでも公開予定です。地域の魅力をたっぷり詰め込んだ、
こだわりの作品を募集します！
　詳しくは以下の QR コードからそれぞれの WEB サイトにアクセスしてください。

「ふるさと情報コーナー」
WEBサイトはこちらから

※�

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
入
居
す
る
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
の
1
階
東
側
に
は
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
タ
ッ
チ
操
作
で
簡
単
に
「
ふ
る
さ
と
情

報
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
閲
覧
で
き
、
い
つ
で
も
ふ
る

さ
と
巡
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「ふるさと情報コーナー」から自治体アンテナショップを
見つけられるようになりました！
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山
梨
市
は
、
人
口
約
３
万
４
０
０
０
人
、
甲
府
盆
地
の
東
部
に

位
置
し
、
平
成
17
年
に
旧
山
梨
市
・
牧
丘
町
・
三
富
村
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

面
積
の
８
割
以
上
を
山
林
が
占
め
、
特
に
北
部
一
帯
は
秩
父
多

摩
甲
斐
国
立
公
園
内
に
属
し
、
日
本
百
名
山
・
甲
武
信
ヶ
岳
を
は

じ
め
、
日
本
三
大
峠
の
一
つ
・
雁
坂
峠
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」

「
平
成
の
名
水
百
選
」
な
ど
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
西
沢
渓
谷
な

ど
を
有
し
、
魅
力
的
な
観
光
地
と
し
て
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
官
民
共
同
で
自
然
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
乙
女
高
原
や
、
私
が
敬
愛
す
る
武
田
信
玄
公
が
戦
国
時
代
に
築

い
た
防
水
林
が
残
る
万
力
公
園
な
ど
、
多
彩
な
自
然
環
境
が
山
梨

市
の
誇
り
で
す
。
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
は
本
市
の
重
要
な
構
成
資

産
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
に
は
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園

を
中
核
と
す
る
１
都
３
県
、
総
面
積
約
19
万
㌶
が
甲
武
信
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
肥ひ

沃よ
く

な
大
地
を
生
か
し
た
果
樹

産
業
は
、
県
内
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
ブ
ド
ウ
・
桃
を
は
じ
め
、

キ
ウ
イ
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
・
イ
チ
ゴ
・
ス
モ
モ
・
柿
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
果
樹
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
近
年
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
全
国
的
に
人
気
が
高
ま
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
急

増
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
持
続
的
な
果
樹
産
業
発
展
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
後
継

者
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
新
規
就
農
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や

助
成
制
度
な
ど
の
支
援
策
の
充
実
、
親
元
で
生
産
技
術
を
習
得
す

る
場
合
の
支
援
強
化
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農
業
施
策
を
図
っ
て
い
る

ほ
か
、
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
開
設
を
可
能
に
す
る
「
ワ
イ
ン
特

区
」
の
認
可
を
受
け
、
果
樹
産
業
の
６
次
産
業
化
に
も
果
敢
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
は
山
梨
市
を
含
む
峡
東
地
域
（
県
内
３
市
）
の
果

樹
農
業
シ
ス
テ
ム
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
現
在
、
世
界

農
業
遺
産
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
関
係
自
治
体
と
と
も
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｊ
Ｒ
山
梨
市
駅
と
東
山
梨
駅
の
中
間
地
域
の
市
街
化
整
備
事
業

に
関
し
て
は
、
公
募
に
よ
り
名
称
を
「
ア
ザ
レ
ア
タ
ウ
ン
」
に
決

定
し
、
現
在
早
期
工
事
着
手
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

定
住
人
口
増
加
の
切
り
札
で
あ
る
本
事
業
を「
山
梨
市
百
年
の
計
」

に
位
置
づ
け
、
今
後
も
着
実
な
進
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
い
ま
だ
収

束
が
見
通
せ
ず
、
長
い
闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
こ
れ
ま
で
全
世
帯
へ
の
マ
ス
ク
や
衛
生
用
品
の
配
布
、
市
内

医
療
機
関
、
事
業
所
、
子
育
て
世
帯
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

講
じ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
も
65
歳
以

上
の
小
規
模
巡
回
接
種
を
実
施
す
る
な
ど
、市
民
に
寄
り
添
っ
た
、

き
め
細
や
か
な
市
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
行
い
、

命
と
健
康
を
守
り
、
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
で
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
地
域
の
飛
躍
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、

直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
市
民
の
声
を
真し

ん

摯し

に
受
け

止
め
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
初
心
を
忘
れ
な
い
、
ぶ
れ
な
い
、
結
果
を

出
す
」
で
す
。
種
を
ま
き
、
大
き
く
育
て
、
花
を
咲
か
せ
、
実
を

結
ぶ
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
誰
も
が
、「
こ
の
街
に

住
ん
で
良
か
っ
た
」と
思
え
る
山
梨
市
を
築
き
あ
げ
る
と
と
も
に
、

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
と
手
を
携
え
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
桃
・
ブ
ド
ウ
の
生
産
が
最
盛
期
を

迎
え
ま
す
。
市
内
に
は
個
性
豊
か
な
温
泉
や
甲
府
盆
地
を
一
望
で

き
、
新
日
本
三
大
夜
景
や
恋
人
の
聖
地
に
も
選
ば
れ
て
い
る
笛
吹

川
フ
ル
ー
ツ
公
園
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
「
山
梨
市
」
の
自
然
と
旬
な

味
覚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

山梨県山梨市長 高木　晴雄

未来へつなぐまちづくりを
市民とともに
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千早赤阪村

大
阪
府

281

█金剛山
大阪府内最高点を誇り日本山岳遺産にも登録されている。初心者でも気軽に登山が
できる

大阪府唯一の村、
千早赤阪村

千早赤阪村は大阪府唯一の村です。府の南東
部に位置し、大阪市中心部から直線距離で

20～25㌔、車で約１時間というアクセスの良い
場所にありながら、山々や田畑、清流が織りなす
自然豊かな美しい風景を味わうことができます。

府内で最も高く、村のシンボルでもある金剛
山は、古くは古事記や日本書紀の時代から山岳
信仰の舞台としてあがめられてきた歴史があり
ます。金剛生駒紀泉国定公園にも指定されてお
り、自然の宝庫として季節を問わず多くの登山客などでにぎわっています。また、南北朝時代に活躍した武将・楠木正成公の
生誕地やゆかりのある史跡などの歴史資源が存在し、多くの人々が観光に訪れています。

千早赤阪村では「元気なあいさつで みんなで創る『唯一』と であえる 金
こ

剛
ご

山
せ

のむら」を将来像としてまちづくりをすすめて
います。南河内いちごの楽園プロジェクトによって誕生した「ちはや姫」などのとれたていちごや大阪府で最初に登録された道
の駅など村の「唯一」とであいにきませんか。

█村立郷土資料館
１階は古代から近世までの郷土の歴史資料、
２階には民具を常時展示している

█
特
産
品
い
ち
ご

村
で
は
12
月
〜
5
月
頃
ま
で
、
採
れ
た
て
の
新
鮮
な

完
熟
い
ち
ご
を
収
穫
・
販
売

█国の史跡千早城跡
楠木正成が南北朝時代に築いた山城。この
城の守りは固く、正成は少数ながら幕府軍と
互角に渡り合えたことで広く知られている

█楠公誕生地
楠木正成誕生の地という伝承が残る場所。楠
木氏館跡と考えられている候補地のひとつ

█道の駅「ちはやあかさか」
大阪府で最初に登録された道の駅。売店で
は、地元で採れた野菜・果物などを販売

█スイセンの丘
毎年１月～２月中旬にかけて約５万本のス
イセンが奉建塔のふもとに咲き、一帯には
甘い香りが漂う
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社会減克服の取り組みで地域を元気に
日本の人口は2008年をピークに減少傾向にある。地方では大都市圏に先行して減少が進み、これに歯止めをかけることは極め
て重要な課題だ。域外からの転入促進など人口の社会減克服に向けた各地の取り組みを特集する。
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特 集
基調論文「

地
方
創
生
と
は
？
」
と
講
演
や
講
義
で
尋
ね
る
と
多

く
が
的
確
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
創
生
会
議（
注
１
）

が
地
域
消
滅
の
回
避
に
「
地
方
の
人
口
流
出
を
変
え
る
」

を
示
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
注
２
）
が
、

地
方
創
生
と
し
て
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
よ
り
人
口

減
少
に
立
ち
向
か
う
」を
示
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、

「
社
会
減
克
服
へ
が
ん
ば
る
地
域
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
深
耕
す
る
た
め
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
地
方

創
生
セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
２
０
年
10
月
）」
の
講
義
内
容
を

新
た
に
原
稿
と
し
て
書
き
起
こ
し
紹
介
す
る
こ
と
で
、「
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
」「
人
口
流
出
を
変
え
る
」「
人
口
減

に
立
ち
向
か
う
」
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
の
地
域
づ
く
り
と
は

従
来
の
地
域
づ
く
り
は
、
経
済
成
長
期
に
お
け
る
人
口

増
加
・
産
業
発
展
を
目
指
し
、
全
国
総
合
開
発
計
画
（
以

下
「
全
総
」）
の
も
と
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
企
業
誘

致
を
目
標
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
域
、
拠
点
開
発
に
代
表
さ

れ
る
成
長
極
の
理
論
（
注
３
）
を
ベ
ー
ス
と
す
る
、
新
産

業
都
市
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
、
中
核
工
業
団
地
な
ど
の
地
域

開
発
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
、
６
次
産
業
、
農
商
工
連
携
、
地

域
資
源
活
用
な
ど
の
集
積
の
形
成
・
活
用
に
資
す
る
地
域

活
性
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
蓄
積
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
人
口
減
少
基
調
の
地
域
づ
く
り
へ
考
え
方
を
大
き
く

転
換
し
、「
21
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
５

全
総
）」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」「
国

土
形
成
計
画
／
第
１
次
、
第
２
次
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
新

た
な
地
域
づ
く
り
の
戦
略
・
戦
術
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
活
力
あ
る
人
口
減
少
時
代
の
地

域
づ
く
り
は
、
人
口
増
加
時
代
に
培
っ
た
従
来
の
地
域
開

発
、
地
域
づ
く
り
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
生
か
し
、
人
口
減
少
時

代
の
新
た
な
地
域
づ
く
り
と
し
て
示
さ
れ
た「
新
た
な
公
」

「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
」「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
通
価
値
の
創
造
）」「
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
産
学
官
金
連
携
」「
起
業
増
加
町
」

「
小
さ
な
拠
点
」「
関
係
人
口
」
な
ど
、
新
し
い
考
え
方
を

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

人
口
減
少
の
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
域
づ
く
り

―
地
域
に
若
者
を
惹
き
つ
け
人
口
流
動
を
変
え
る
！
―

金
岡
　
省
吾

熊
本
大
学
熊
本
創
生
推
進
機
構
・
教
授
／
地
域
連
携
部
門
長

富
山
大
学
名
誉
教
授

筆者プロフィール

金岡 省吾氏
（かなおか・しょうご）

千葉大学大学院でランドスケープ研究を、都市銀行系シンク
タンクで国土・地域政策、経済社会領域の学際的調査研究に従
事しつつ、室蘭工業大学大学院で工学博士取得。2006 年、縁
故のない富山大学に I ターンし、地域再生人材育成／ CSV（共
通価値の創造）創出塾、地域定着教育／ COC ＋（地（知）の
拠点大学による地方創生推進事業）、それらナレッジの高校移
転に取り組む。2021 年より熊本大学にて、熊本・和歌山・富
山7拠点での産学官金共創によるCSV創出塾を基軸とするロー
カルプロジェクトアカデミーを展開中。
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融
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
口
減
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
処
方
箋

各
自
治
体
は
、
地
方
創
生
戦
略
立
案
の
際
に
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
を
検
討
し
、
目
標
人
口
達
成
へ
人
口
流
出
入
や
出
生

状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
Ａ
市
を
事
例
に

人
口
の
変
化
要
因
を
考
え
る
と
、
①
人
口
維
持
に
必
要
な

合
計
特
殊
出
生
率
２
・
07
（
人
口
置
換
水
準
）
と
の
対
比

は
ど
う
か
②
時
系
列
の
年
齢
階
級
別
純
移
動
数
（
図
１
）

に
示
す
、Point1

＝
大
学
卒
業
時
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

状
況
、Point2

＝
子
育
て
層
・
20
～
30
歳
代
の
社
会
移
動
、

Point3-1

、3-2

＝
中
学
・
高
校
卒
業
時
の
社
会
移
動
―

―
が
人
口
減
少
に
関
与
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
口
減
少
要

因
の
克
服
の
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」（
注
２
）
は
、
地
方
創
生
と
し
て
「
人
口
減
少
を

和
ら
げ
る
」「
地
域
内
経
済
循
環
」「
人
口
減
少
に
適
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
地
方
に
住
み
た
い
、
地
方
と
つ

な
が
り
、
稼
ぐ
地
域
を
つ
く
る
こ
と
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
目
標
達
成
／
社
会
減
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
（
約
束
）
す
る

こ
と
を
地
域
に
求
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
に
立
ち
向
か
う 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
は
？

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
、
日
用
品
を
買
う
店
舗
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
閉
店
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
、
山
間
部

ば
か
り
で
な
く
都
市
中
心
部
で
の
限
界
集
落
の
出
現
に
よ

る
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下

に
よ
る
子
育
て
環
境
の
喪
失
な
ど
、
人
口
減
少
に
よ
る
生

活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
崩
壊
を
予
見
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
困
り
事
に
対
し
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
、
住
民
出
資
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
運

営
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
、

廃
校
舎
調
理
室
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

の
改
装
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
、「
新
た
な
公
」「
小
規
模
多

機
能
自
治
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
地
域
を
支
え
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
の

展
開
に
は
、
人
口
増
加
時
代
に
取

り
組
ま
れ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
、
農
商

工
連
携
、
地
域
資
源
活
用
等
の
各

政
策
展
開
に
よ
り
蓄
積
し
た
ナ
レ

ッ
ジ
と
と
も
に
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
、
産
学
金
連
携
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
応
用
し
、
消
失
し
た
日
常
生

活
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
発
ロ
ー
カ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
共
創

し
、
地
域
の
稼
ぐ
力
を
つ
く
り
出

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が
地

方
創
生
と
し
て
人
口
減
、
社
会
減

克
服
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
地
域

づ
く
り
で
あ
り
、
国
と
し
て
目
指

す
べ
き
目
標
で
す
。
第
２
次
国
土

形
成
計
画
に
お
い
て
も
、
将
来
人

口
が
ど
う
な
る
の
か
を
地
域
で
考
え
、
従
来
の
企
業
城
下

町
で
は
な
く
、
地
域
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
〝
起
業

増
加
町
〟
を
目
指
し
、
資
金
調
達
の
方
法
を
変
え
、
地
域

の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
提
唱
し
、
泉
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
噴
出

す
る
共
創
の
場
づ
く
り
を
地
域
に
求
め
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が 

湧
き
起
こ
る
共
創
の
場

熊
本
大
学
と
和
歌
山
県
田
辺
市
は
、
産
官
学
金
連
携
に

よ
る
実
践
的
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
人
材
育
成
塾
「
た

な
べ
未
来
創
造
塾
」（
14
回
、
８
カ
月
）
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
座
学
で
修
了
証
を
授
与
す
る
こ
と
が
目
的
で

図 1 　年齢階級別純移動数の時系列分析（熊本県 A 市）

【出典】�総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成 
https://resas.go.jp/populationsociety/#/movement/43/43210/2/1/1/2020/5.333900736553437/ 
41.42090017812787/142.29371418128918

【注】リーサスから転用した図表を，一部，筆者が加工・加筆
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は
な
く
、
地
域
の
若
手
経
営
者
が
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
出
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
学
習
）

を
行
い
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と
し
て
塾
生

の
稼
働
率
60
％
を
設
定
し
、
地
方
創
生
の
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
能
動
的
に
地
域
が
動
き
出
す
、
人
口
減
少
時
代
の
地
域

活
性
へ
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
に
大
学
と
市
役
所
が
取

り
組
む
も
の
で
す
。
人
材
育
成
塾
に
参
加
し
た
小
さ
い
企

業
が
取
り
組
む
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

農
家
発
の
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
と
連
鎖

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大

が
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
鳥
獣
被
害
→
農
作
物
収
入

の
不
安
定
化
→
さ
ら
な
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
と
の
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
み
、
流
出
す
る
若
者
の
地
域
や
農
業
へ

の
魅
力
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
連
鎖
を

断
ち
切
ろ
う
と
、
若
者
衆
（
図
２
）
が
鳥
獣
捕
獲
に
の
り

だ
し
、
こ
の
動
き
に
共
鳴
し
て
、
県
外
流
出
し
て
い
た
ジ

ビ
エ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
若
手
シ

ェ
フ
が
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
山
の
中
に
開
店
。
こ
の

活
動
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
共
鳴
し
始
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
の
資
金
調
達
、
わ
く
わ
く
す
る
仕
事
を
作
っ

て
こ
こ
に
住
み
た
い
と
プ
ロ
ボ
ノ
（
専
門
知
識
等
を
生
か

し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
関
係
人
口
と
い
わ
れ

る
若
い
人
も
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。
立
ち
上
が
っ
た
若
者

衆
は
、
何
人
も
の
若
手
を
地
区
に
戻
し
、
地
域
の
小
さ
な

経
済
が
回
る
た
め
の
稼
ぐ
力
と
し
て
、
商
品
開
発
、
農
作

業
代
行
、
農
地
回
復
な
ど
の
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
り
だ

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
成
長
の
極
に
よ
り
経
済

を
回
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
、
農
商
工
連
携
の
考
え
を
肌

感
覚
で
動
か
す
も
の
で
、
現
在
は
地
域
商
社
機
能
を
形
成

す
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

地
方
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
価
値
連
鎖

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
塾
生
が
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
食
害

を
受
け
た
ア
カ
ネ
材
に
注
目
し
た
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

を
提
案
す
る
と
、
同
期
塾
生
の
家
具
屋
さ
ん
が
相

乗
り
案
を
、
苗
木
生
産
す
る
林
業
家
の
後
輩
塾
生

も
同
調
、
さ
ら
に
は
塾
生
外
の
製
材
所
、
一
級
建

築
士
も
呼
応
し
、
入
り
口
か
ら
出
口
ま
で
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
、
経
営
学
用
語
の
価
値
連
鎖
と

し
て
つ
な
が
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
先
駆
け
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
図
３
）
が
稼
働
し
ま
し
た
。
山

を
守
る
商
品
づ
く
り
が
、
今
ま
で
入
り
込
め
な
か

っ
た
企
業
へ
の
新
た
な
営
業
ツ
ー
ル
に
な
る
な

ど
、
地
域
の
壁
を
乗
り
越
え
る
新
た
な
企
業
行
動

が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
頭
脳
立
地
法
」
で
地
方
集
積
が
企

図
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
業
は
、
安
い
単
価
、
見
知
ら
ぬ
企
業

を
受
け
入
れ
づ
ら
い
雰
囲
気
等
、
地
方
で
は
開
業
し
に
く

い
実
態
も
あ
り
ま
す
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
塾
生
は
６
次
産

業
化
、
ク
ラ
ス
タ
ー
化
な
ど
の
従
来
型
地
域
づ
く
り
と
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
実
践
と
い
っ
た
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
理
論
を
融

合
す
る
新
た
な
武
器
を
手
に
入
れ
、
無
意
識
に
、
肌
感
覚

で
人
口
減
少
時
代
の
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
、
デ
ザ
イ
ン

業
の
地
域
定
着
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
稼
げ
る
地
域
づ
く
り

紹
介
事
例
は
、
地
域
課
題
解
決
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
受

動
的
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
）
と
し
て
で
は
な
く
、
取
り

組
む
企
業
が
、
自
社
の
強
み
や
本
業
を
生
か
し
た
地
域
課

題
解
決
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
り
始
め
、
地
域
の
将
来
が
ど

う
な
る
か
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
す
べ
て
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
課
題
と
地
域
課
題
の
双
方

を
解
決
す
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
稼
働
さ
せ
る
も
の
で
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
「
三
方
よ
し
」
を
実
践
し
、
事
業
承
継

す
る
、
第
二
創
業
に
よ
る
起
業
増
加
町
づ
く
り
で
す
。
あ

の
塾
生
と
こ
の
塾
生
が
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
こ
の
塾
生
と

こ
の
塾
生
が
つ
な
が
る
な
ど
、
全
総
時
代
の
６
次
産
業
、

ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
の
考
え
方
が
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。
事

業
承
継
に
興
味
を
示
す
地
域
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
地
域

の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
直
感
的
に
み
ん
な
で
感
じ
合

い
な
が
ら
動
い
て
い
ま
す
。
田
辺
で
は
５
期
58
人
の
塾
生

を
送
り
出
し
、
稼
働
率
71
％
、
41
の
地
域
課
題
解
決
ビ
ジ

ネ
ス
が
稼
働
し
、
さ
ら
に
塾
生
同
士
の
ク
ラ
ス
タ
ー
化
、

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
が
連
動
す
る
共
創
の
場
の
形
成
な

ど
、「
自
分
た
ち
が
動
け
ば
地
域
は
変
わ
る
！
」
と
い
う

自
治
体
が
作
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
通
り
に
、
読
者
の

方
は
地
域
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
直
感
的

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
多
様
な
ス
テ
イ
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
、
見
え
ざ
る
手
に
促
さ
れ
、
自
ら
の
た
め
に

図 2　自分たちの畑は自分たちで守る。若手農家で「チーム HINATA」結成

図 3　虫食い材（アカネ材）に光を！「BokuMoku」プロジェクト

一級建築士

家具屋（１期生）

植栽・管理業者（２期生）

グラフィック
デザイナー
（１期生）

製材所 木工所
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そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

地
方
で
活
躍
す
る
の
が
格
好
い
い

あ
る
大
手
企
業
は
「
地
元
が
大
好
き
な
〝
あ
な
た
〟
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
せ
ん
か
」「
地
方
創
生
と
い
う

言
葉
に
わ
く
わ
く
す
る
。
社
会
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
仕

事
を
し
た
い
方
」
就
職
し
ま
せ
ん
か
と
、
地
方
創
生
を
リ

ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
の
武
器
に
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

地
方
企
業
に
は
こ
う
し
た
採
用
行
動
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
人
材
育
成
塾
の
関
係
者
が
大
学
で
共
創
の
場
や

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
例
を
講
義
す
る
と
、
学
生
か
ら
「
こ
ん
な
の

知
ら
な
か
っ
た
」「
地
方
創
生
は
面
白
い
」と
の
声
が
あ
が
り
、

就
職
先
と
し
て
の
県
内
魅
力
度
が
統
計
的
に
有
意
に
向
上

（
注
４
）
し
、
前
述
の
大
手
企
業
の
よ
う
に
、
地
方
創
生
に

取
り
組
み
た
い
と
の
若
者
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
職
業
選
択
の

受
け
皿
と
し
て
の
雇
用
創
出
の
必
要
性
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
実
際
に
、
田
辺
の
塾
生
企
業
を
自
ら
探
し
出
し

就
職
す
る
大
都
市
学
生
も
現
れ
、
社
会
減
克
服
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
稼
げ
る
地
域
づ
く
り
は
、
単
な
る
売
上
げ
増
で
な

く
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
（
価
値
）
を
向
上
さ
せ
、
若
者
を
ひ

き
つ
け
人
流
を
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
意
識
変
化
の
ナ
レ
ッ
ジ
移
転
を
、
魚
津

市
の
私
立
高
校
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
学
・
市
役
所
が

協
働
す
る
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
図
４
）
と

し
て
、
塾
生
Ｏ
Ｂ
が
協
力
し
、
生
徒
が
地
域
の
良
さ
や
地

域
課
題
を
理
解
す
る
と
と
も
に
課
題
解
決
能
力
を
身
に
付

け
、「
地
域
に
残
り
、
地
域
を
支
え
る
若
者
の
育
成
」
を

目
指
す
も
の
で
す
。
取
り
組
み
の
結
果
、
近
隣
の
公
立
高

校
が
定
員
割
れ
す
る
な
か
、
激
減
し
て
い
た
専
願
数
、
入

学
者
数
が
回
復
し
ま
し
た
。
専
願
者
の
増
加
要
因
を
理
事

長
・
校
長
は
、
受
験
生
や
親
御
さ
ん
の
高
校
に
対
す
る
見

方
が
変
化
し
、
進
学
校
で
は
な
い
高
校
が
地
域
の
中
で
存

在
感
を
示
し
、
高
校
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
塾
生
以
外
の
企

業
も
費
用
負
担
を
伴
う
地
域
連
携
教
育
へ
の
協
力
の
申
し

出
も
あ
り
、
取
り
組
み
の
輪
が
拡
大
中
で
す
。

社
会
減
克
服
に
何
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
か

社
会
減
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
域
づ
く
り
は
、
ま
ず

は
大
学
の
敷
地
で
試
作
シ
ス
テ
ム
を
動
か
し
、
サ
テ
ラ
イ

ト
と
な
る
共
創
の
場
を
魚
津
市
に
、
次
に
大
学
と
魚
津
市

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
高
岡
市
に
、
さ
ら
に
、
大
学
・
２
自

治
体
に
よ
り
移
動
距
離
６
時
間
を
要
す
る
県
外
の
田
辺
市

へ
と
ナ
レ
ッ
ジ
移
転
し
た
結
果
、
３
地
域
で
塾
卒
業
生
１

６
５
人
、
１
０
９
人
稼
働
、
稼
働
率
66
・
１
％
（
２
０
２

０
年
６
月
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
辺
市
→
南
砺

市
、
熊
本
県
八
代
市
へ
の
ナ
レ
ッ
ジ
移
転
、
さ
ら
に
筆
者

の
熊
本
Ｉ
タ
ー
ン
に
伴
い
、
熊
本
県
４
カ
所
（
阿
蘇
広
域

地
域
、
天
草
市
、
玉
名
市
、
菊
池
市
）
へ
拡
大
し
、
地
域

課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
泉
の
形
成
へ
、

自
治
体
の
枠
、
県
域
の
枠
を
超
え
、
相
互
に
協
力
し
合
い
、

熊
本
・
和
歌
山
・
富
山
の
広
域
７
拠
点
で
知
の
対
流
を
促

す
共
創
の
場
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
で
開
発
し
た
共
創

の
場
は
、
従
来
、
重
視
さ
れ
て
き
た
目
利
き
力
で
動
か
す

の
で
は
な
く
、
価
値
連
鎖
に
よ
り
地
域
が
能
動
的
に
自
走

し
始
め
る
仕
組
み
に
加
え
、
将
来
、
大
学
生
や
高
校
生
が

関
係
人
口
と
し
て
地
域
外
か
ら
関
わ
り
た
い
、
あ
る
い
は

地
域
に
戻
り
た
い
、さ
ら
に
は
子
供
が
事
業
継
承
し
た
い
、

地
方
で
の
活
躍
が
格
好
い
い
と
思
わ
せ
、
若
者
を
ひ
き
つ

け
人
の
流
れ
を
変
え
る
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。こ
の
た
め
、

熊
本
で
人
材
育
成
塾
を
展
開
す
る
地
域
の
高
等
学
校
が
、

稼
げ
る
地
域
づ
く
り
と
連
動
す
る
高
校
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
興
味
を
示
し
始
め
て
い
ま
す
。

社
会
減
克
服
へ
の
地
域
の
取
り
組
み
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
に
よ
り
、
地
方
に
住
み
た
い
、

地
方
と
つ
な
が
り
た
い
と
の
意
識
変
化
を
生
じ
さ
せ
、
人

口
減
少
克
服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
方
創
生
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
で
は
な
く
、
ス

テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
各
々
が
自
ら
汗
を
か
き
、
ナ
レ
ッ
ジ
を

蓄
積
す
る
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
共
創
の
場
を

大
学
と
各
自
治
体
が
提
供
し
て
い
ま
す
。
共
創
の
場
形
成

に
よ
る
地
域
再
生
塾
と
大
学
生
・
高
校
生
の
意
識
変
化
の

連
関
は
、
全
国
各
地
の
多
様
な
場
所
で
応
用
可
能
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
自
治
体
、
高
校
関
係
者
の
読
者
の
方
々
、

社
会
減
克
服
に
む
け
一
緒
に
共
創
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

注
１　

http://w
w

w
.policycouncil.jp/pdf/prop03/prop03.pdf

「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地
方
元
気
戦
略
」
日
本
創
生
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討

分
科
会 2014/5/8　

p13

～15

注
２　

https://w
w

w
.chisou.go.jp/sousei/info/pdf/r1-12-20-senryaku.pdf

「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
内
閣
府　

2019/12/20　

p21

～23

注
３　

国
土
計
画
の
変
遷
―
効
率
と
衡
平
の
計
画
思
想 2008/4/1

、
川
上
征
雄

（
著
）、1151

ペ
ー
ジ
、
鹿
島
出
版
会　

p53

～54

注
４　

尾
山
真
・
金
岡
省
吾
・
塩
見
一
三
男
・
小
松
亜
紀
子
・
市
村
恒
士
（2021

）：

富
山
大
学
に
お
け
る
地
域
の
担
い
手
教
育
に
よ
る
地
域
定
着
意
識
の
変
化
に
関

す
る
研
究
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究84

（5

）、645-650

、
日
本
造
園
学
会

図 4　 高校へのノウハウ移転
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特 集
適
疎
な
町
と
は

東
川
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
町
内
東

部
に
は
北
海
道
の
自
然
を
代
表
す
る
旭
岳
を
始
め
と
す
る

大
雪
山
連
峰
を
有
し
て
お
り
、
大
雪
山
か
ら
の
伏
流
水
が

豊
富
で
町
内
に
は
上
水
道
が
な
く
、
住
民
す
べ
て
が
良
質

な
地
下
水
で
生
活
し
て
い
る
人
口
約
８
４
０
０
人
の
町
で

す
。
か
つ
て
は
人
口
減
少
が
進
み
、
一
時
は
７
０
０
０
人

を
割
り
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
お
よ
そ
30
年
で
20
％
増

加
し
て
い
ま
す
。

町
づ
く
り
で
中
心
と
な
る
考
え
方
が
「
適
疎
な
町
」
で

す
。
町
で
は
、
令
和
４
年
１
月
機
構
改
革
に
よ
り
、「
適

疎
推
進
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。「
適
疎
」
と
い
う
言
葉

は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、「
適
疎
」
を
過
密
で
も
な
い
過
疎
で
も
な
い
「
適

当
に
疎
が
あ
る
」
状
態
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
自

然
豊
か
な
場
所
で
、「
疎
」、
つ
ま
り
間
（
ま
）
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
都
市
と
は
違
う
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
と
時
間
、

そ
し
て
顔
の
見
え
る
仲
間
と
の
関
係
性
が
あ
り
、
し
っ
か

◆◆◆

り
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
中
で
の
暮
ら

し
が
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
づ
く
り

の
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
が

目
指
し
て
い
る
「
適
疎
な
町
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。写

真
の
町
事
業

取
り
組
み
の
一
つ
目
は
、
写
真
の
町
事
業
で
す
。
東
川

町
は
、
昭
和
60
年
、
当
時
全
国
の
市
町
村
が
「
一
村
一
品

運
動
」
に
よ
り
地
域
お
こ
し
を
図
ろ
う
と
す
る
中
、
あ
る

企
画
会
社
か
ら
「
写
真
」
を
軸
と
し
た
町
づ
く
り
を
提
案

さ
れ
、「
写
真
の
町
」宣
言
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
日
に
至
る
ま
で
30
年
以
上
の
長
き
に
渡
り
さ
ま
ざ
ま
な

写
真
の
町
事
業
を
展
開
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
数
多
い
事

業
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
が
写
真
甲
子
園
で
す
。

写
真
甲
子
園
は
、
全
国
の
高
校
の
写
真
部
や
写
真
サ
ー

ク
ル
か
ら
共
同
制
作
に
よ
る
作
品
を
募
集
し
、
応
募
作
に

よ
っ
て
優
秀
な
高
校
を
選
抜
し
た
う
え
で
東
川
町
に
招

◆◆◆

き
、
同
一
条
件
の
も
と
、
全
国
一
を
決
定
す
る
大
会
で
す
。

写
真
甲
子
園
に
は
多
く
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
町
づ
く

り
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
と
き
に
重
要
な
点
は
、
町
民
を

含
む
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
大
会
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

東
川
町
に
来
た
高
校
生
は
ま
ず
、町
内
の
自
治
振
興
会
、

農
協
や
商
工
会
の
女
性
団
体
が
中
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
お
い
し
い
ご
は
ん
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
開
会
式
直
後
に
は
、
町
民
の
家
に
一
晩
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
一
層
の
歓
迎
を
受
け
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
写
真
甲
子
園
を
始
め
と
す
る
写
真
の
町
事

業
は
、
多
く
の
町
民
参
加
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
内
に
「
顔
が
見
え
挨
拶
が
あ
る
仲
間
」
と
い

う
関
係
性
が
あ
り
、
適
疎
な
町
を
目
指
す
東
川
町
な
ら
で

は
の
文
化
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
町

民
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
継
続
性
が
担
保
さ

れ
、
今
日
ま
で
続
く
「
写
真
の
町
」
東
川
町
が
あ
る
の
で

す
。長

年
実
施
し
て
き
た
写
真
の
町
事
業
に
よ
り
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

以
前
か
ら
、
町
は
写
真
業
界
や
写
真
甲
子
園
に
出
場
す
る

学
校
、
高
校
生
た
ち
と
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
写
真
甲
子
園
へ
の
出
場
経
験
者
の
中
に
役
場
職
員

に
な
る
人
が
い
る
な
ど
、
町
の
魅
力
発
信
に
お
け
る
重
要

な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
に
と
っ

て
も
「
写
真
の
町
」
で
あ
る
こ
と
が
東
川
町
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
の
認
識
が
深
ま
り
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
写
真
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
写
真
少
年
団
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
活
動
の
み
な
ら
ず

町
の
魅
力
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
東
川
町

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

―「
写
真
の
町
」
東
川
町
が
実
践
す
る
町
づ
く
り
―村

中
　
豪

東
川
町
適
疎
推
進
課
適
疎
推
進
室 

主
任

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
「
適
疎
な
町
」
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町
立
日
本
語
学
校
の
開
設

続
い
て
、
日
本
語
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
事
業
の
き
っ
か
け
は
、
町
内
の
専
門
学
校
の
卒
業

生
で
あ
る
韓
国
の
方
か
ら
、
卒
業
後
来
町
し
た
際
に
「
韓

国
の
学
生
に
こ
の
町
で
日
本
語
を
勉
強
さ
せ
た
い
」
と
提

案
を
受
け
、
平
成
21
年
か
ら
日
本
語
研
修
生
の
受
け
入
れ

を
始
め
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
初
は
数
カ
月
の

期
間
で
日
本
語
を
学
ん
で
も
ら
う
と
い
う
事
業
で
し
た

が
、
長
期
の
日
本
語
研
修
に
つ
い
て
も
需
要
が
あ
る
こ
と

を
把
握
し
た
こ
と
で
、
６
カ
月
か
ら
１
年
間
と
い
う
期
間

で
日
本
語
教
育
を
行
う
町
立
日
本
語
学
校
を
平
成
27
年
に

開
校
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
異
な
る
文
化
圏
か
ら
き
た
多
く
の
留
学
生
に

対
す
る
町
民
の
戸
惑
い
の
声
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
留
学
生
と
、
適
度
な
「
疎
」
の
中
に
存
在

◆◆◆

す
る
町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
、
そ
う
し
た
声
は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
留
学
生
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
芸
能
発
表

会
に
出
演
し
、
美
し
い
民
族
衣
装
を
着
て
踊
り
を
披
露
し

て
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、
と
あ
る
町
内
で
商

店
を
営
む
方
が
、
多
く
の
留
学
生
に
対
し
分
け
隔
て
な
く

手
助
け
し
、
相
談
を
受
け
、
あ
た
た
か
な
サ
ポ
ー
ト
で
留

学
生
の
不
安
や
寂
し
さ
を
取
り
除
き
、
留
学
生
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
生
み
出
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
夫
婦
で
協
力
し
、
留
学
生

を
自
宅
に
招
き
悩
み
を
聞
い
た
り
手
料
理
を
ふ
る
ま
っ
た

り
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
留
学

生
と
町
民
と
の
交
流
に
よ
り
、
東
川
町
の
日
本
語
学
校
運

営
は
継
続
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
本
語
学
校
事
業
も
東
川
町
の
価
値
向
上
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
東
川
町
に
滞
在
し
た
留
学

生
が
母
国
に
帰
り
、
町
の
宣
伝
を
し
て
く
れ
る
こ
と
で
さ

ら
な
る
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

る
ほ
か
、
多
い
時
で
３
０
０
人
ほ
ど
の
留
学
生
が
町
に
滞

在
す
る
こ
と
は
町
に
と
っ
て
か
な
り
大
き
な
経
済
効
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取
り
組
む
適
疎
な
町

東
川
町
は
、
令
和
４
年
３
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取

り
組
む
適
疎
な
町
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２

０
５
０
年
に
向
け
適
疎
な
町
を
目
指
し
な
が
ら
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
を
達
成
す
る
と
い
う
旨
の
方
針
を
宣
言
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
と
お
り
、
適
度
な
「
疎
」

が
あ
り
、「
顔
の
見
え
る
仲
間
と
の
関
係
性
」
が
あ
る
こ

と
が
東
川
町
の
魅
力
で
す
。
そ
の
魅
力
が
よ
り
一
層
深
化

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
た
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
今
の
東
川
町
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
で
す
。

◆◆◆

ゼロカーボンに取り組む適疎な町宣言文

町立日本語学校での授業の様子

豊かな自然と共存する東川町の町並み
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大
切
な
の
は
住
民
の
「
熱
量
」

全
国
の
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。縮
退
社
会
の
時
代
に
お
い
て
、

行
政
と
し
て
向
き
合
う
べ
き
課
題
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

地
域
経
済
の
低
迷
、
空
き
家
の
増
加
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
衰
退
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
克
服
す
べ
き
課
題
は
行
政
が
一
方
的
に
決
め

る
こ
と
で
は
な
く
、
当
事
者
と
し
て
そ
の
地
域
に
暮
ら
す

住
民
と
行
政
が
一
緒
に
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。
課
題
と

は
、
目
指
す
べ
き
目
標
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

た
め
の
も
の
で
す
。
地
域
の
将
来
像
を
考
え
た
と
き
、
も

し
住
民
自
身
が
現
状
か
ら
何
も
変
え
る
必
要
が
な
い
と
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
克
服
す
べ
き
課
題
は
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
ま
ず
は
行
政
と
住
民
が
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
と
地
域
に
向
き
合
い
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆◆◆

そ
れ
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
と
な
る
の
が
、
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
地
域
の
活
力
の
低
下
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
活
力
が
低
下
す
る
と
、
そ
こ

で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
の
地
元
へ
の
愛
着
や
プ
ラ
イ

ド
、
す
な
わ
ち
「
熱
量
」
が
低
下
し
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

し
と
地
域
に
無
関
心
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
従
っ
て
、
行
政
と
し
て
向
き
合
う
べ
き
重
要
な
課

題
の
一
つ
は
住
民
の
感
情
で
あ
り
、
地
域
に
対
す
る
熱
量

を
上
げ
て
い
く
と
い
う
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と 

紫
波
町
の
ま
ち
づ
く
り

紫
波
町
は
岩
手
県
内
に
お
い
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
町
の
中
央
部
は
市
街
地
化
が
進
み
、

特
に
子
育
て
世
代
の
転
入
が
顕
著
で
す
。
し
か
し
、
少
し

中
央
部
を
離
れ
る
と
田
園
地
帯
な
ど
の
農
村
部
が
広
が
っ

て
お
り
、人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
令
和
２
年
か
ら
令
和
３
年
に
か
け
て
農
村
部
の

◆◆◆

小
学
校
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
行

政
に
対
し
て
反
感
を
抱
く
農
村
部
の
住
民
も
現
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
が
生
ま
れ
て
し
ま

う
と
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
へ
の
熱
量
は
低
下
し
、
地

域
に
対
し
て
無
関
心
に
な
り
、
地
域
の
活
力
が
低
下
す
る

と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
地
方
創
生
の
成
功
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
紫
波
中
央

駅
前
都
市
整
備
事
業
）
は
全
国
的
に
も
注
目
度
が
高
く
、

オ
ガ
ー
ル
が
き
っ
か
け
で
紫
波
町
を
好
き
に
な
っ
た
方
、

オ
ガ
ー
ル
に
関
わ
り
た
く
て
紫
波
町
に
移
住
し
た
方
な

ど
、
高
い
熱
量
を
も
っ
て
紫
波
町
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
紫
波
町
の
魅
力
や
価
値
を
見

出
し
、充
実
し
た
紫
波
町
ラ
イ
フ
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
縮
退
社
会
に
お
け
る
紫

波
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
口
と
い
う
「
量
」
の
問
題
に

捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
感
情
と
い
う
「
質
」
の
部
分
に
焦

点
を
当
て
、
ま
ち
の
こ
と
を
好
き
だ
と
言
っ
て
く
だ
さ
る

方
、
ま
ち
の
情
報
を
一
緒
に
発
信
し
て
く
だ
さ
る
方
、
ま

ち
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
の
「
ま
ち

の
フ
ァ
ン
」
の
方
々
と
共
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た

め
の
新
た
な
仕
掛
け
と
し
て
、
①
熱
源
を
持
つ
フ
ァ
ン
を

巻
き
込
む
こ
と
②
フ
ァ
ン
の
熱
量
を
さ
ら
に
上
げ
て
い
く

こ
と
③
フ
ァ
ン
の
熱
量
が
伝
わ
っ
て
い
く
仕
組
み
を
作
る

こ
と
―
―
を
始
め
ま
し
た
。

若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
源
に

①
に
つ
い
て
は
、
熱
源
を
持
つ
フ
ァ
ン
は
特
に
若
年
層

◆◆◆

岩
手
県
紫
波
町

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

地
域
へ
の
愛
着
、

�

プ
ラ
イ
ド
を
高
め
る
取
り
組
み

須
川
　
翔
太

紫
波
町
産
業
部
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長

―
フ
ァ
ン
を
巻
き
込
み
深
く
長
く
愛
さ
れ
る
町
へ
―

9 2022・7 月号 地域づくり 特集編 2022・7 月号地域づくり 特集編 8

2



特 集

に
多
い
こ
と
を
見
込
み
、
大
学
生
の
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
を
行
い
ま
し
た
。

実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
想
い
を
持
っ
た
地
域

の
企
業
と
、
大
学
を
飛
び
出
し
地
域
で
働
き
た
い
学
生
が

タ
ッ
グ
を
組
み
、
新
規
事
業
の
創
出
や
経
営
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
本
気
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
主
に
首
都
圏

の
大
学
か
ら
町
内
の
酒
蔵
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
学
生
を
受
け

入
れ
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
地
元
商
店
街
の
飲
食
店
と
酒
蔵
が
連
携

し
た
酒
粕
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
で
は
「
酒
粕
生
ク
リ
ー
ム
の

フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
」
と
い
う
特
色
あ
る
商
品
が
誕
生
し
、

商
店
街
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
「
紫
波
タ
ウ

ン
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
」
と
い
う
名
称
で
隊
員
を
募
集
し
、

地
方
で
の
起
業
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に
採
用
を
進

め
ま
し
た
。
現
在
は
、
協
力
隊
を
や
り
な
が
ら
カ
フ
ェ
を

経
営
し
て
い
る
隊
員
、
本
を
出
版
し
て
い
る
隊
員
、
農
業

を
や
っ
て
い
る
隊
員
、
看
護
師
資
格
を
持
っ
て
い
る
隊
員

な
ど
、
個
性
豊
か
な
面
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し

な
が
ら
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
熱
源
を
持
つ
協
力

隊
の
周
り
に
は
新
た
な
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
互
い

に
熱
量
を
高
め
合
う
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
リ
ア
ル
を
つ
な
ぐ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

②
、
③
に
つ
い
て
は
、
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
行
政
が
実
施
す
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
主
に
移
住
促
進
や
魅
力
発
信
の
た
め

◆◆◆

に
行
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
広
く
沢
山
の
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
紫
波
町
が
行
う

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
熱
量
を
伝
播
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
距
離
を
縮
め
た
り
、

関
係
を
構
築
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一

方
的
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
大
量
に
発
信
す
る
の
で
は
な

く
、
熱
量
が
込
め
ら
れ
た
情
報
を
正
確
に
届
け
て
い
く
こ

と
で
人
々
の
心
を
動
か
し
た
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
連
動
さ
せ

た
「
つ
ば
め
の
森
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
今
年
３
月
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト

を
紹
介
す
る
こ
と
で
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
た
り

深
め
た
り
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
の
一
人
ひ
と
り
と
の

距
離
を
よ
り
一
層
縮
め
な
が

ら
フ
ァ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
フ
ァ
ン
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

施
策
を
通
じ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
）
と
リ
ア
ル
（
オ

フ
ラ
イ
ン
）
を
つ
な
ぐ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

ま
ち
に
関
わ
る
方
々
の
思
い

を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

紫
波
町
が
多
く
の
方
に
よ

り
深
く
、
よ
り
長
く
愛
さ
れ

る
町
に
な
る
た
め
、
熱
量
が

上
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

酒粕生クリームのフルーツサンド

地域おこし協力隊

つばめの森
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市
外
か
ら
の
移
住
増
を
目
指
さ
な
い

北
本
市
は
埼
玉
県
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約
６
万
５
０

０
０
人
の
小
さ
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
す
。

２
０
１
９
年
時
点
で
人
口
減
少
が
他
近
隣
自
治
体
と
比

し
て
も
進
ん
で
お
り
、
消
滅
可
能
性
都
市
の
一
つ
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
特
に
若
年
層
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め 

、
２
０
１
９

年
４
月
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
（
２
名
）
が
新

設
さ
れ
、
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
改
め
て
人
口
減
少
対
策
と
し
て
自
治
体
が
何
を

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

当
時
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
定
住
・
移
住
促
進

事
業
と
い
う
と
、
転
入
や
子
育
て
に
関
す
る
補
助
金
を
創

設
し
、
制
度
面
か
ら
他
自
治
体
と
差
別
化
を
図
る
、
ま
た

は
大
手
広
告
代
理
店
に
委
託
料
を
払
っ
て
、
打
ち
上
げ
花

火
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
い
、
一
時
的
に
ま
ち

◆◆◆

の
知
名
度
を
上
げ
る
と
い
う
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

私
は
そ
う
し
た
状
況
に
強
い
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
お
金
を
か
け
て
便
益
を
提
供
し
て
い
く
、
宣
伝
し
て

い
く
方
法
は
、
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
た
場
合
に

は
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
で
呼

び
込
む
方
法
で
本
当
に
ま
ち
を
愛
す
る
人
た
ち
に
来
て
も

ら
え
る
の
か
。
そ
も
そ
も
外
か
ら
人
を
連
れ
て
く
る
と
い

う
手
法
は
単
に
人
口
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
日

本
全
体
を
見
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、北
本
市
で
は
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、

①
今
住
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
た
ち
（
特
に
転
出
が
著

し
い
20
～
40
代
半
ば
の
若
い
世
代
）
に
、
ま
ち
に
愛
着
を

持
ち
住
み
続
け
て
も
ら
う
②
仮
に
人
口
が
減
っ
た
と
し
て

も
、多
く
の
人
が
ま
ち
の
活
動
に
参
加
し
関
わ
る
こ
と
で
、

ま
ち
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
―
―
こ
の
二
つ
の
状
況
を

生
み
出
す
こ
と
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
核
と

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

成
果
指
標
「m

G
A

P

」
の
採
用

ま
ち
へ
の
愛
着
と
い
う
と
、
ど
こ
か
曖
昧
で
成
果
指
標

に
設
定
す
る
に
は
客
観
性
が
欠
け
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、人
口
増
減
に
代
わ
る
成
果
指
標
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
出
会
っ
た
の
が
、
東
海
大
学
河
井
孝
仁
教

授
の
提
唱
す
る
、
ま
ち
へ
の
①
推
奨
②
参
加
③
感
謝
―
―

の
三
つ
の
意
欲
を
成
果
指
標
と
す
るm

GA
P

（
エ
ム
ギ

ャ
ッ
プ
・
修
正
地
域
参
画
総
量
指
標
）
で
す
。

m
GA

P

で
は
、
仮
に
人
口
が
減
少
し
て
も
意
欲
を
高

め
る
こ
と
で
、
成
果
を
プ
ラ
ス
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
のm

GA
P

を
全
国
で
初
め
て
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
正
式
な
成
果
指
標
と
し
、
河
井
教
授

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
庁
内
研
修
を
受
け
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
３
０
０
０

人
に
対
す
る
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
でm

GA
P

を
測
っ
た
と
こ
ろ
、

−

１
０
１
９
と
大
幅
に
マ
イ
ナ
ス
に

振
れ
、
特
に
推
奨
意
欲
（
他
の
人
に
自
分
の
住
む
ま
ち
を

お
薦
め
す
る
気
持
ち
の
程
度
）
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

「&
green

」

ま
ち
へ
の
推
奨
意
欲
が
低
い
状
況
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
北
本
市

に
暮
ら
す
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
を
知
る

た
め
に
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
き
た
も
と
暮
ら
し
研

究
会
」
や
、
市
役
所
若
手
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
き
た
も
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
」
を
立
ち

上
げ
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

埼
玉
県
北
本
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

林
　
博
司

パ
ブ
リ
シ
ン
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役

前
北
本
市
産
業
観
光
課
商
工
労
政
・
観
光
担
当 

主
査

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

�

「&
green

」
を
展
開

―「
三
つ
の
意
欲
」
で
測
る
新
た
な
指
標
が
奏
功
―
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そ
の
中
で
、
暮
ら
し
て
い
く
上
で
の
ま
ち
の
魅
力
を
改

め
て
整
理
し
た
と
こ
ろ
、

・
首
都
圏
近
郊
の
小
規
模
で
平
地
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り

な
が
ら
、
荒
川
沿
い
の
里
山
空
間
は
全
国
で
も
屈
指
の

動
植
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
、
市
街
地
に
も
適
度
に

雑
木
林
が
残
さ
れ
緑
被
率
は
約
50
％
を
保
持
し
て
い
る

・
緑
を
生
か
し
た
「
き
た
も
と
緑
の
森
め
ぐ
り
」
や
「
秋

の
収
穫
祭
」
と
い
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
屋
外
仮
設
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
開
か
れ
て
い
る

・
市
内
に
70
カ
所
以
上
農
産
物
の
直
売
所
が
あ
り
、
地
産

地
消
が
進
ん
で
い
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
今
後
統
一
的
に
発
信
し
、

高
め
て
い
く
た
め
に
、「&

ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン

green 

―
豊
か
な
緑
に
囲
ま

れ
た
、 

ゆ
っ
た
り
と
し
た
街
の
中
で
、 

あ
な
た
ら
し
い
暮

ら
し
を
―
」
と
い
う
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
を
定
め
、
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

17
年
ぶ
り
の
人
口
社
会
増

「&
green

」
の
魅
力
を
伝
え
る
冊
子
の
発
行
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
動
画
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

▽
農
業
体
験
な
ど
日
々
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
体
感
す
る
ツ

ア
ー
「&

green

暮
ら
し
の
学
校
」
を
実
施
▽
「&

green

」

デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
市
封
筒
・
名
刺
等

発
行
媒
体
へ
印
字
▽
北
本
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を

「&
green food

」
と
し
て
展
開
▽
公
設
民
営
の
カ
フ
ェ

名
を
「&

green cafe

」
と
す
る
―
―
な
ど
２
０
１
９
年

か
ら
２
０
２
１
年
度
の
３
年
間
で
、「&

green

」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
庁
内
外
に
横
串
を
さ
す
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
現
在
最
も
効
果
的
と
捉
え
、
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
が
屋
外
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
で

す
。
屋
外
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
機
能
す
る

売
り
買
い
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、&

green

の
魅
力

◆◆◆

を
知
り
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
つ
な
が
れ
る

場
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
北
本
に
暮
ら
す
人
や
関
わ

る
人
が
ま
ち
を
知
る
・
好
き
に
な
る
・
参
加
し
た
く
な
る

き
っ
か
け
と
な
る
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
北
本
で
日
常
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
価

値
と
展
開
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

学
校
」
を
実
施
。
そ
の
実
践
の
場
と
し
て
月
１
回
市
役
所

芝
生
広
場
で「&

green m
arket

」を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
を
通
し
、
成
果
指
標
で
あ

るm
GA

P

は
２
０
２
１
年
に

−

６
１
８
と
な
り
２
０
１

９
年
か
ら
４
０
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
人
口

増
減
で
の
実
績
を
み
る
と
、
２
０
２
０
年
は
17
年
ぶ
り
の

社
会
増
、
２
０
２
１
年
は
若
年
層
世
代
（
20
代
か
ら
40
代

前
半
）
で
も
社
会
増
に
転
じ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
補
助
金
や
広
告
で
外
か
ら
人
口
を
引

っ
張
っ
て
く
る
こ
と
を
目
指
さ
ず
と
も
、
着
実
に
ま
ち
の

魅
力
を
見
つ
け
、
内
側
か
ら
発
信
し
、
高
め
て
い
く
こ
と

を
続
け
て
い
け

ば
、
お
の
ず
と
外

部
か
ら
も
評
価
さ

れ
選
ば
れ
る
ま
ち

に
な
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
北

本
市
が
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
、
一
歩
一

歩
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

屋外仮設マーケット（市役所芝生広場）の様子

市内の里山空間を利用したイベント（撮影：北本自然観察公園）

市内の雑木林を活用したイベント
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今
あ
る
も
の
の
価
値
化

変
わ
ら
な
い
風
景
に
価
値
が
あ
る
。
真
鶴
町
の
昔
か
ら

変
わ
ら
な
い
懐
か
し
い
風
景
に
ひ
か
れ
、
20
代
を
は
じ
め

と
し
た
現
役
世
代
の
移
住
や
起
業
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
な
ど

の
関
係
人
口
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
最
西
部
に
位
置
し
、
人
口
６
９
３
１
人
（
令

和
４
年
４
月
１
日
現
在
）、
面
積
約
７
平
方
㌔
と
い
う
県

内
で
２
番
目
に
小
さ
な
港
町
は
、
バ
ブ
ル
経
済
期
に
全
国

で
進
め
ら
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
圧
力
に
も
屈
せ
ず
、
平

成
５
年
に
通
称
「
美
の
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
全
国

紙
の
社
説
に
「
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
」
と
評
さ
れ
た

独
自
の
地
域
づ
く
り
は
、
時
を
経
て
、
新
し
い
生
き
方
を

求
め
る
若
い
世
代
に
も
共
感
が
広
が
り
、
令
和
元
年
度
、

11
年
ぶ
り
に
人
口
が
「
社
会
増
」
に
転
じ
ま
し
た
。

平
成
29
年
に
神
奈
川
県
初
の
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、

人
口
減
少
、
特
に
若
年
女
性
人
口
の
減
少
や
地
場
産
業
の

◆◆◆

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
す
る
中
、
真

鶴
町
は
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
対
策
の
展
開

・
新
し
い
働
き
方
・
働
き
場

真
鶴
町
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
以
下
「
Ｓ
Ｏ
」）

の
誘
致
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
以
下
「
Ｓ
Ｅ
」）

の
推
進
と
い
う
２
本
の
柱
で
、
港
町
に
お
け
る
新
し
い
働

き
方
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

産
業
振
興
や
空
き
家
対
策
、
高
齢
化
・
防
災
と
い
っ
た

地
域
の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
し
た
り
、地
元
の
雇
用
・

仕
事
を
開
拓
し
た
り
す
る
Ｓ
Ｏ
誘
致
は
、
平
成
29
年
度
に

着
手
し
ま
し
た
。
観
光
協
会
や
商
工
会
・
町
内
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
公
民
連
携
組
織
に
よ
る
協
働
推
進
で
、
ウ

ェ
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
結
婚
相
談
、
地
域
間
交
流
支
援
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
開
発
等
々
、
計
７
社
の
企
業
・
団
体
が

オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
地
元
雇
用
を
生
ん
で
い
る
ほ
か
、

◆◆◆

地
元
事
業
者
と
の
業
務
委
託
や
実
証
実
験
等
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｅ
は
、
子
育
て
等
で
１
日
２
、
３
時
間
し
か
働
け
な

い
人
た
ち
や
個
人
事
業
主
等
が
時
間
を
提
供
し
合
い
チ
ー

ム
で
仕
事
を
共
同
受
注
す
る
「
ス
キ
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

に
よ
り
仕
事
を
開
拓
す
る
人
材
発
掘
・
育
成
事
業
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
親
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。「
新
し
い
働
き
方
の
普
及
啓

発
」「
ス
キ
ル
習
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
＆
体
験
ワ
ー
ク
」
と
い

う
事
業
構
成
で
平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
、
令
和
３
年

度
の
計
３
回
実
施
し
、
約
40
人
の
卒
業
生
か
ら
、
Ｓ
Ｏ
企

業
へ
の
雇
用
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
業
務
委
託
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
施
設
の
立
ち
上
げ
等
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

・
関
係
人
口
と
空
き
家
の
利
活
用

平
成
26
年
度
に
開
始
し
た
役
場
の
中
堅
・
若
手
職
員
と

公
募
住
民
等
で
構
成
す
る
公
民
連
携
の
「
真
鶴
町
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
提
案
よ
り
実
行
」
を
掲
げ
、
５

チ
ー
ム
が
朝
市
や
空
き
家
を
利
活
用
し
た
試
住
体
験
企

画
、
ハ
ッ
カ
ソ
ン
（
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
等
を
実
施

し
、
こ
れ
ま
で
縁
の
な
か
っ
た
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ハ

ッ
カ
ソ
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
る
等
、
事
業
と
共
に
多
様
な

関
係
人
口
が
形
成
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
は
試
住
体
験
事
業「
く
ら
し
か
る
真
鶴
」

が
始
ま
り
、
毎
年
移
住
者
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
商
店
街

に
あ
る
空
き
家
を
住
民
と
一
緒
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

本
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
「
空
き
家
の
利
活
用
」
は
、
旧
割

烹
料
理
店
を
改
修
し
た
創
作
拠
点
施
設
「
真
鶴
テ
ッ
ク
ラ

ボ
」、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
仕
事
の
拠
点
「
月
光
堂
」

「BlueT
ree

」（
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
・
起
業
ス
ペ
ー
ス
等
）

神
奈
川
県
真
鶴
町

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

「
つ
な
が
り
」
大
切
に

�

移
住
や
企
業
誘
致
推
進

卜
部
　
直
也

真
鶴
町
政
策
推
進
課 

課
長
補
佐

―
民
間
活
力
・
自
走
・
自
治
で
共
創
す
る
多
様
な
暮
ら
し
―
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や
、
４
棟
の
空
き
家
を
活
用
し
た
「
ロ
ッ
キ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
」
事
業
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
に
は
全
国
で
も
珍
し
い
公
民
協
働
に
よ
る
空

き
家
バ
ン
ク
を
開
設
し
、
子
育
て
マ
マ
グ
ル
ー
プ
が
事
業

承
継
し
た
真
鶴
未
来
塾
が
空
き
家
バ
ン
ク
業
務
を
受
託
、

「
住
民
目
線
」「
住
民
の
言
葉
」
で
空
き
家
の
発
掘
と
情
報

発
信
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

政
策
連
動
と
民
間
活
力
に
よ
る
共
創

Ｓ
Ｏ
誘
致
か
ら
「
職
場
や
雇
用
」
が
創
出
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ

に
よ
る
「
人
材
」
発
掘
が
真
鶴
町
に
さ
ら
な
る
Ｓ
Ｏ
企
業

を
誘
引
し
、
空
き
家
利
活
用
が
「
働
く
物
件
」
を
提
供
す

る
。
６
社
目
と
な
っ
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
進
出
は
、
ま
さ
に
三

◆◆◆

つ
の
政
策
が
連
動
し
ま
し
た
。
そ
の
拠
点
は
現
在
、
子
育

て
マ
マ
た
ち
が
起
業
し
た
店
舗
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

等
が
入
居
し
、ま
さ
に
「
新
し
い
働
き
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
政
策
か
ら
取
り
組
み
が

熟
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、
政
策
連
動
と
相
乗
効
果
・

相
互
補
完
か
ら
道
が
切
り
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。

真
鶴
町
で
は
、
補
助
金
誘
致
で
は
な
く
、「
地
元
と
の

つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
た
移
住
や
企
業
誘
致
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
仕
事
お
こ
し
、
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
、
空
き
家
対
策
等
、
従
来
は
行
政
課
題
で
あ
っ
た
テ
ー

マ
に
対
す
る
民
間
主
導
の
課
題
解
決
や
価
値
づ
く
り
。「
民

間
活
力
」「
自
走
」「
自
治
」
と
い
う
視
点
を
大
切
に
、
地

元
町
民
や
事
業
者
自
ら
が
立
ち
上
が
る
、
そ
の
た
め
に
行

政
が
環
境
整
備
や
側
面
支
援
を
担
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が

形
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
よ
り
実
証
実
験
し
て
い
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
よ
る

公
園
づ
く
り
は
、
公
園
情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
公
開

し
、
住
民
と
知
恵
や
得
意
技
を
出
し
合
い
な
が
ら
公
園
を

つ
く
り
直
す
「
草
の
根
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で

あ
り
、公
園
を
「
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
協
業
作
業
で
す
。

Ｓ
Ｏ
誘
致
も
令
和
４
年
度
よ
り
、
公
民
連
携
組
織
か
ら
民

間
主
導
組
織
に
衣
替
え
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
誘
致
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
地
元
が
立
ち
上
が
る「
内
発
的
な
力
」

が
町
の
持
続
可
能
性
に
つ
な
が
る
、
そ
ん
な
感
触
が
少
し

ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
生
活
に
目
を
向
け
る

保
育
園
に
子
ど
も
を
送
っ
た

後
、
町
内
の
職
場
に
５
分
で
仕

事
に
入
れ
る
。
仕
事
は
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
く
「
日
々
」
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、「
職
住
近
接
の
暮

ら
し
」
は
個
々
人
に
心
の
余
裕

と
家
族
や
自
分
の
た
め
の
時
間

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
自
治
体

は
現
場
の
最
前
線
。
人
口
の
増

減
数
等
、
地
方
創
生
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

に
よ
る
効
果
検
証
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
数
値
指
標
の
先
に
あ

る
「
実
際
の
住
民
生
活
」
に
目

を
向
け
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

方
を
大
事
に
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
、
引
き
続
き
小
さ
な
港
町

か
ら
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

空き家改修＆試住体験施設「くらしかる真鶴」

青空の下での起業体験プログラム「ハッカソン」

シェアリングエコノミーの体験ワーク
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淡
路
市
の
地
理
的
条
件

兵
庫
県
南
部
に
あ
る
淡
路
島
の
北
部
か
ら
中
部
に
位
置

す
る
淡
路
市
は
、平
成
17
年
４
月
１
日
に
５
町
（
津
名
町
、

淡
路
町
、
北
淡
町
、
一
宮
町
、
東
浦
町
）
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
市
で
あ
る
。
北
は
明
石
海
峡
、
東
は
大
阪
湾
、
西

は
播
磨
灘
に
臨
み
、
総
面
積
１
８
４
・
24
平
方
㌔
で
、
淡

路
島
全
体
（
５
９
５
・
63
平
方
㌔
）
の
約
３
割
を
占
め
、

美
し
い
島
影
と
海
岸
線
や
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
。　

中
央
部
を
縦
断
す
る
尾
根
に
よ
り
、
東
海
岸
、
西
海
岸

に
分
断
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
神
戸

淡
路
鳴
門
自
動
車
道
が
鉄
軌
道
の
役
割
を
持
つ
こ
と
か
ら

阪
神
圏
へ
は
１
時
間
以
内
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
な
ど
、
豊

か
な
自
然
と
利
便
性
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。　

あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
に
お
け
る 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

◆◆◆◆◆◆

兵
庫
県
と
淡
路
島
内
３
市
（
淡
路
市
・
洲
本
市
・
南
あ

わ
じ
市
）
で
は
、
国
の
地
域
活
性
化
総
合
特
区
「
あ
わ
じ

環
境
未
来
島
特
区
」
の
指
定
を
受
け
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」
を
基
に
、

人
口
減
少
、経
済
縮
小
等
の
課
題
に
直
面
す
る
淡
路
島
で
、

恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生
か
し
て
新
し
い
地
域
振
興
モ
デ

ル
を
創
る
た
め
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

こ
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
で
は
、
あ
わ
じ
環
境

未
来
島
構
想
に
定
め
る
「
生
命
つ
な
が
る
―
持
続
す
る
環

境
の
島
」
の
実
現
を
目
指
し
、
豊
か
な
自
然
と
日
本
有
数

の
歴
史
、
文
化
を
持
ち
、
神
戸
・
大
阪
に
も
近
い
と
い
う

淡
路
島
の
魅
力
を
、
環
境
未
来
島
構
想
に
定
め
る
３
本
施

策
「
暮
ら
し
の
持
続
」「
農
と
食
の
持
続
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
持
続
」
に
よ
り
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

淡
路
市
が
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
夢
舞
台
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
パ
ー
ク
は
、
未
来
島
構
想
の
重
点
地
区
に

指
定
さ
れ
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
地
域
資
源
で
あ
る
竹

を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
令
和
4
年
度
に
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
た
モ
デ
ル
事
業
が
環
境
省
か
ら
評
価
さ
れ
、
同

パ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
が
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し

て
選
定
さ
れ
た
。

各
施
設
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
、
熱
に
つ

い
て
は
放
置
竹
林
を
活
用
し
た
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
実
装
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
内
容
は

恵
ま
れ
た
生
活
圏
の
社
会
的
必
要
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
で
は
人
が
望
む
複
雑
で
多
様
な
生
活
に
よ
る
幸
せ
を
実

現
す
る
条
件
と
は
な
ら
な
い
。

淡
路
市
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

そ
こ
で
淡
路
市
で
は
、
平
成
19
年
５
月
に
制
定
さ
れ
た

企
業
立
地
促
進
法
を
受
け
、「
淡
路
市
企
業
立
地
促
進
条

例
」
を
県
内
で
も
い
ち
早
く
平
成
20
年
６
月
に
制
定
し
、

立
地
に
際
し
て
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
充
実
や
条
件
整
備

を
行
い
、「
企
業
が
立
地
し
や
す
い
環
境
を
創
り
出
す
」

こ
と
を
念
頭
に
、
企
業
の
進
出
を
促
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
企
業
で
33
件
、
市
外
企
業
で
34
件
の

立
地
実
績
（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）
が
あ
り
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
と
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

特
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、「
夢
舞
台
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
パ
ー
ク
」
の
整
備
を
進
め
、
働
く
場
所
に
加
え
て

人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
「
住
環
境
」
と
「
医
療
施
設
や
福

祉
施
設
」
の
集
積
を
目
指
し
、
一
生
涯
を
通
し
て
定
住
で

き
る
「
職
」
と
「
住
」
を
一
体
化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
と
し
て
、
本
市
の
中
核
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
。

同
パ
ー
ク
は
、淡
路
市
北
東
部
の
海
岸
沿
い
に
位
置
し
、

◆◆◆

兵
庫
県
淡
路
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

―
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
活
性
化
を
見
据
え
た
企
業
誘
致
―

谷
口
　
紗
矢
香

淡
路
市
企
画
情
報
部
企
業
誘
致
推
進
課 

主
事

「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」
を
推
進
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周
辺
に
は
国
際
会
議
場
、
植
物
園
、
ホ
テ
ル
、
国
営
明
石

海
峡
公
園
が
あ
り
、
大
阪
湾
が
一
望
で
き
る
。
阪
神
間
と

の
近
接
性
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
定
住
人
口
、
交
流

人
口
の
増
加
が
期
待
で
き
る
優
れ
た
立
地
環
境
で
、
全
体

面
積
は
約
24
㌶
、
上
下
水
道
、
電
気
・
通
信
（
無
電
柱
化
）

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
市
で
実
施
し
、
企
業
等
が
立
地
し

や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
医
療
・

福
祉
事
業
者
が
３
社
、
も
の
づ
く
り
製
造
業
４
社
（
う
ち

１
社
は
本
社
移
転
）
が
立
地
し
て
い
る
。

大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性
化
を 

見
据
え
た
新
た
な
取
り
組
み　

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
や
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

◆◆◆

施
設
の
誘
致
に
よ
っ
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
大
阪
湾
ベ
イ

エ
リ
ア
の
開
発
は
さ
ら
に
活
発
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
を
構
成
す
る
本
市
に
お
い
て
も
万
博

会
場
等
に
近
接
す
る
立
地
条
件
を
生
か
し
、
今
後
の
活
性

化
に
よ
る
相
乗
効
果
と
こ
れ
ら
を
見
据
え
た
新
た
な
土
地

活
用
に
お
け
る
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
夢
舞
台
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
パ
ー
ク

土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
（
未
売
却
地
８
・
６
㌶
）
を
行

い
、
令
和
２
年
度
に
「
淡
路
島
国
際
公
園
都
市
淡
路
市
大

阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
活
性
化
構
想
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
構

想
は
「
多
機
能
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
に
ぎ
わ
い
と
生
活

感
の
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
、「
集
客
・
送
客
・
周
遊
の
た
め
の
プ
レ
イ
ス
」「
文
化
・

交
流
・
体
験
の
プ
レ
イ
ス
」「
未
来
型
都
市
空
間
の
プ
レ

イ
ス
」
の
三
つ
の
機
能
を
持
っ
た
土
地
利
用
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
の
公
募
で
、
こ
れ
ら
利
用
指

針
に
基
づ
く
土
地
開
発
が
実
現
で
き
る
事
業
者
と
し
て

「
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
」
に
決
定
し
た
。

今
後
、
同
社
に
よ
り
、
周
辺
集
客
施
設
等
と
連
携
し
た

淡
路
島
観
光
産
業
等
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
２
０
２
５

年
大
阪
・
関
西
万
博
な
ど
大
規
模
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
サ
テ

ラ
イ
ト
エ
リ
ア
と
し
て
、
世
界
市
場
を
巻
き
込
ん
だ
地
域

経
済
活
性
化
が
進
み
、
持
続
可
能
な
地
球
環
境
へ
の
貢
献

や
多
様
な
交
流
人
口
と
定
住
人
口
の
創
出
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

企
業
誘
致
が 

も
た
ら
す
効
果

本
市
で
は
夢
舞
台
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
パ
ー
ク
に
限
ら
ず
、
兵
庫

県
企
業
庁
の
産
業
用
地
や
遊
休
施

設
、
遊
休
土
地
に
つ
い
て
積
極
的

な
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
企
業
誘
致
の
成
果
は
、
雇
用

確
保
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民

の
所
得
と
購
買
力
の
向
上
、
そ
し

て
淡
路
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
本
市
は
企

業
誘
致
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

方
針
で
あ
り
、
民
間
企
業
の
持
つ

英
知
と
活
力
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
へ
と
つ
な
ぎ
「
輝
く
淡
路

市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

◆◆◆

廃校になった小学校を活用した商業施設

淡路市の市域と神戸淡路鳴門自動車道

淡路市夢舞台サスティナブル・パーク
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「
東
京
か
ら
一
番
遠
い
（
移
動
時
間
が
長
い
）
市
」
と

し
て
高
校
教
科
書
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
島
根
県
江

津
市
。
今
か
ら
約
10
年
前
。
当
時
、東
京
な
ら
ま
だ
し
も
、

島
根
県
民
で
も
「
江
津
？　

行
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
聞

く
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
若
者
が
次
々
と

創
業
す
る
街
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。
一
連
の
取
り
組

み
は
、
総
務
省
の
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰

で
２
０
１
２
年
度
の
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
て

ご
ね
っ
と
石
見
は
２
０
１
５
年
第
５
回
地
域
再
生
大
賞
を

受
賞
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
事
務
局
を
担
う
て
ご
ね
っ
と
は
、

市
民
の
伴
走
者
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ブ
機
能
を
担

っ
て
い
る
。

江
津
市
の
中
川
氏
と
の
出
逢
い

市
の
中
央
を
中
国
地
方
随
一
の
大
河
で
あ
る
江
の
川
が

南
北
に
流
れ
、
日
本
海
に
注
い
で
い
る
。
人
口
は
１
９
４

７
年
の
４
万
７
０
５
７
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
２
０
１
７

年
に
２
万
４
０
０
０
人
。
石
州
瓦
の
大
手
が
倒
産
、
２
０

１
０
年
に
は
誘
致
企
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
工
場
が
撤
退

◆◆◆

し
、
両
者
を
合
わ
せ
て
約
４
０
０
人
も
の
雇
用
が
失
わ
れ

た
。当

時
、
江
津
市
で
事
業
を
担
当
し
て
い
た
の
が
、
中
川

哉か
な
え

氏
で
あ
る
。
全
国
初
と
な
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

つ
く
る
な
ど
江
津
市
の
仕
掛
け
人
と
し
て
知
ら
れ
た
中
川

氏
は
、
こ
れ
か
ら
は
数
を
追
い
求
め
る
企
業
の
誘
致
で
は

な
く
、人
材
の
誘
致
が
必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
、
各
市
町
村
の
移
住
施
策
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
ツ
ア

ー
や
お
試
し
住
宅
整
備
な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
の
ア
ピ
ー

ル
合
戦
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
な
か
、
中
川
氏

は
「
誰
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、
住
め
る
空
き

家
も
限
ら
れ
て
い
る
。
仕
事
を
つ
く
れ
る
人
材
を
誘
致
し

な
い
と
こ
の
町
の
未
来
は
な
い
」
と
、
２
０
１
０
年
度
に

創
業
人
材
を
誘
致
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
を
企
画
し
た
。
さ
ら
に
、
社
会
起
業
家
支
援
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
代
表
か
ら
「
た
だ
コ
ン
テ
ス
ト
を
し
て
も
、
受
け
皿

が
な
け
れ
ば
孤
独
に
な
る
」
と
助
言
を
い
た
だ
き
、
受
賞

者
を
継
続
的
に
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
の
中
間
支
援
組
織

の
設
立
を
考
え
た
。
こ
れ
は
、
当
時
、
全
国
で
も
画
期
的

な
取
り
組
み
だ
っ
た
。

創
業
人
材
を
呼
び
込
む
コ
ン
テ
ス
ト

そ
し
て
２
０
１
０
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
「Go-Con

」
が
開
催
さ
れ
た
。
賞
金
総
額
１

０
０
万
円
が
贈
ら
れ
る
新
規
創
業
・
経
営
革
新
部
門
と
、

活
動
資
金
と
し
て
月
額
15
万
円
程
度
が
１
年
間
支
給
さ
れ

る
課
題
解
決
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
部
門
の
２
部
門
が
設
け
ら

れ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
審
査
の
他
、
条
件
と
し
て
受
賞
後
一
年

間
は
江
津
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

実
施
要
項
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
本
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
選
考
は
、
江
津

市
の
課
題
を
解
決
す
る
可
能
性
を
持
っ
た
プ
ラ
ン
を
持
つ

応
募
者
に
ど
れ
だ
け
の
熱
意
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
ま

す
。
た
と
え
プ
ラ
ン
が
未
熟
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
課
題

解
決
に
本
気
で
取
り
組
む
と
い
う
情
熱
を
持
っ
て
い
る
個

人
又
は
団
体
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。」

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
ピ
ン
！　

と
き
て
応
募
し
た
の
が

私
で
あ
る
。
江
津
市
か
ら
１
０
０
㌔
東
に
離
れ
た
安
来
市

で
「
く
す
ぶ
っ
て
い
た
」
27
歳
の
未
熟
な
若
者
で
あ
る
。

大
学
時
代
に
ま
ち
づ
く
り
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
興
味
を
持
ち
、
民

間
企
業
を
経
て
島
根
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
し
た
が
、
地
域
づ
く

り
の
仕
事
に
就
く
こ
と
も
で
き
ず
悶
々
と
し
て
い
た
。
こ

れ
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
な
ど
書
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
想
い
を
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
ま
と
め

「
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
島
根
を
つ
く
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
大
学
生
と
地
域
と
つ
な
ぐ
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
提
案
し
、
課
題
解
決
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
部
門
の

大
賞
に
選
ば
れ
た
。

そ
の
後
「
江
津
市
は
こ
こ
が
正
念
場
。
こ
こ
で
や
っ
た

こ
と
は
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
。
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

◆◆◆

島
根
県
江
津
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

―
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
「Go-Con

」―田
中
　
理
恵

特
定
非
営
利
活
動
法
人
て
ご
ね
っ
と
石
見
専
務
理
事

起
業
人
材
を
呼
び
込
む
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と
力
強
く
語
る
中
川
氏
の
言
葉
に
覚
悟
を
決
め
、
２
０
１

１
年
４
月
に
江
津
市
に
移
住
し
た
。
竹
炭
を
活
用
し
た
養

鶏
場
づ
く
り
を
提
案
し
て
同
時
に
受
賞
し
た
男
性
も
宮
城

県
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
、
私
た
ち
は
新
聞
等
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
一
部
の
行
政
や
地
域
住
民
に
「
知
ら
れ
た
人
」
と

な
っ
て
い
た
。
私
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
局
長
と
し
て
自

分
の
プ
ラ
ン
の
実
践
と
コ
ン
テ
ス
トGo-Con

の
開
催
に

取
り
掛
か
っ
た
の
で
あ
る
。

人
と
人
が
つ
な
が
る
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
１
年
の
第
２
回
コ
ン
テ
ス
ト
は
市
か
ら
受
託

し
、
て
ご
ね
っ
と
石
見
が
事
務
局
と
な
っ
た
。
創
業
を
支

援
す
る
体
制
と
し
て
、
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
２
者
で
は
な
く
地

元
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
金
融
機
関
と
組
み
、
地
域

を
挙
げ
て
応
援
す
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。
商
工
会
議
所
の

創
業
塾
に
も
受
講
を
薦
め
る
な
ど
、
応
募
者
全
員
の
伴
走

を
心
が
け
た
。
そ
う
し
て
初
年
度
25
件
（
市
内
14
件
、
市

外
11
件
）
の
プ
ラ
ン
が
集
ま
り
、
審
査
会
の
会
場
に
は
市

民
１
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。
事
業
計
画
も
収
支
計
画
も
完

璧
な
プ
ラ
ン
発
表
会
で
は
な
く
、
応
募
者
が
地
域
へ
の
想

い
と
プ
ラ
ン
を
等
身
大
で
語
り
、さ
ら
に
来
場
者
か
ら「
が

ん
ば
れ
～
！
」
と
声
援
が
飛
ぶ
よ
う
な
あ
た
た
か
い
地
方

◆◆◆

型
の
コ
ン
テ
ス
ト
だ
っ
た
。

第
２
回
の
大
賞
受
賞
者
は
、
人
・
食
・
農
が
交
わ
る
古

民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
風
の
え
ん
が
わ
」
の
多
田
十
誠
氏
な

ど
。
第
３
回
は
、
江
津
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
古
民
家
や

古
ビ
ル
を
活
用
し
た
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
新
し

い
住
環
境
を
提
案
し
た
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
・
ス
キ
モ
ノ

の
平
下
茂
親
氏
が
受
賞
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
そ
の
後
も
続
き
、
２
０
１
０
年
か
ら

の
起
業
数
は
26
件
、
年
間
３
億
５
０
０
０
万
の
売
上
（
２

０
１
７
年
度
）
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け
に
、
市

内
で
は
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
広
が

っ
て
い
っ
た
。
江
津
駅
前
で
生
ま
れ
育
ち
、
実
家
が
弁
当

屋
を
営
ん
で
い
た
青
年
が
一
念
発
起
し
て
飲
食
店
を
始
め
、

土
産
物
を
売
る
商
店
も
開
店
し
た
。
さ
び
れ
て
い
く
ま
ち

に
心
が
痛
み
、
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

い
う
。
さ
ら
に
並
行
す
る
よ
う
に
、
夜
市
、
朝
市
、
写
真

展
な
ど
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
て
き
た
。（
こ
れ
ま
で

の
受
賞
者
はhttps://go-con.info/w

inner/

）

江
津
市
は
２
０
１
４
年
に
は
お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
に
人

口
が
社
会
増
に
転
じ
、
同
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
は
山
陰
の
総
合
戦
略
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
創
造
力
特
区
」

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
た
。
２
０
２
２
年
度
の
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
も
ま
も
な
く
始
ま
る
。

今
年
も
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。

2014 年の Go-con の
最終審査会ポスター

Go-con の流れ

Go-con のこれまでの応募・起業実績
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少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
方
の
持
続
可

能
性
と
言
わ
れ
、
皆
さ
ん
は
な
に
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ

う
か
。

私
た
ち
は
、
地
縁
や
血
縁
と
い
っ
た
気
心
の
知
れ
た
も

の
た
ち
に
囲
ま
れ
る
こ
と
、
家
族
だ
け
に
依
拠
し
な
い
そ

の
関
係
性
に
持
続
可
能
性
へ
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
人
口
減
少
が
進
む
地
方
で
あ
っ
て
も
、
緩

や
か
に
他
者
に
依
存
す
る
こ
と
で
暮
ら
し
の
豊
か
さ
は
成

り
立
ち
、
住
民
の
言
動
も
よ
り
良
い
健
康
へ
向
か
う
こ
と

を
意
識
し
た
も
の
に
変
化
し
、
地
域
へ
の
愛
着
や
人
や
土

地
に
対
す
る
希
望
が
育
ま
れ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
地
方
で

の
日
々
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
発
揮
さ
れ
る
市
民
の
力
が
地

方
の
持
続
可
能
性
に
大
き
く
影
響
す
る
場
面
に
遭
遇
し
て

き
た
。
地
縁
血
縁
に
と
ど
ま
ら
な
い
第
３
の
関
係
性
が
地

域
の
持
続
可
能
性
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち

は
実
感
し
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
よ
う
な
実
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
島
根
県

雲
南
市
で
の
「
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

取
り
組
み
の
背
景

私
た
ち
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
島
根
県

雲
南
市
と
い
う
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
雲
南
市
は
、
島
根

県
の
東
部
に
位
置
し
、
南
部
は
広
島
県
に
接
す
る
。
標
高

差
が
大
き
い
の
も
特
徴
で
、
平
成
の
大
合
併
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
６
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
人
口
３
万
６
０
０
０
人

弱
の
町
だ
。
高
齢
化
率
は
40
・
06
％
（
２
０
２
２
年
２
月

時
点
）
で
、
市
内
に
大
学
は
な
く
高
校
進
学
後
は
多
く
の

学
生
が
市
外
に
流
出
す
る
。
平
成
の
大
合
併
を
皮
切
り
に
、

地
域
自
主
組
織
と
い
う
地
縁
組
織
に
よ
る
小
学
校
区
単
位

の
地
域
づ
く
り
「
住
民
自
治
」
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
の

町
は
、
地
域
の
持
続
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
世
代

育
成
事
業
「
幸
雲
南
塾
」
を
２
０
１
１
年
よ
り
実
施
し
た
。

「
幸
雲
南
塾
」
で
は
若
手
の
起
業
家
支
援
や
市
民
を
中
心

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
支
援
を
お
こ
な
っ
て

◆◆◆

き
た
。
幸
雲
南
塾
卒
業
生
の
中
に
は
、
当
社
の
よ
う
な
健

康
／
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
で
起
業
す
る
者
も
多
く
、
今
で
は

雲
南
市
内
で
の
事
業
連
携
も
盛
ん
に
実
施
さ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
２
０
１
９
年
に
当
社
が
発
起
人
と
な
り
、
健

康
／
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
の
幸
雲
南
塾
出
身
者
に
声
を
か
け
、

健
康
や
地
域
の
課
題
解
決
の
最
大
化
を
目
的
に
構
想
し
た

の
が「
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
」と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

分
野
超
え
た
協
働
で 

き
め
細
か
な
働
き
か
け
を
可
能
に

こ
の
取
り
組
み
は
、
次
の
よ
う
な
仮
説
の
も
と
構
想
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
な
か
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
個
別
に
住
民
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
分
野
を
越
え
て
企
業
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

隙
間
に
い
る
多
く
の
住
民
に
健
康
／
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
に

◆◆◆

島
根
県
雲
南
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

總
山
　
萌

C
om

m
unity N

urse C
om

pany 

株
式
会
社
　
雲
南
拠
点

雲南市内の景観。3 月中旬から 4 月の中旬ごろにかけて、
各所で桜が楽しめる

ゆ
る
や
か
な
他
者
へ
の
依
存
が
育
む

�

豊
か
な
暮
ら
し

―
お
せ
っ
か
い
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
―
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お
け
る
働
き
か
け
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
同
時
に
、
こ
の
構
想
へ
の
関
係
人
口
が
増
え
る
こ
と

で
、
担
い
手
や
利
用
で
き
る
社
会
資
源
が
増
え
、
地
域
の

持
続
可
能
性
を
高
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

た
。
こ
の
仮
説
の
も
と
「
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
」
の
取

り
組
み
は
始
ま
っ
た
。

取
り
組
み
体
制
は
、
当
社
を
は
じ
め
と
す
る
幸
雲
南
塾

卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
事
務
局
を
設
置
し
、
会
議
の
企

画
運
営
を
し
て
い
る
。
地
域
住
民
の
「
困
り
ご
と
を
解
決

し
て
あ
げ
た
い
」「
顔
の
見
え
る
あ
の
人
に
関
わ
っ
て
喜

ば
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
い
っ
た
、
誰
か
の
心
や
身か

ら
だ体

、
社

会
的
な
健
康
に
関
連
す
る
ア
イ
デ
ア
を
事
務
局
や
お
せ
っ

か
い
会
議
参
加
住
民
が
持
ち
寄
り
、
協
力
者
を
獲
得
す
る

交
流
の
場
を
月
に
１
回
開
い
て
い
る
。ま
た
日
常
的
に
も
、

住
民
の
相
談
事
に
対
し
て
、
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
の
事

務
局
メ
ン
バ
ー
が
訪
ね
て
い
き
、縁
側
や
交
流
セ
ン
タ
ー
、

時
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
ア
イ
デ
ア
を
形
に

す
る
企
画
会
議
を
開
催
し
、
地
域
住
民
ら
の
思
い
を
後
押

し
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
は
延
べ
５
０
０
人
以
上
参
加 

認
知
症
女
性
の
支
援
の
輪
も

地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
が
発
足
し
て
か
ら
２
年
が
経
っ

た
。
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
の
取
り
組
み
に
共
感
し
、
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
込
む
メ
ン
バ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
る
市

民
の
数
は
、
今
で
は
２
５
０
人
を
超
え
て
い
る
。
２
０
２

１
年
度
は
１
３
０
回
も
の
ア
イ
デ
ア
検
討
会
が
開
催
さ

れ
、
延
べ
参
加
者
数
は
５
０
０
人
以
上
、
実
際
に
形
と
な

っ
て
ま
ち
で
実
践
さ
れ
た
市
民
発
の
取
り
組
み
は
60
件
以

上
に
な
る
。

２
０
２
１
年
度
の
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
で
は
、
認
知

症
が
始
ま
っ
た
高
齢
者
に
気
付
い
た
市
民
か
ら
ア
イ
デ
ア

◆◆◆

が
持
ち
込
ま
れ
た
。「
認
知
症
が
始
ま
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
、
自
然
な
形
で
作
っ
て
あ
げ
た

い
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
得
意
な
こ
と
で
参
加
で
き
て
、
か

つ
気
負
わ
な
い
関
係
が
広
が
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
変
化

に
気
を
配
り
見
守
る
人
を
増
や
せ
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
で
話
し
合
っ

た
結
果
、
お
ば
あ
さ
ん
の
得
意
な
「
編
み
物
」
を
介
し
て

つ
な
が
り
を
作
る
案
が
挙
が
っ
た
。
実
際
に
、
認
知
症
の

お
ば
あ
さ
ん
を
含
む
１
０
０
軒
以
上
の
希
望
家
庭
で
小
さ

な
編
み
物
が
作
ら
れ
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
大
き
な
製
作

物
が
完
成
し
た
。
そ
れ
を
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
郵
便
局
の
展

示
会
場
な
ど
で
飾
り
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
た
。

お
ば
あ
さ
ん
も
、
自
分
が
編
み
方
を
教
え
た
子
育
て
中
の

若
い
お
母
さ
ん
や
学
生
な
ど
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
、
笑

顔
が
増
え
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
散
歩
を
す
れ
ば
声
を
か
け

て
く
れ
る
顔
馴
染
み
の
輪
も
広
が
っ
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
単
一
の
事
業
所
で
固
定

の
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
て
は
決
し
て
拾

う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
市
民
の
中
に
い
る

担
い
手
の
発
掘
・
育
成
の
効
果
も
あ
り
、
健
康

リ
ス
ク
の
あ
る
市
民
へ
の
介
入
も
早
期
に
実
施

で
き
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
雲

南
市
医
師
会
や
雲
南
市
立
病
院
の
医
師
そ
し
て

島
根
大
学
関
係
者
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
介
護
費
用
の
削
減
効
果

が
見
込
め
る
と
の
結
果
も
出
た
。

今
後
は
、
地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
の
全
市
展

開
の
体
制
構
築
と
効
果
検
証
、
そ
し
て
５
年
10

年
先
を
見
越
し
た
持
続
す
る
運
営
体
制
づ
く
り

と
資
金
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
あ
る
。

郵便局の展示会場で飾られたくじらのモチーフ。認知症のおばあさんを含
む 100 軒以上の希望家庭で小さな編み物が作られ、それを持ち寄って製
作された

地域住民と縁側で交流している様子

多分野の若者同士で連携・協働が生まれている
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新
庄
村
は
、
岡
山
県
の
西
北
端
、
鳥
取
県
と
の
県
境
に

位
置
す
る
人
口
約
８
５
０
人
、
約
３
８
０
世
帯
の
岡
山
県

内
最
少
人
口
の
自
治
体
で
あ
る
。
特
産
の
餅
米
「
ひ
め
の

も
ち
」
の
生
産
を
行
う
農
業
お
よ
び
林
業
が
主
要
な
産
業

で
あ
る
。
明
治
５
年
の
村
政
施
行
以
来
、
一
度
も
合
併
が

な
い
自
治
体
で
も
あ
る
。

減
少
し
続
け
る
人
口

昭
和
55
年
以
降
、
本
村
で
は
人
口
が
減
少
し
続
け
て
お

り
、
そ
の
影
響
で
働
く
場
や
生
活
を
支
え
る
産
業
が
減
少

し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
若
者
層
の
人
口
流
出
が
止
ま

ら
ず
、
少
子
化
お
よ
び
高
齢
化
が
進
行
し
た
。
現
在
、
最

も
重
要
な
こ
と
は
人
口
の
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
高
齢
化
率
が
40
％
を
超
え
た
現
状
で
は
自

然
減
が
続
く
た
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ
る
社
会
増

が
村
の
活
性
化
に
不
可
欠
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
、
平
成

27
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
解
決
す
べ
き
課
題

は
多
々
あ
る
が
小
規
模
自
治
体
で
あ
り
、
人
・
物
・
金
を

十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
根
本
に

◆◆◆

あ
る
人
口
の
減
少
と
い
う
問
題
の
解
決
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
に
集
中
し
て
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て

い
る
。社

会
増
を
達
成
し
た
要
因

移
住
・
定
住
の
促
進
を
掲
げ
、
社
会
増
の
人
数
を
重
視

し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
政
府
統
計
の
総
合
窓
口e-Stat

で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
直
近
の
５
年
間
（
平
成
27

年
か
ら
令
和
元
年
）
の
ト
ー
タ
ル
で
社
会
増
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
、
平
成
28
年
度
で
は
８
人
、
平
成
29
年
度
は 

７
人
の
社
会
増
と
い
う
数
字
に
な
り
、
２
年
連
続
し
て
自

治
体
人
口
の
１
％
程
度
の
社
会
増
を
達
成
し
た
。
定
量
評

価
に
こ
だ
わ
り
、
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る
こ
と
が
住
民

に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。社

会
増
の
結
果
か
ら
分
類
す
る
と
、
直
接
的
に
影
響
が

あ
っ
た
取
り
組
み
、間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
取
り
組
み
、

今
後
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
取
り
組
み
の
三
つ
に
分

類
で
き
る
。

◆◆◆

社
会
増
に
直
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
取
り
組
み
が
、
移

住
・
定
住
に
関
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
体
制

を
構
築
し
た
こ
と
で
あ
る
。
小
さ
な
自
治
体
で
あ
る
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
て
、
情
報
を
担
当
者
に
一
元
集
約
し
、
全

部
署
を
横
断
し
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、あ
る
移
住
者
へ
の
対
応
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
県
の
移
住
相
談
会
で
の
ブ
ー
ス
出
展
・
説
明
②
移
住
ツ

ア
ー
の
実
施
に
よ
る
全
村
案
内
③
複
数
回
の
来
訪
時
の
対

応
④
住
居
物
件
へ
の
案
内
⑤
移
住
に
関
す
る
メ
ー
ル
・
電

話
で
の
相
談
対
応
⑥
就
業
先
に
な
り
う
る
企
業
と
の
連
絡

調
整
⑦
企
業
面
接
日
時
の
調
整
⑧
住
居
申
し
込
み
の
対
応

⑨
転
入
に
係
る
助
成
の
申
請
案
内
⑩
近
隣
住
民
へ
の
つ
な

ぎ
⑪
生
活
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
。
こ
れ
ら
が
初
め

て
相
談
を
受
け
て
か
ら
移
住
す
る
ま
で
の
対
応
で
あ
る
。

個
々
の
移
住
者
の
状
況
を
把
握
し
、
可
能
な
限
り
の
個

別
対
応
を
実
施
、
村
の
事
実
を
的
確
に
伝
え
、
移
住
者
が

想
定
す
る
新
庄
村
で
の
暮
ら
し
と
実
情
の
乖か

い

離り

を
可
能
な

限
り
小
さ
く
な
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で
、
移
住
者
の
信

頼
感
や
村
の
生
活
に
対
す
る
安
心
感
を
持
た
せ
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。

岡
山
県
新
庄
村

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

―
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
と
環
境
整
備
を
推
進
―

稲
田
　
大
知

新
庄
村
役
場
総
務
企
画
課 

主
事

「
社
会
増
」
達
成
へ
等
身
大
の
移
住
定
住
施
策

日本で最も美しい村「新庄村」
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社
会
増
に
間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
取
り
組
み
が
道
の

駅
機
能
強
化
事
業
で
あ
る
。
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

を
活
用
し
、
平
成
29
年
秋
〜
平
成
30
年
３
月
の
間
に
大
規

模
改
修
を
実
施
し
た
。
同
時
に
商
品
構
成
の
魅
力
化
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
の
経
営
改
善
を
行
い
、
移
住
者
を

含
む
新
規
雇
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
村
内
に
魅
力

的
な
勤
務
先
を
確
保
で
き
た
こ
と
は
移
住
希
望
者
に
対
し

て
高
い
訴
求
効
果
が
あ
っ
た
。

社
会
増
に
今
後
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
取
り
組
み

が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備
事
業
で
あ
る
。
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
（
地
方
創
生

先
行
型
）
を
活
用
し
、
空
き
家
を
改
修
し
て
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
平
成
27
年
か
ら
運
用
し
て
い
る
。
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ

な
い
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
仕
事
を
す
る
人
々
が
誰
で
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
移
住
し
た
人
は
い
な
い
が
、
今
後
移
住

者
に
対
し
て
訴
求
効
果
が
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
も
う
一
つ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し

て
い
る
、
伴
走
型
の
起
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
自
ら
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
自
ら
の
手
で
稼

ぎ
を
作
り
出
す
個
人
事
業
主
の
創
出
お
よ
び
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。雇
用
が
極
端
に
限
ら
れ
る
当
村
に
お
い
て
、

根
底
に
あ
る
課
題
を
直
接
的
に
解
決
す
る
手
法
で
あ
る
と

い
え
る
。
令
和
３
年
度
は
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
サ
ー

ビ
ス
開
発
を
得
意
と
す
る
株
式
会
社
大
王
製
作
所
と
連
携

し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
８
人
の
参
加
者
に
対
し
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
結
果
と
し
て
、
参
加
者
の
う
ち
４

人
が
令
和
４
年
度
か
ら
新
庄
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

計
画
し
た
事
業
の
実
証
実
験
を
行
う
と
と
も
に
内
一
人
が

従
来
の
居
住
地
と
新
庄
村
と
の
２
拠
点
居
住
を
実
施
す
る

予
定
と
い
う
十
分
な
成
果
を
残

す
こ
と
に
成
功
し
た
。
要
因
と

し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
や
ス
キ
ル
を
持
っ
た
意
欲
の

あ
る
参
加
者
に
対
し
て
官
民
両
方
の
視
点
か
ら
、
迅
速
で

丁
寧
な
支
援
を
実
施
し
、
か
つ
多
種
多
様
な
人
と
交
流
し

て
思
考
・
知
見
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
令
和
４
年

度
以
降
も
継
続
し
て
実
施
予
定
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
を

持
っ
た
移
住
者
の
創
出
に
努
め
る
。

現
状
を
的
確
に
と
ら
え
る

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
課
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
移
住
者
の
住
む
物
件
数
、
移
住
者
の
所
得
を
得

る
手
段
の
２
点
で
あ
る
。
今
後
こ
の
解
決
を
進
め
る
こ
と

で
、
転
入
増
は
継
続
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

前
者
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
村
産
材
を
活
用
し
た

村
営
住
宅
の
建
設
お
よ
び
空
き
家
改
修
に
よ
る
賃
貸
物
件

の
整
備
を
し
て
お
り
、
今
後
も
移
住
者
の
物
件
確
保
の
た

め
に
住
宅
整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

後
者
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
前
述
の
伴
走
型
の
起

業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
精
度
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

令
和
３
年
度
に
岡
山
県
内
で
初
の
設
立
と
な
っ
た
事
業
協

同
組
合
を
活
用
し
、
移
住
者
の
生
活
に
持
続
可
能
性
を
持

た
せ
、
定
住
が
可
能
と
な
る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
。
移

住
・
定
住
に
関
し
て
、
全
国
の
自
治
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
増
と
い
う
明

確
な
目
標
に
対
し
て
、
効
果
が
高
い
取
り
組
み
は
そ
れ
ほ

ど
多
い
も
の
で
は
な
い
。
人
・
物
・
金
が
限
ら
れ
る
小
規

模
自
治
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
策
に
溺
れ
ず
、
現
状
を
的
確

に
と
ら
え
て
、
資
源
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
集
中
し
て
投
入

し
、
目
標
を
達
成
し
続
け
る
こ
と
を
今
後
の
展
望
と
し
て

い
る
。

◆◆◆

道の駅「がいせんざくら新庄宿」

コワーキングスペース「咲蔵家」

Zoom を利用した伴走型の起業支援プログラム
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人
口
の
均
衡
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定

神
山
町
の
人
口
は
１
９
５
０
年
の
２
万
１
２
４
１
人
を

ピ
ー
ク
に
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
２
０
１
０
年
に
は

６
０
３
８
人
と
な
っ
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
デ
ー
タ
を
元
に
独
自
に
推
計
し
た
結
果
、
こ
の
ま

ま
成
り
行
き
に
ま
か
せ
る
と
今
後
も
減
少
傾
向
は
続
き
、

２
０
４
０
年
に
は
２
４
４
３
人
、
２
０
６
０
年
に
は
１
１

４
５
人
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。「
神
山
ら
し
さ
」

を
維
持
し
な
が
ら
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
中
長
期
的
に

３
０
０
０
人
を
下
回
ら
な
い
人
口
を
維
持
し
、
小
中
学
校

の
学
級
人
数
が
20
人
以
上
を
保
つ
均
衡
状
態
を
目
指
す
こ

と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
在
の
人
口
増
減
に
加
え

て
、
毎
年
44
人
の
転
入
が
必
要
で
あ
る
。
人
が
住
み
、
留

ま
る
に
は
地
域
に
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
状
況
の
存
在
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
構
成
要
素
は
次
の
７
つ
に
要
約
で
き

る
と
考
え
た
。
①
人
が
い
る
②
よ
い
住
居
が
あ
る
③
よ
い

学
校
が
あ
る
④
い
き
い
き
と
働
け
る
⑤
富
や
資
源
が
流
出

し
て
い
な
い
⑥
安
全
性
が
あ
る
⑦
関
係
が
豊
か
で
開
か
れ

◆◆◆

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
部
分
的
な
課
題
解
決
で
は
な

く
、
掛
け
合
わ
せ
な
が
ら
総
合
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
、

２
０
１
５
年
12
月
に
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
た
。

一
般
社
団
法
人
神
山
つ
な
ぐ
公
社
発
足

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
に
あ
た
り
、
役
場
の
み
で
進
め
る

と
年
度
ご
と
に
活
動
が
区
切
ら
れ
、
連
続
的
に
続
け
づ
ら

い
。
ま
た
、
公
平
性
の
原
理
か
ら
、
意
欲
や
可
能
性
の
際

だ
っ
た
活
動
を
伸
ば
し
難
い
。
逆
に
、
民
間
の
み
で
進
め

る
と
、
国
・
県
・
町
・
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
が
難
し
く
、

経
済
合
理
性
に
偏
っ
て
、
公
益
性
を
保
持
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
持
続
性
の
あ
る
運
営
を
可
能
に
す
る
た

め
、
神
山
つ
な
ぐ
公
社
を
設
立
し
た
。
神
山
つ
な
ぐ
公
社

は
、
行
政
で
は
な
し
え
な
い
柔
軟
な
発
想
や
手
法
で
、
必

要
な
施
策
推
進
を
迅
速
に
手
が
け
て
ゆ
く
公
益
性
の
高
い

法
人
で
あ
り
、
開
か
れ
た
活
動
拠
点
を
持
ち
、
町
職
員
と

住
民
、
町
内
外
の
人
々
が
か
か
わ
り
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

群
を
支
援
す
る
。
一
方
で
、
意
志
の
あ
る
実
行
主
体
の
発

◆◆◆

見
に
至
ら
な
い
要
推
進
事
項
に
つ
い
て
は
み
ず
か
ら
け
ん

引
し
、
事
業
化
の
過
程
で
主
体
を
見
い
だ
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
一
般
社
団
法
人
で
あ
る
。
官
民
公
が
協
働
す
る
こ

と
で
、
連
続
的
で
、
拡
張
性
が
あ
り
、
継
続
性
の
高
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

第
１
期
の
成
果

５
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
過
し
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
達
成
度
は
、
98
％
の
２
１
６
人
で
あ
っ

た
。ま
た
、 

２
０
１
９
年
度
に
は
４
人
の
転
入
超
と
な
り
、

８
年
ぶ
り
に
社
会
増
に
転
じ
た
。
翌
年
も
社
会
増
を
達
成

し
、
２
年
連
続
の
社
会
増
と
な
っ
た
。
依
然
と
し
て
課
題

は
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
取
り
組
み
続
け
る
こ
と
で
未

来
は
変
わ
っ
て
く
る
、
と
い
う
手
応
え
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
５
年
間
で
新
た
に
生
ま
れ
た
状
況
や
可
能
性

も
数
多
く
あ
る
。

【
事
例
１
】
大
埜
地
集
合
住
宅

第
１
期
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
若
者

向
け
集
合
住
宅
を
建
設
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

広
範
囲
に
集
落
が
点
在
す
る
と
い
う
町
の
特
徴
に
よ
る
子

育
て
環
境
の
悩
み
や
、
働
き
盛
り
の
世
代
が
住
み
や
す
い

環
境
を
整
え
る
た
め
に
８
棟
20
戸
分
の
住
宅
を
整
備
し

た
。
こ
の
集
合
住
宅
は
移
住
希
望
者
だ
け
で
は
な
く
、
町

内
で
の
住
み
替
え
希
望
世
帯
も
対
象
に
し
て
い
る
。
敷
地

内
の
歩
車
分
離
や
、
放
課
後
に
過
ご
せ
る
共
有
ス
ペ
ー
ス

「
鮎
喰
川
コ
モ
ン
」を
設
置
す
る
な
ど
、入
居
者
に
限
ら
ず
、

町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
設
計
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
段
階
的
に
建
設
を
進
め
る
こ
と
で
、
町

◆◆◆

徳
島
県
神
山
町

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

―
公
社
設
立
と
見
え
て
き
た
成
果
と
課
題
―

松
田
　
一
輝

神
山
町
役
場 

総
務
課 

主
事

ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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内
業
者
が
参
入
可
能
な
規
模
で
発
注
で
き
る
よ
う
に
し
、

町
産
材
の
認
定
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
町
内
で
の
資
源
や

経
済
循
環
も
意
識
し
た
計
画
と
し
た
。
町
内
の
高
校
が
植

栽
工
事
に
関
わ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
が
関
わ
り
を
も

つ
こ
と
に
よ
り
、
町
内
に
新
た
な
関
係
性
を
生
み
出
し
て

い
る
。

【
事
例
２
】
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
期
計
画
策
定
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
熱
意
と
力
を
持
つ

メ
ン
バ
ー
が
現
れ
、
株
式
会
社
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
以
下
「
フ
ー
ド
ハ
ブ
」
と
い
う
）
が
生
ま
れ
た
。

第
１
期
策
定
の
過
程
で
行
わ
れ
た
住
民
、
役
場
職
員
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
中
で
発
案
さ
れ
、
２
０
１
６

年
に
神
山
町
役
場
、
つ
な
ぐ
公
社
、
株
式
会
社
モ
ノ
サ
ス

の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。「
地
産
地
食
」
を
合
言
葉

に
掲
げ
、
神
山
の
農
業
と
食
文
化
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
に
食
堂
「
か
ま
屋
」

と
パ
ン
や
食
料
品
を
扱
う
「
か
ま
パ
ン
＆
ス
ト
ア
」
を
オ

ー
プ
ン
し
た
。
地
域
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

や
パ
ン
を
求
め
て
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

る
。
新
規
就
農
者
の
育
成
や
耕
作
放
棄
地
の
継
承
、
学
校

で
の
食
農
教
育
の
展
開
、
さ
ら
に
、
海
外
の
料
理
人
が
訪

れ
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
シ
ェ
フ
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

も
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

金
賞
（
経
済
産
業
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
た
。「
ま
ち
の
農

業
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
た
フ
ー
ド

ハ
ブ
は
、
維
持
の
難

し
い
農
地
の
引
き
継

ぎ
を
着
実
に
進
め
て

お
り
、
立
ち
上
げ
か

ら
５
年
目
に
し
て
、

町
内
で
最
も
多
く
の

耕
作
地
を
有
す
る
生

産
者
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
と
な
っ
た
。
国
内

外
の
料
理
人
、
農
業

に
携
わ
る
希
望
の
あ

る
若
者
た
ち
へ
の
求

心
力
も
高
い
。
２
０

２
２
年
に
は
、
子
ど

も
た
ち
に
食
や
農
を

通
じ
た
教
育
を
支
援

す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
ち
の
食
農
教
育
」

も
生
ま
れ
て
い
る
。

第
２
期
へ
の
展
望

２
０
１
９
年
度
よ
り
２
年
連
続
で
社
会
増
と
な
っ
た
も

の
の
、
５
年
全
体
で
見
る
と
依
然
と
し
て
人
口
減
少
は
止

ま
ら
ず
高
齢
化
率
は
上
昇
し
て
い
る
。
ま
ち
の
人
口
構
成

の
観
点
で
考
え
る
と
商
圏
と
し
て
成
り
立
ち
に
く
い
地
域

と
言
え
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
よ
り
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
が
生
ま
れ
た
。
具
体
的
に
は
地
元
出
身
者
に
よ
る
飲
食

店
、
美
容
室
、
士
業
の
事
務
所
の
開
業
や
、
自
動
車
整
備

業
、
飲
食
店
の
継
業
が
起
き
た
。
そ
し
て
Ｉ
タ
ー
ン
者
に

よ
る
宿
泊
施
設
や
小
売
店
、
飲
食
店
、
工
務
店
も
開
業
も

し
た
。
第
１
期
の
間
、
商
工
会
に
16
の
事
業
者
が
新
た
に

加
入
し
た
。
そ
し
て
商
工
会
へ
の
加
入
は
な
い
も
の
の
10

程
度
の
事
業
者
が
新
た
に
商
売
を
営
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
林
業
や
農
業
の
課
題
解
決
を
志
向
し
、
可
能

性
を
開
く
事
業
活
動
を
展
開
す
る
二
つ
の
事
業
者
が
社
会

的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
１
社
は
イ
タ
リ
ア
の
国
際
的
な

賞
と
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
、
１
社
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

の
金
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
う
し
た
成
果
は
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
」
や
徳
島
県
市
町
村
民
経
済
計
算
な
ど
定
量
的
な

デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
で
は
把
握
で
き
な
い
。
し
か
し
、

今
日
の
神
山
町
に
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
人
々
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
新
し
い
商
い
を
起
こ
し
、
事
業
を
受
け
継
ぐ
状
況

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
地
元
出
身

者
と
移
り
住
ん
で
き
た
人
が
混
ざ
り
合
い
、
地
域
の
新
た

な
経
済
圏
が
育
ま
れ
て
い
る
。
第
２
期
で
は
、
第
１
期
の

よ
い
変
化
の
芽
が
育
ち
、
地
域
に
根
付
く
土
壌
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

◆◆◆

農村環境改善センターで開催された「つなぐプロジェクト報告会」

「つなぐプロジェクト報告会」で耳を傾ける町民等

23 2022・7 月号 地域づくり 特集編 2022・7 月号地域づくり 特集編 22



特 集
移
住
全
国
１
位
の
ま
ち

愛
媛
県
西
条
市
は
、
宝
島
社
が
発
行
す
る
『
田
舎
暮
ら

し
の
本
』
で
発
表
さ
れ
た
「
２
０
２
２
年
版 

住
み
た
い

田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
若
者
世
代
部
門
に
お
い
て
、

全
国
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
若
者
世
代
が
住
み
た
い
田

舎
部
門
は
２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
に
引
き
続
い
て
の

１
位
で
あ
り
、
３
連
覇
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
い
う
結
果
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

強
力
な
〝
呼
び
水
〟
と
な
り
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌

や
新
聞
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
な
ど
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
露
出

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
一
連
の
「
移
住
施

策
を
軸
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
移
住
検
討
者
だ

け
で
な
く
、
西
条
市
民
に
と
っ
て
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
出
来
事
と
し
て
、
西
条
の
良
さ
や
ま
ち
づ
く
り
を
見
つ

め
な
お
し
、
語
り
合
う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
８
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
西
条
市
へ
の
移
住
者
数
は
、
２
０
１
７
年
度

１
０
６
人
、
２
０
１
８
年
度
２
８
９
人
、
２
０
１
９
年
度

◆◆◆

３
４
６
人
、
２
０
２
０
年
度
３
５
８
人
、
そ
し
て
２
０
２

１
年
度
は
、
前
年
度
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
伸
び
悩
ん
だ
反

動
で
１
１
７
７
人
と
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
約
８

割
が
若
者
世
代
で
す
。
本
市
が
２
０
１
７
年
に
策
定
し
た

「
西
条
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
中
、
ア
ウ
タ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
ヒ
ト
」
を
呼
び
込
む
た

め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
、「
首
都
圏
や
関
西
圏
な
ど
人
口
集

中
地
域
在
住
の
若
者
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
結
果
は

ま
さ
に
狙
い
通
り
と
言
え
ま
す
。

徹
底
し
た
「
見
せ
る
化
」

私
た
ち
の
チ
ー
ム
で
は
、「
見
え
る
化
」
に
似
た
「
見

せ
る
化
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。「
見
え
る

化
」
と
「
見
せ
る
化
」
に
は
、「
自
分
が
見
た
い
も
の
を

見
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
意
味
と
、「
常
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
違
い

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
「
見
せ
る
化
」
を
使
う
際

に
は
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
好
印
象
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
徹

底
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
」
と
い
う
意
味
も
含
め
て

◆◆◆

使
っ
て
い
ま
す
。
西
条
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
移
住
施
策
に
集
中
し
て
こ
の
「
見

せ
る
化
」
を
徹
底
し
て
き
ま
し
た
。

移
住
検
討
者
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や

体
験
ツ
ア
ー
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用

な
ど
、
移
住
施
策
そ
の
も
の
は
移
住
推

進
課
が
担
当
し
、
移
住
推
進
課
と
連
携

し
な
が
ら
情
報
発
信
面
で
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
私
た
ち
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
で
す
。
私
た

ち
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
（
自
己
管

理
媒
体
）
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、Y

ouT
ube

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、
移
住
に
関

愛
媛
県
西
条
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

田
邊
　
智
将

西
条
市
経
営
戦
略
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　

専
門
員
兼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
係
長

―
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
―

「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」が
生
む
好
循
環

宝島社発行『田舎暮らしの本』の「住みたい田舎ベストランキング」で
３連覇を達成

西条市の移住者推移（出典：西条市作成）
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心
の
高
い
方
々
（
若
い
子
育
て
世
代
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
関
東
圏
や
関
西
圏
の
ロ
ー

カ
ル
テ
レ
ビ
番
組
を
企
画
・
制
作
、
都
内
で
の
移
住
検
討

者
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ま
た
、
そ
の
後
開
催
予
定
の

移
住
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
し
た
。

「
移
住
全
国
１
位
」
を
言
え
る
わ
け

私
た
ち
は
今
、
移
住
の
文
脈
で
「
全
国
１
位
」
と
評
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う
言
え
る

根
拠
に
つ
い
て
取
材
を
受
け
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
１
位
」
と
い
う
外
か
ら
の
評
価
も
理
由
の
ひ
と
つ
で

す
が
、
私
た
ち
は
西
条
市
の
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
が
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
も
あ

◆◆◆

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

移
住
推
進
課
が
実
施
し
て
い
る
体
験
ツ
ア
ー
は
、
複
数

の
家
族
に
同
じ
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
い
わ
ゆ
る
「
団
体
パ

ッ
ク
型
」
の
ツ
ア
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徹
底
し
た
移
住

者
目
線
に
よ
り
生
ま
れ
た
の
が
、
現
在
も
実
施
し
て
い
る

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
」
の
無
料
個
別
移
住
体
験
ツ
ア
ー

で
す
。
こ
の
体
験
ツ
ア
ー
は
、往
復
の
交
通
費
や
宿
泊
費
、

食
費
も
全
て
無
料
、
し
か
も
土
、
日
、
祝
日
大
歓
迎
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
で
あ
れ
ば
、

他
の
自
治
体
で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
珍
し
い
取

り
組
み
と
は
言
え
ま
せ
ん
。こ
の
ツ
ア
ー
最
大
の
特
徴
は
、

場
所
へ
の
案
内
で
は
な
く
、「
人
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
を
優

先
し
、
参
加
し
た
移
住
検
討
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
関
心
事
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
先
輩
移

住
者
や
地
元
農
家
、
企
業
の
社
員
や
学
校
の
先
生
な
ど
、

人
と
人
を
つ
な

ぐ
と
い
っ
た

「
密
着
軸
」（
差

別
化
の
観
点
の

一
つ
）
で
実
施

す
る
こ
と
で
、

移
住
後
の
生
活

を
し
っ
か
り
イ

メ
ー
ジ
し
て
も

ら
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
う

し
た「
密
着
軸
」

に
よ
る
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
市
民

と
の
連
携
が
不

可
欠
で
す
。
効
率
を
度
外
視
し
、
足
し
げ
く
何
度
も
通
う

と
い
う
、「
ア
ナ
ロ
グ
」
で
築
き
上
げ
た
市
民
と
の
信
頼

関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
「
移
住
全
国
１
位
」

を
堂
々
と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ハ
ー
ト
フ
ル
な
「
密
着
軸
」
戦
略
は
、「
広

報
さ
い
じ
ょ
う
」
に
も
生
か
さ
れ
、
人
に
寄
り
添
い
、
人

の
表
情
や
思
い
を
形
に
し
て
、
読
者
の
心
を
動
か
し
て
行

動
に
つ
な
げ
る
「
伝
え
る
」
広
報
紙
を
目
指
し
た
結
果
、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら 

「
事
業
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
へ

西
条
市
で
は
、「
地
方
移
住
と
い
え
ば
西
条
市
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
、「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
徹
底
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
「
相
手
の
目
線
に
立
っ

た
施
策
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
メ

デ
ィ
ア
が
メ
デ
ィ
ア
を
呼
ぶ
」
好
循
環
に
加
え
、
移
住
者

が
自
身
の
体
験
を
（
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
）
広
く
発
信
し
、

検
討
層
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
、「
移
住
者
が
移
住
者
を

呼
ぶ
」
と
い
う
二
つ
の
好
循
環
が
生
ま
れ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
好
循
環
は
さ
ら
に
、
西
条
市
民
、
市

内
企
業
や
団
体
、
関
係
人
口
と
も
つ
な
が
り
合
い
、「
活

動
の
好
循
環
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、「
移
住
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
成
果
や
好
循
環
を
生
ん
だ
成
功
体
験
と
し
て
、
庁
内

す
べ
て
の
部
署
に
広
く
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
各
担
当
者
が
自
身
の
業
務
遂
行
に
あ
た
り
、「
事

業
×
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
「（
そ
の
事
業
が
）

誰
の
た
め
か
、
何
の
た
め
か
、
ど
の
よ
う
な
行
動
変
容
を

促
す
た
め
か
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
成
功
す
る

事
業
が
増
え
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

◆◆◆

全国広報コンクールで総務大臣賞を受賞（広報紙市部門で特選：全国１位）

移住推進課が実施する体験ツアーの様子
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「
令
和
42
年
に
２
万
人
」
が
目
標

五
島
市
は
、
九
州
・
長
崎
港
か
ら
西
へ
１
０
０
㌔
離
れ

た
五
島
列
島
最
南
部
に
あ
る
離
島
自
治
体
で
す
。
11
の
有

人
島
と
52
の
無
人
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
面
積
は
横

浜
市
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
約
４
２
０
平
方
㌔
。
人
口
は

約
３
万
５
０
０
０
人
で
す
。

社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
五
島

市
の
人
口
は
減
り
続
け
、
令
和
42
年
（
２
０
６
０
年
）
に

は
約
１
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。五
島
市
は
、

「
五
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
令
和
42
年
に

人
口
２
万
人
を
確
保
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
世
界
遺

産
・
日
本
遺
産
の
活
用
や
日
本
一
の
椿
の
島
づ
く
り
、
マ

グ
ロ
の
養
殖
基
地
化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
島
づ
く

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
支
援
員
が
好
評

五
島
市
は
、
人
口
減
少
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
移
住
・

定
住
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
移
住
施
策
を
開
始
し
、
年
間
20
人
前
後

の
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
に
移

住
相
談
対
応
を
専
門
と
す
る
移
住
支
援
員
を
１
人
配
置
し

た
と
こ
ろ
移
住
者
数
が
倍
増
。平
成
30
年
度
に
１
人
増
員
、

令
和
２
年
度
に
は
２
人
増
員
し
、
現
在
は
計
４
人
配
置
し

て
い
ま
す
。

移
住
支
援
員
は
全
員
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
で
、
年
代
も
家

族
構
成
も
異
な
り
ま
す
。
自
ら
の
経
験
や
個
性
を
生
か
し

つ
つ
も
、
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
親
切
か
つ
き
め
細
や

か
な
相
談
対
応
が
好
評
で
、
平
成
30
年
度
以
降
、
４
年
連

続
で
２
０
０
人
を
超
え
る
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

移
住
相
談
は
年
々
増
え
て
お
り
、
昨
年
度
は
５
０
０
件

を
超
え
ま
し
た
。
土
日
祝
日
・
時
間
外
の
問
い
合
わ
せ
や

◆◆◆

移
住
検
討
熟
度
が
低
い
方
の
簡
単
な
問
い
合
わ
せ
に
対
応

す
る
た
め
、
令
和
２
年
10
月
、
移
住
定
住
Ｑ
＆
Ａ
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。
五
島
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

ひ
と
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
条
件
分
岐
型
で
制
作
し
た

た
め
、
予
算
ゼ
ロ
で
導
入
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
受
け
付
け
た
問
い
合
わ
せ
は
４
２
８
件

で
す
。

今
後
は
、対
面
に
よ
る
相
談
対
応
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

移
住
希
望
者
・
先
輩
移
住
者
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
交
流
で
き
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
運
用
す
る
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
・
デ

ジ
タ
ル
両
面
で
移
住
に
関
わ
る
人
た
ち
を
支
援
し
て
い
き

長
崎
県
五
島
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

平
野
　
梓

五
島
市
地
域
振
興
部

地
域
協
働
課
移
住
定
住
促
進
班 

係
長

ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル

�

双
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

―
移
住
・
定
住
促
進
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
―

移住者数推移
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た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
条
件
備
え
る

五
島
市
は
、
田
舎
暮
ら
し
と
そ
こ
そ
こ
便
利
な
暮
ら
し

を
両
立
で
き
る
こ
と
、
自
然
や
食
が
豊
富
で
観
光
が
楽
し

め
る
一
方
、
医
療
や
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
地

と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
観
光
閑
散
期
対
策
や
地
域
課
題

の
解
決
等
を
目
的
と
し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
メ
デ
ィ

ア
掲
載
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
や
経
済
波
及
効
果
、
参
加
者
の

法
人
設
立
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
参
加
者
の
満
足
度
も
再
訪
意
欲
も
非
常
に
高
い

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
環
境
整
備

が
課
題
で
し
た
が
、
令
和
２
年
度
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
を
活
用

し
て
、
民
間
企
業
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備
費
を

◆◆◆

補
助
す
る
こ
と
で
、
市
街
地
を
中
心
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
可
能
な
施
設
が
５
カ
所
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
郊

外
に
あ
る
３
カ
所
の
キ
ャ
ン
プ
施
設
にW

i-Fi

設
備
を

整
備
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
は
、「
地
域
課
題
解
決
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
確
立
」
で
す
。
五
島
市
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
仕
事
と
観
光
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
課
題
を
設
定
し
て
解
決
し
て

い
く
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
磨
く
場
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ワ
ー
カ
ー
と
市
民
と

の
交
流
を
民
間
ベ
ー
ス
で
促
す
仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
実
践
で
き
る
場
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

５
社
と
協
定
、
１
０
０
人
余
の
雇
用

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
五
島
市
の
地
域
特
性
に
応
じ

た
企
業
の
誘
致
に
つ
な
が
る
よ
う
、
長
崎
県
産
業
振
興
財

◆◆◆

団
等
の
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
に
努
め
た
結

果
、
昨
年
度
末
ま
で
に
５
社
と
立
地
協
定
を
締
結
し
、
誘

致
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
誘
致
企
業
の
主
な
業
種
は
、
デ

ー
タ
入
力
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

保
守
・
管
理
で
す
。
な
お
、
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、

正
社
員
65
人
、
非
正
規
社
員
40
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
オ
フ
ィ
ス
系
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
立
地
協
定
の
締
結
に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、
有

人
国
境
離
島
法
に
基
づ
く
補
助
事
業
「
雇
用
機
会
拡
充
支

援
事
業
」
を
活
用
し
て
18
社
が
五
島
市
に
進
出
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
５
３
７
人
の
雇
用
が
生
ま
れ

て
お
り
、
雇
用
者
の
う
ち
１
２
７
人
は
移
住
者
で
す
。

今
後
の
展
望

今
後
は
、
移
住
者
の
住
ま
い
を
確
保
す
る
た
め
、
空
き

家
バ
ン
ク
運
営
の
一
部
を
民
間
に
委
託
す
る
実
証
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
移
住
希
望
者
や
移
住
者
が
五
島
で
の
生

活
に
馴
染
み
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
き
っ
か
け
作
り
や
前
述
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
環

境
整
備
を
進
め
、
定
着
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
困
難
だ

っ
た
た
め
、
令
和
３
年
度
は
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
以
降
は
、
さ
ら
な
る
受
入
体
制
の
整

備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
訪
れ
る
方
や
受
け
入
れ
る
市
民

の
双
方
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
進
め
、
都
市

部
に
あ
る
企
業
等
に
勤
め
た
ま
ま
の
移
住
（
転
職
な
き
移

住
）
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

中心市街地にあるコワーキングスペース

ワーケーションイベントの参加者が
市民と市民駅伝大会に参加

オンライン移住セミナーの様子
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「
１
０
０
年
後
の
う
る
ま
を
つ
く
る
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
、
沖
縄
県
う
る
ま
市
を
も
っ
と
本
質
的
に
豊
か
で
お

も
し
ろ
い
地
域
に
し
て
い
こ
う
と
、
多
角
的
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
た
ち
。
今
最
も

チ
カ
ラ
を
入
れ
て
い
る
一
つ
が
、
橋
で
つ
な
が
っ
た
四
つ

の
島
々
や
高
速
船
で
30
分
の
離
島
な
ど
、
沖
縄
ら
し
い
昔

な
が
ら
の
た
た
ず
ま
い
が
今
に
残
る
、
う
る
ま
市
の
島
し

ょ
地
域
に
お
け
る
展
開
で
す
。

豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
が
残
る
、
魅
力
と
可
能
性
に
あ

ふ
れ
た
地
域
で
す
が
、
一
方
こ
こ
10
年
間
で
人
口
が
20
％

以
上
減
少
し
、
必
然
的
に
空
き
家
も
ど
ん
ど
ん
増
加
。
過

去
に
は
９
校
も
あ
っ
た
小
中
学
校
も
今
で
は
一
つ
に
統
廃

合
さ
れ
、
全
国
の
中
山
間
地
域
と
同
じ
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
持
続
的
な
維
持
・
発
展
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
課
題
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
か
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
私
た
ち
は
、「
新
し
い
活
動
の
芽
生

え
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
地
域
こ
そ
が
、
豊
か
な
関
係

人
口
を
育
む
ポ
イ
ン
ト
」「
豊
か
な
関
係
人
口
＝
う
る
ま

生
態
系
を
育
め
る
と
、
社
会
課
題
解
決
に
資
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ソ
ー
ス
と
の
共
創
が
期
待
で
き
る
」
と
い
う
考
え

か
ら
、「
地
域
内
の
小
さ
な
起
業
支
援
」
と
「
地
域
人
材

と
出
逢
う
共
創
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
２
軸
で
動
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
さ
な
ナ
リ
ワ
イ
支
援 

「
ワ
タ
ク
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

地
域
の
起
業
支
援
＝
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

と
聞
く
と
、
岡
山
の
西
粟
倉
村
や
北
海
道
の
厚
真
町
な
ど

が
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
有
名
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
よ

う
な
〝
先
輩
地
域
〟
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
少
し
展
開
を
変
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
将
来
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
候
補
と

い
っ
た
、
市
外
か
ら
の
人
材
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
地
域
内
、
し
か
も
沖
縄
本
島
以
外
の
島

し
ょ
地
域
に
限
定
し
た
起
業
支
援
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

さ
ら
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
を
応

◆◆◆

援
す
る
こ
と
を
主
眼
に
、
資
本
主
義
的
な
収
益
拡
大
の
優

先
度
は
低
く
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
〝
ワ
タ

ク
シ
〟
と
は
、
も
ち
ろ
ん
「
自
分
自
身
の
」
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
沖
縄
の
言
葉
で
「
ヘ
ソ
ク
リ
」。

月
数
万
円
と
い
っ
た
お
小
遣
い
稼
ぎ
と
い
う
感
覚
で
も
い

い
か
ら
、
ま
ず
は
自
分
自
身
の
「
こ
れ
を
や
り
た
い
ん

だ
！
」
と
い
う
心
の
声
に
素
直
に
従
っ
て
一
歩
踏
み
出
し

て
み
よ
う
、
私
た
ち
が
背
中
を
押
し
て
お
尻
を
叩
く
役
割

を
担
い
ま
す
よ
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
山
形
県
鶴
岡

市
の
ナ
リ
ワ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

①
担
当
ス
タ
ッ
フ
と
の
１
対
１
の
対
話
に
よ
っ
て
、
自
分

で
も
ま
だ
自
覚
し
て
い
な
い
「
心
の
声
」
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
化
す
る

②
活
動
領
域
に
加
え
、
挑
戦
者
の
人
柄
や
特
性
を
勘
案
し

沖
縄
県
う
る
ま
市

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

田
中
　
啓
介

一
般
社
団
法
人
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
う
る
ま

理
事
・
地
域
づ
く
り
事
業
部
統
括

自分たちで企画したワタクシプロジェクト 1・2 期生合同のマルシェ

地
域
の
み
ん
な
の

�

「
や
っ
て
み
た
い
」
を
後
押
し

―
豊
か
な
関
係
人
口
を
育
む
起
業
支
援
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
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て
、
伴
走
す
る
専
門
家
を
選
定

③
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
で
、
同
期

メ
ン
バ
ー
の
横
の
つ
な
が
り
も
育
む

２
０
２
０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
に
計
14

組
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
古
民
家
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
Ｄ
Ｉ
Ｙ

で
改
修
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
を
オ
ー
プ
ン
し
た
事
例

や
、
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
糸
芭
蕉
を
活
用
し
て
新

し
い
織
り
作
品
を
生
み
出
し
て
い
る
事
例
、
父
親
か
ら
受

け
継
い
だ
民
宿
を
舞
台
に
沖
縄
芸
能
の
生
配
信
と
規
格
外

野
菜
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
始
め
た
事
例
な
ど
、
ど
れ
も

こ
れ
も
味
わ
い
深
い
物
語
ば
か
り
。
ま
さ
に
「
島
し
ょ
地

域
で
新
し
い
挑
戦
が
次
々
と
芽
生
え
て
い
る
」
と
い
う
感

覚
を
も
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
志
に
出
会
う 

「
共
創
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

流
行
り
と
も
な
っ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
元
は

w
ork

×vacation

の
造
語
で
あ
り
、沖
縄
な
ら
や
は
り
、

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
海
を
眺
め
な
が
ら
シ
ゴ
ト
を
す
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
私
た
ち

は
、
こ
の
余
暇
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
手
放
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ

る
沖
縄
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
資
源
消
費
の
あ
り
方
を

見
直
し
た
い
、
来
る
方
だ
け
で
な
く
地
域
に
と
っ
て
も
幸

福
度
の
高
い
取
り
組
み
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
背
景
に

あ
り
ま
す
。

う
る
ま
市
な
ら
で
は
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、w

ork

×

co-creation

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
１
番
の
肝
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
志
を
も
っ
て
動
い
て
い
る
地
域
人
材
に
出
会
う
こ

と
。
活
動
紹
介
と
い
っ
た
表
面
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ラ

イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
も
う
少
し
深
い
〝
根

◆◆◆

っ
こ
〟
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
共
感
が
生
ま
れ
、
共
創
の

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
、
そ
の
た
め
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
近
の
２
カ
年
度
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
、

各
回
対
象
を
変
え
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
に
は
、
個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
、
企
業
の
働
き
方
改
革
を
担
う
総
務
人
事
系
の
方
向
け

に
３
泊
４
日
の
集
合
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
よ
り
厳
し

い
感
染
対
策
が
求
め
ら
れ
た
令
和
３
年
度
は
、
地
方
創
生

に
携
わ
る
個
人
・
団
体
の
皆
さ
ん
や
企
業
経
営
陣
を
対
象

に
、少
人
数
ご
と
の
個
別
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
方
式
を
採
用
し
、

参
加
者
の
属
性
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
柔
軟
に
変

化
さ
せ
つ
つ
、
合
計
で
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
を
ご
案
内
し

て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
う
え
で
、
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
、vacant

＝

空
っ
ぽ
に
な
る
時
間

を
つ
く
る
こ
と
。
こ

れ
は
、
い
つ
も
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
や
ス

ピ
ー
ド
感
の
ま
ま
で

地
域
人
材
に
出
会
っ

た
と
し
て
も
、
表
層

的
な
共
創
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
は
と

い
う
懸
念
か
ら
、
例

え
ば
誰
も
い
な
い
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ

で
、
波
に
漂
っ
た
り
、

砂
に
寝
転
ん
だ
り

と
、
思
い
っ
き
り
マ

イ
ン
ド
フ
ル
な
時
間
を
楽
し
み
、
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
に
余

白
を
生
む
た
め
の
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
が
あ
る
と
、
自

分
自
身
と
の
対
話
が
生
ま
れ
、
地
域
人
材
と
の
出
会
い
も
、

単
に
活
動
を
理
解
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
生
き
方

や
あ
り
方
を
見
つ
め
る
機
会
に
も
な
り
得
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、work

×transform
ation

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

今
夏
に
は
、
か
つ
て
中
学
校
だ
っ
た
廃
校
舎
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
た
、
宿
泊
滞
在
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
島
の
暮
ら
し
と
生
き
方
の
探

究
が
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
す
る
（
混
ざ
り
合
う
）
み
ん
な
の
学

び
舎
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
た
ち
と
地
域
住
民
の
交
流

が
次
々
と
生
ま
れ
る
場
に
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
う
る
ま

市
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

沖縄ならではの美ら海でカラダもココロも空っぽになる

コミュニティ食堂を始めた地域人材の志に触れる
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調
査
に
お
い
て
も
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
に
関
し
、
20
歳

代
の
関
心
は
高
く
、
さ
ら
に
東
京
都
23
区
に
お
い
て
は
、

東
京
圏
全
体
よ
り
も
そ
の
傾
向
が
強
い
（
資
料
２
）。
実

際
の
人
の
流
れ
の
変
化
の
背
景
に
、
こ
う
し
た
意
識
の
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

同
調
査
に
お
い
て
は
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
の
理
由
に

つ
い
て
も
、「
人
口
密
度
が
低
く
自
然
豊
か
な
環
境
に
魅

力
を
感
じ
た
」
と
い
う
点
と
と
も
に
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
地
方
で
も
同
様
に
働
け
る
と
感
じ
た
た
め
」
と
い

う
回
答
が
多
く
み
ら
れ
、
実
際
、
同
調
査
に
お
い
て
、
テ

レ
ワ
ー
ク
経
験
者
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
地
方

移
住
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
た
割
合
が
高
い
と

い
う
傾
向
も
示
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
人
口
集
中

の
リ
ス
ク
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
る
と
と
も
に
、
テ
レ

ワ
ー
ク
が
新
し
い
働
き
方
・
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く

認
知
さ
れ
、
活
用
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
よ
り
現
実
的
に
移

住
を
考
え
る
土
壌
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
要
因
の
一

つ
で
あ
ろ
う
。

総
務
省
に
お
け
る
取
り
組
み

⑴
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
等
の
推
進

前
述
の
通
り
、
地
方
で
の
暮
ら
し
に
対
す
る
関
心
が
一

層
高
ま
っ
て
い
る
機
を
捉
え
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、
都

市
部
人
材
が
地
方
へ
移
住
・
定
住
す
る
具
体
的
な
行
動
へ

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
回
帰
支
援

施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
推
進

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地

本
年
１
月
28
日
、
令
和
３
年
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
移

動
報
告
の
結
果
が
総
務
省
よ
り
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、令
和
３
年
の
１
年
間
に
お
い
て
、東
京
圏（
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
埼
玉
県
及
び
千
葉
県
）
へ
の
転
入
超
過
は
引

き
続
き
続
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
超
過
幅
は
２
年
連
続

の
縮
小
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
東
京
都
特
別
区
部

に
つ
い
て
は
、
外
国
人
を
含
む
集
計
を
開
始
し
た
平
成
26

年
以
降
、
初
め
て
男
女
と
も
に
転
出
超
過
と
な
っ
た
。

過
度
な
東
京
一
極
集
中
に
つ
い
て
は
、災
害
リ
ス
ク
や
、

過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お
け
る
地
域
社
会
の
担
い

手
不
足
な
ど
の
点
か
ら
、
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
是
正
に

向
け
て
各
種
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
た
結
果

と
し
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
国
民
の
意
識
調
査
等
を
も
と
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
踏
ま
え
た
、
都

市
部
と
地
方
の
間
の
人
の
流
れ
の
現
状
や
そ
の
背
景
を
考

察
す
る
と
と
も
に
、
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
た
施
策
に

つ
い
て
、
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
取
り

組
み
を
中
心
に
解
説
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
る
こ
と
を
、予
め
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
。

地
方
へ
の
移
住
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
国
民
の
生
活

意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
し
て
は
、
内
閣
府
が
累
次
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

冒
頭
、「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」
に
お
い
て
、

東
京
都
特
別
区
部
に
お
け
る
転
出
超
過
の
動
き
が
み
ら
れ

た
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
内
閣
府
の
令
和
２
年
６
月
の
調

査
で
も
、
年
代
別
で
は
20
歳
代
、
地
域
別
で
は
東
京
23
区

に
住
む
者
の
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
（
資

料
１
）。

ま
た
、
同
じ
く
内
閣
府
が
令
和
２
年
11
月
に
実
施
し
た

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で

地
域
を
元
気
に

東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
た

�

取
り
組
み
に
つ
い
て
　

特 集
副基調論文

―
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
の
施
策
を
中
心
に
―

石
切
山
　
真
孝

静
岡
県
浜
松
市
財
務
部
長

（
前
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

地
域
政
策
課
理
事
官
）
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域
等
に
住
民
票
を
異
動
し
、生
活
の
拠
点
を
お
い
た
者
を
、

地
方
公
共
団
体
が
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

地
域
お
こ
し
活
動
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
の

生
活
の
維
持
の
た
め
の
支
援
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
地

域
協
力
活
動
」
に
従
事
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
に
は
隊
員
数
が
５
５
６
０
人
ま
で
増
加
し

て
い
る
が
、
約
６
割
が
任
期
終
了
後
も
活
動
地
と
同
じ
地

域
に
定
住
す
る
な
ど
、
人
の
流
れ
の
創
出
と
あ
わ
せ
、
地

方
へ
の
定
着
と
い
う
観
点
か
ら
も
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

「
令
和
６
年
度
ま
で
に
隊
員
数
８
０
０
０
人
」
を
目
標

に
掲
げ
、
引
き
続
き
、
隊
員
の
な
り
手
の
掘
り
起
こ
し
、

未
導
入
団
体
等
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
女
性
隊
員
の
活

躍
促
進
、
現
役
隊
員
・
自
治
体
職
員
双
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
推
進

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
見
据
え
、
地
方
公
共
団
体
が

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く

う
え
で
は
、
現
場
責
任
者
と
し
て
、
外
部
専
門
人
材
、
地

域
、
行
政
お
よ
び
民
間
な
ど
の
多
様
な
関
係
者
間
を
橋
渡

し
し
つ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な

人
材
を
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て

任
用
し
、
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
市
町
村
に
対

し
て
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

③
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
の
推
進

「
地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派
遣
制
度
）」
は
、

地
方
公
共
団
体
が
、
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業

等
の
社
員
を
一
定
期
間
受
け
入
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知

見
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ

な
が
る
業
務
に
従
事
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、
所
要
の

経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
市
町
村
の
求
め
る
人
材
ニ
ー
ズ

を
総
務
省
が
定
期
的
に
照
会
し
て
と
り
ま
と
め
公
表
す
る

取
り
組
み
を
開
始
し
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業
人
材
の
参
加

を
促
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
制
度
の
活
用
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

④
「
移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」
の
運
営
等

東
京
駅
八
重
洲
口
至
近
に
平
成
27
年
３
月
に
開
設
し
た

「
移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」
に
お
い
て
、
地
方
移
住

に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
の
ほ
か
、
関
係
省
庁
（
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
）
と
も
連
携
し
、
仕
事
情
報
や
就
農

支
援
情
報
に
対
応
で
き
る
専
門
の
相
談
員
が
常
駐
し
て
い

る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
移
住
相
談
会
や
セ
ミ

ナ
ー
、
フ
ェ
ア
な
ど
を
随
時
開
催
し
て
い
る
。

今
後
も
、
各
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
夜
間
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
取
り
組
み
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

⑤
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
推
進
事
業

都
市
部
の
子
ど
も
の
農
山
漁
村
宿
泊
体
験
活
動
（「
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）
に
つ
い
て
、
農

林
水
産
省
等
の
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
る
。

総
務
省
で
は
、
受
入
側
の
農
山
漁
村
に
お
け
る
地
域
資

源
を
効
果
的
に
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と
、

送
り
側
の
学
校
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
受
入
側
の
計
画
策
定
支
援
や
送
り
側
・
受
入

側
双
方
が
連
携
し
て
行
う
実
施
体
制
構
築
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
の
体
験
交
流

機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
は
、
感
染
防
止
対
策
や
対
面
で
の
交
流
の
効
果
を
高

め
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
も
対
象
と
し
て
い
る
。

⑥
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
推
進
事
業

「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
は
、
主
に
都
市

部
の
人
た
ち
が
一
定
期
間
（
２
週
間
～
１
カ
月
程
度
）
地

域
に
滞
在
し
、
働
い
て
収
入
を
得
な
が
ら
地
域
住
民
と
の

交
流
や
学
び
の
場
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
暮
ら
し
を
体

感
す
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
参
加
者
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
や
、
地

方
に
お
け
る
人
手
不
足
の
解
消
や
移
住
・
定
住
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
す
べ
く
、
令
和
４
年
度
も
、
企
業
向
け
説
明

会
の
開
催
や
、
経
験
者
を
交
え
た
座
談
会
等
の
情
報
発
信

に
よ
り
、
裾
野
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑦
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

近
年
、
雇
用
機
会
の
創
出
や
移
住
定
住
の
促
進
等
に
向

け
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
・
誘
致
に
取
り
組

む
地
方
公
共
団
体
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
地
方
公

共
団
体
か
ら
は
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
に
関
心

の
あ
る
企
業
の
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
」「
誘
致
に
向

け
た
支
援
策
を
企
業
に
情
報
発
信
し
た
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
設
置
に
関
心
の
あ
る
企
業
と
、
誘
致
に
取
り
組
む
地

方
公
共
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
、
令

和
４
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
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中
で
も
、特
定
の
分
野
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
重
点
支
援
」
の
対
象
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

補
助
額
に
対
す
る
国
費
交
付
率
の
か
さ
上
げ
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、「
生
産
性
向
上
に
資
す
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
関
連
す
る
事
業
」（
補
助
率
10

分
の
10
）
を
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
地
域
に
お
け
る
脱

炭
素
の
取
り
組
み
を
強
力
に
支
援
す
べ
く
、「
脱
炭
素
に

資
す
る
地
域
再
エ
ネ
の
活
用
に
関
連
す
る
事
業
」（
補
助

率
４
分
の
３
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
加
え
て
い
る
。

②�

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

推
進

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
電
力
を
は
じ
め
、
化
石
燃

料
な
ど
外
部
資
源
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。こ
の
た
め
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
ほ
ど
に
地
域
経
済
の
原
動
力
で
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
部
か
ら
購
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
地

域
の
資
金
が
域
外
に
流
出
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
構
造
か
ら
脱
却
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
間
伐
材
や
家
畜

糞
尿
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

立
ち
上
げ
る
べ
く
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
地
方

公
共
団
体
を
、
資
金
面
か
ら
支
援
す
る
と
と
も
に
、
情
報

提
供
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
を
財
源
と
し
、
引
き
続

き
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
支
援

（
上
限
２
０
０
０
万
円
、
交
付
率
原
則
２
分
の
１
〈
財
政

力
に
応
じ
た
か
さ
上
げ
あ
り
。
ま
た
、
新
規
性
・
モ
デ
ル

性
の
極
め
て
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
交
付
率
10
分
の
10
〉）

⑵
自
立
分
散
型
地
域
経
済
の
構
築

過
度
な
東
京
一
極
集
中
の
是
正
の
た
め
に
は
、
前
述
し

た
、都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
と
あ
わ
せ
、

地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
の
拡
大
、
そ
し
て
地
方
に
お
け
る

経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
内
で
資
源
・
資

金
が
循
環
す
る
、「
自
立
分
散
型
地
域
経
済
」
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
の
経
済
環
境
の
変
化
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
を
世
界
規
模

で
生
じ
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て
い
る
多
く
の
日
本

企
業
に
も
当
然
な
が
ら
大
き
な
影
響
が
及
ん
だ
こ
と
で
、

そ
の
製
造
工
場
等
が
立
地
す
る
国
内
の
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
も
、
地
元
雇
用
や
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が

見
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重
要
性
は
一
層
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

①
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進

総
務
省
で
は
、
平
成
24
年
度
以
降
、「
ロ
ー
カ
ル
１
０
、

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
関
係
各
省
庁
が
連
携

し
、
産
学
金
官
の
地
域
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
基
盤
に
、

全
国
各
地
に
お
け
る
地
域
密
着
型
事
業
（
①
地
域
金
融
機

関
の
融
資
を
伴
う
も
の
、②
雇
用
吸
収
力
の
大
き
な
も
の
、

か
つ
③
地
域
の
資
源
を
活
用
す
る
も
の
）
の
立
ち
上
げ
を

支
援
し
て
き
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
密
着
型
企
業

の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
必
要
な
初
期
投
資
額
と
金
融
機

関
の
融
資
可
能
限
度
額
と
の
差
額
を
補
助
し
て
支
援
を
行

っ
た
場
合
に
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
国
費
（
地
域
経
済

循
環
創
造
事
業
交
付
金
）
を
交
付
（
原
則
、
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
補
助
額
の
２
分
の
１
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資

金
面
か
ら
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実

現
可
能
性
の
向
上
や
、
事
業
化
に
向
け
た
課
題
解
決
に
資

す
る
助
言
等
も
行
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
専
門
的
な
知
見
・
人

材
が
不
足
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
脱
炭
素
の

取
り
組
み
に
係
る
各
分
野
の
外
部
専
門
家（
学
識
経
験
者
、

先
行
自
治
体
の
職
員
、エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
企
業
の
社
員
等
）

を
招
へ
い
す
る
際
の
費
用
を
新
た
に
補
助
対
象
と
し
、
人

材
面
の
支
援
に
つ
い
て
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
現
状
と
そ

の
背
景
、
そ
し
て
そ
の
流
れ
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
べ

く
進
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
の

施
策
を
中
心
に
紹
介
し
た
が
、
移
住
支
援
や
地
方
創
生
テ

レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
内
閣
官
房
・
内
閣
府
に
お
け

る
地
方
創
生
関
連
施
策
等
、
関
係
府
省
庁
に
お
い
て
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

●
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w

w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_

gyousei/c-gyousei/
https://w

w
w

.chisou.go.jp/sousei/policy_index.
htm
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集
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通
巻
３
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号
）　

社
会
減
克
服
の
取
り
組
み
で
地
域
を
元
気
に　

令
和
4
年
7
月
１
日　

一
般
財
団
法
人　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行


